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On the two textual transmissions of Xuanzang’s Translation of the Nyāyamukha

Yasutaka Muroya

The Nyāyamukha by Dignāga (陳那 Chenna, ca. 480-540 CE), the founder of Indian

Buddhist logico-epistemological school, was considered one of the most important texts

on logic, especially among Buddhist intellectuals in East Asia. Chinese Buddhist scholars

of the seventh-to eighth-century Tang dynasty intensively studied Chinese translations of

this concise yet difficult text, and also wrote commentaries on it, although most of these

have been lost. Two Chinese translations are known, the standard one by Xuanzang 玄奘

(602-664 CE), entitled Yinming zhengli men lun ben (因明正理門論本, Taishō 1628), and

another by Yijing 義浄 (635-713 CE), Yinming zhengli men lun (因明正理門論, Taishō

1629). Although these two versions stand extraordinarily close to each other, their

relationship has been understood by scholars in different ways. Some see Yijing’s version

to be “a product of borrowing Xuanzang’s translation,” while others consider his version

“a kind of commentary” on the Nyāyamukha. To understand the relationship between

these two translations, the present paper offers a survey of the textual transmission of

Xuanzang’s translation and analyzes four significant cases in terms of variant readings and

quotations as found in fragments of Tang commentaries. This analysis has been based on a

collation of Japanese manuscripts kept at Kongōji Temple 金剛寺 (Osaka) and Kōshōji

Temple興聖寺 (Kyoto), a so-called Kasugaban春日版 held in the Tōyō Bunko東洋文庫 (a

woodblock print published at Kōfukuji that is dated 1222 CE), as well as three block print

editions from the Second Goryeo, Fuzhou, and Qisha canons. A text-critical examination

of these ten witnesses together with Yijing’s version shows that there are twomajor textual

traditions, namely, the text as found in sources transmitted in the tradition of Chinese

woodblock editions, and the other as retained in Japanese sources. Dingbin 定賓, a Tang-

Chinese commentator, saw the first as Xuanzang’s “first translation” (chuangyi創譯), and

the second to be his own revision. Quotations from the Nyāyamukha indicate that the

second tradition was the one predominantly utilized in the Tang-China commentaries by

Xuanzang’s direct disciples and other scholars. The theory of a distinction between a first

and a revised version of Xuanzang is also corroborated by a comparison with parallel

passages found in Dignāga’s Pramān
̇
asamuccaya (集量論 Jiliang lun); here the revised

version better represents Dignāga’s intention than does the “first translation.” It will also

be demonstrated that Yijing’s version is based on this first version, albeit for unknown

reasons. As an appendix, the present paper offers a diplomatic edition of the Kasuga

version together with a list of 134 variant readings.
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序
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
（
D
ignāga
陳
那
、
四
八
〇
〜
五
四
〇
頃
）
を
始
祖
と
す
る
仏
教
論
理
学

派
の
伝
統
は
、
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
主
著
『
認
識
論
集
成
』（
Pram
ān.asam
uccaya、

以
下
『
集
量
論
』）
を
通
じ
て
き
わ
め
て
大
き
な
思
想
潮
流
を
も
た
ら
し
、
東
ア
ジ
ア
に
お

い
て
は
概
説
書
『
正
理
の
門
』（
N
yāyam
ukha、
以
下
『
正
理
門
論
』）
に
よ
っ
て
「
新
因

明
」
の
基
礎
的
な
枠
組
み
が
と
と
の
え
ら
れ
た(1)。
漢
語
圏
で
の
主
流
を
形
成
し
た
の
は
、

シ
ャ
ン
カ
ラ
ス
ヴ
ァ
ー
ミ
ン
（
an.karasvām
in
商
羯
羅
主
、
五
〇
〇
〜
五
五
〇
頃
）
に
よ
る

手
引
書
『
正
理
へ
の
入
門
』（
N
yāyaprave
aka、
以
下
『
入
正
理
論
』）
で
あ
っ
た
が
、
佚

文
や
経
録
な
ど
を
通
じ
て
、
韜
晦
な
『
正
理
門
論
』
の
研
究
が
特
に
玄
奘
門
下
に
よ
っ
て

お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

『正
理
門
論
』
に
は
漢
訳
と
し
て
玄
奘
（
六
〇
二
〜
六
六
四
）
訳
『
因
明
正
理
門
論
本
』

（
大
正
蔵
一
六
二
八
番
）
と
義
浄
（
六
三
五
〜
七
一
三
）
訳
『
因
明
正
理
門
論
』（
大
正
蔵
一
六

二
九
番
）
の
二
種
が
あ
る
。
玄
奘
訳
の
成
立
年
代
は
一
般
に
六
四
九
年
（
貞
観
二
三
年
）
と

い
わ
れ
、
義
浄
訳
は
七
一
一
年
（
景
雲
二
年
）
の
成
立
と
さ
れ
る(2
)。

先
行
研
究
で
は
、
お

よ
そ
六
十
年
ほ
ど
の
間
を
お
い
て
成
立
し
た
両
訳
に
つ
い
て
解
明
す
べ
き
い
く
つ
か
の
問

題
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
義
浄
訳
に
つ
い
て
は
、
宇
井
伯
寿
氏
が
「
異

訳
と
称
す
る
は
恐
ら
く
異
例
と
い
ふ
べ
き
で
あ
り
、
甚
だ
奇
で
あ
る
」
と
評
す
る
よ
う
に

（
以
下
、
宇
井
1965
(3
)）、
玄
奘
訳
と
の
一
致
が
極
め
て
顕
著
で
あ
り
、
異
訳
と
し
て
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
評
価
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

筆
者
は
、
義
浄
訳
の
成
立
に
は
玄
奘
訳
の
成
立
の
問
題
も
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
視
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
典
資
料
の
調
査
を
企
図
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で

用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
日
本
古
写
経
や
古
版
本
と
い
っ
た
新
資
料
の
分
析
を
お
こ

な
っ
て
き
た
。
現
在
ま
で
の
調
査
か
ら
、
日
本
伝
存
の
玄
奘
訳
に
は
既
知
の
刊
本
に
は
み

ら
れ
な
い
固
有
の
本
文
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
小
論
で
は
、
玄
奘
訳
と

義
浄
訳
の
関
係
性
を
新
た
な
視
点
で
問
い
直
す
こ
と
で
玄
奘
訳
の
本
文
系
統
を
検
証
し
、

そ
の
概
略
を
報
告
し
た
い
。
ま
た
玄
奘
訳
の
新
資
料
の
一
つ
で
あ
る
春
日
版
の
解
題
と
翻

刻
を
附
録
と
し
提
示
し
、
諸
対
校
本
の
校
異
一
覧
を
付
す
。
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(一
）
二
種
の
漢
訳

す
で
に
船
山
徹
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
玄
奘
訳
と
義

浄
訳
の
関
係
に
つ
い
て
主
に
二
通
り
の
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る(4)。
一
つ
は
玄
奘
訳
と
義

浄
訳
に
本
質
的
な
差
異
を
認
め
ず
、
義
浄
訳
を
「
玄
奘
訳
の
転
用
の
産
物
」
で
あ
る
す
る

も
の
と
、
他
方
は
「
注
釈
の
一
種
」
で
あ
る
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
見
解
を
表

明
し
た
代
表
的
な
研
究
者
と
し
て
呂
澂
氏
が
あ
げ
ら
れ
る
。
呂
氏
は
『
正
理
門
論
』
と

『
集
量
論
』
の
比
較
対
照
を
行
っ
た
先
駆
的
研
究
者
の
一
人
で
あ
り
、
蔵
訳
か
ら
の
重
訳

を
含
む
「
集
量
論
釈
略
抄
」（
支
那
内
学
院
『
内
学
』
四
、
一
九
二
八
、
以
下
、
呂
1928）
も

出
版
し
て
い
る
。
同
氏
が
義
浄
訳
を
「
注
釈
の
一
種
」
と
み
な
す
説
明
は
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ

論
理
学
へ
の
深
い
見
識
を
も
つ
学
匠
の
見
解
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
釈
印
滄
氏
と
の
共

著
で
あ
る
『
因
明
正
理
門
論
証
文
』（
以
下
、
呂
・
印
滄
1928）
の
序
文
に
お
い
て
、
両
氏

は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る(5)。

大
藏
中
現
存
義
淨
所
譯
正
理
門
論
一
卷
、
文
同
奘
譯
、
僅
篇
首
多
有
釋
論
緣
起
一
段

而
已
。
此
段
末
云
、
上
來
已
辨
論
主
標
宗
、
自
下
本
文
隨
次
當
釋
。
勘
此
殆
係
一
種

釋
論
、（
奘
釋
題
曰
論
本
可
知
別
有
釋
文
）
義
淨
試
譯
即
輟
、
後
人
取
足
奘
譯
以
為
一

本
、
錄
家
因
以
誤
傳
、
大
藏
則
又
相
沿
而
未
改
也
。

呂
氏
お
よ
び
釈
印
滄
氏
の
見
解
は
、
義
浄
訳
冒
頭
の
「
釈
論
縁
起
」
に
あ
ら
わ
れ
る

「
自
下
本
文
随
次
当
釈
」
と
い
う
表
現
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
両
氏
の
推
測

を
敷
衍
す
れ
ば
、
義
浄
は
正
理
門
論
注
の
翻
訳
を
試
み
に
始
め
た
が
、
そ
れ
も
冒
頭
部
分

の
み
で
未
完
の
ま
ま
中
断
し
、
後
代
の
人
が
玄
奘
訳
論
本
と
合
わ
せ
一
つ
の
訳
本
と
な
る

よ
う
編
集
し
、
そ
の
会
本
が
誤
伝
の
た
め
に
『
正
理
門
論
』
の
翻
訳
と
し
て
経
録
に
記
載

さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
呂
氏
ら
は
根
拠
の
一
つ
に
玄
奘
訳
の
末
尾
に

付
さ
れ
た
「
論
本
」
字
の
存
在
を
あ
げ
、「
論
本
」（
い
わ
ゆ
る
m
ūla
text）
は
「
釈
論
」

を
前
提
に
し
た
上
で
使
用
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。
こ
の
こ
と
は
義
浄

訳
が
成
立
す
る
以
前
の
玄
奘
訳
の
経
題
は
「
＊
因
明
正
理
門
論
」（
以
下
、
＊
は
想
定
本
文
）

で
あ
り
、
義
浄
訳
の
対
象
は
「
＊
因
明
正
理
門
論
釈
」
で
あ
っ
た
が
、
釈
論
の
翻
訳
が
開

始
さ
れ
た
段
階
か
、
後
代
の
会
本
版
の
成
立
、
あ
る
い
は
経
録
へ
の
記
載
に
し
た
が
っ
て

玄
奘
訳
に
「
本
」
字
が
付
加
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う(6)。

宇
井
氏
は
「
本
」
字
の
問
題
に
気
づ
い
て
い
た
が
、
義
浄
訳
の
「
釈
論
縁
起
」
の
部
分

の
位
置
づ
け
は
呂
氏
ら
と
か
な
り
異
な
っ
た
想
定
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
同
氏
は
「
義
浄

は
恐
ら
く
玄
奘
の
訳
本
を
取
つ
て
自
己
将
来
の
梵
本
に
照
合
し
て
三
百
三
十
六
字
を
加
へ

ま
た
頌
曰
論
曰
を
附
し
、
極
め
て
少
数
の
文
字
を
変
じ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
」

と
述
べ(7)、
義
浄
が
加
え
た
「
註
釈
的
附
加
文
」
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
「
註
釈
文
の
漏

入
」
と
み
な
す(8
)。

宇
井
氏
が
「
釈
論
縁
起
」
の
部
分
の
「
漏
入
」
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
想
定
し
た
の
か
定
か
で
な
い
が
、
義
浄
の
梵
本
に
み
ら
れ
た
欄
外
注
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
可
能
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

義
浄
訳
が
義
浄
自
身
の
釈
論
の
翻
訳
と
玄
奘
訳
の
会
本
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は

「
註
釈
文
の
漏
入
」
で
あ
っ
た
の
か
、
現
存
す
る
資
料
や
類
似
し
た
事
例
に
よ
る
傍
証
に

よ
っ
て
よ
り
信
頼
性
の
あ
る
推
定
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
筆
者
は
呂
氏
ら
の
指
摘

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。「
釈
論
縁
起
」
に
み
ら
れ
る
「
天
授
」（
de-

vadatta
の
義
訳
）
や
「
惡
叉
波
拕
」（
aks.apāda
の
音
訳
）
と
い
っ
た
表
現
は
梵
語
の
原
典

が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
容
易
に
想
像
さ
せ
る(9)。

で
は
、
後
代
の
編
集
時
に
義
浄
訳
の
底
本
と
さ
れ
た
玄
奘
訳
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
大
正
大
蔵
経
の
玄
奘
訳
校
勘
記
に
み
ら
れ
る
異
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文
（
三
九
項
目
）
は
校
本
の
伝
承
過
程
で
生
じ
う
る
過
誤
や
修
正
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
も

義
浄
訳
と
調
整
可
能
な
レ
ベ
ル
で
あ
っ
て
、
玄
奘
訳
本
文
の
伝
承
に
大
き
な
問
題
の
あ
る

こ
と
を
示
し
て
は
い
な
い
。
玄
奘
訳
と
義
浄
訳
の
相
違
は
、
編
集
の
存
在
を
予
想
さ
せ
る

「
論
曰
」
な
ど
の
語
が
新
た
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
除
け
ば
、
本
質
的
な
異
文
は
お
よ
そ

三
例
に
す
ぎ
な
い
（
玄
奘
訳
『
正
理
門
論
』
1a11
に
対
し
て
二
例
、
6a2
に
一
例
）。
一
方
、

日
本
に
伝
存
す
る
一
次
資
料
に
目
を
向
け
た
場
合
、
管
見
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
認
知
さ
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
別
の
本
文
あ
る
い
は
別
の
系
統
と
い
う
べ
き
も
の
の
存
在
が
確
認
さ

れ
る
。
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
調
査
し
た
校
本
は
、
大
阪
府
河
内
長
野
市
の
天
野
山
金
剛
寺

所
蔵
の
古
写
本
（
以
下
、
金
剛
寺
本(10)）、
京
都
市
上
京
区
の
円
通
山
興
聖
寺
の
古
写
本
（
以

下
、
興
聖
寺
本(11)）、
ま
た
東
京
都
文
京
区
の
東
洋
文
庫
所
蔵
に
な
る
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）

の
刊
記
を
も
つ
興
福
寺
由
来
の
古
刊
本
（
以
下
、
春
日
版
）
で
あ
る(12)。
な
お
、
筆
者
の
調

査
は
現
在
の
と
こ
ろ
日
本
伝
存
の
古
写
経
の
一
部
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
日
本
伝
存
の
資

料
全
体
に
つ
い
て
の
概
観
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い(13)。

以
下
の
リ
ス
ト
は
、
小
論
末
の
補
遺
「
玄
奘
訳
『
因
明
正
理
門
論
本
』
の
諸
本
校
異
一

覧
」
に
示
し
た
一
三
四
例
を
も
と
に
、
日
本
伝
存
の
資
料
三
本
に
み
ら
れ
る
「
結
合
的
異

文
」
と
「
分
離
的
異
文
」
に
焦
点
を
あ
て
、
校
異
の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る(14)。
以

下
で
用
い
る
略
号
は
、〔
剛
〕
＝
金
剛
寺
本
（
玄
奘
訳
）、〔
興
〕
＝
興
聖
寺
本
（
玄
奘
訳
）、

〔
春
〕
＝
春
日
版
、〔
大
〕
＝
大
正
大
蔵
経
所
収
の
玄
奘
訳
、〔
麗
〕
＝
高
麗
大
蔵
経
再
雕
本

（
玄
奘
訳
）、〔
宮
〕
＝
福
州
開
元
禅
寺
版
（
玄
奘
訳
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）、〔
三
〕
＝
大
正
大

蔵
経
所
収
の
玄
奘
訳
の
校
勘
記
に
記
載
さ
れ
た
宋
・
元
・
明
の
三
本
、〔
磧
〕
＝
宋
版
磧

砂
大
蔵
経
本
、〔
浄
〕
＝
大
正
大
蔵
経
所
収
の
義
浄
訳
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
刊
本
の
う
ち

筆
者
が
新
た
に
校
合
し
た
も
の
は
、
麗
・
宮
・
磧
の
三
本
で
あ
る
が
、
麗
本
の
本
文
系
統

の
分
析
に
必
要
な
趙
城
金
蔵
広
勝
寺
本
の
玄
奘
訳
は
欠
本
で
あ
る
。
大
正
蔵
の
玄
奘
訳
に

言
及
す
る
場
合
は
頁
・
段
・
行
数
の
順
で
記
す
（
例
え
ば
1a8）。

1

結
合
的
異
文

ａ

金
剛
寺
本
、
興
聖
寺
本
、
春
日
版
（
九
例
）：
1a8,1a9,1a15
(1),1a20,1c16

(1),1c16
(2),3a4,5c19,5c29-6a1

ｂ

金
剛
寺
本
、
興
聖
寺
本
（
一
二
例
）：
1b17,2b7,2b27,2c8-9,2c22-23,3c2-

3,3c20
(1),4b13
(1)
(春
の
異
文
に
一
致
),5b3
(麗
),5b17,5b24
(宮
・
三
),

6a2
(2)
(麗
)

ｃ

興
聖
寺
本
、
春
日
版
（
一
例
）：
4c4
(明
)

2

分
離
的
異
文

ａ

金
剛
寺
本
（
二
一
例
）：
1a6
(1),1a6
(2),1a14-15,1b17,1b21,1c10,2a11

(異
文
は
麗
に
一
致
),3a1,3a3,3a25,3a28,3b27,3c20
(2),4a19-20,4a20,

4a21,4a24-25,4a26,4c21,5a21,5b3
(2)

ｂ

興
聖
寺
本
（
三
五
例
）：
1a6
(2),1a18-19,1a19,1b8,1c2,1c19,1c25,2a15,

2a22
(1),2a22
(2),2b6-7,2c20,3b29,3c6,3c13
(3),3c16-17,3c20
(2),

3c29,4a19
(2),4a24,4a26-27,4b10,4b10-11,4b13
(2),4b16,4b23,

4c15,4c24,4c28,5a9,5b21,5b25,5b27,5c6,5c28

ｃ

春
日
版
（
一
三
例
）：
1a25
(異
文
),2c12,2c27
(異
文
、
麗
),3a24
(異
文
、
本

文
は
麗
に
一
致
),3b17,3b21,3b27
(2)
(異
文
),3c13
(1)
(異
文
),4a15,4a19

(1)
(異
文
),4b4
(異
文
),4b9,4c23

本
文
の
一
致
を
示
す
箇
所
（
結
合
的
異
文
）
の
う
ち
、
三
本
に
の
み
固
有
な
も
の
は
全

部
で
九
例
あ
り
、「
校
異
一
覧
」
の
わ
ず
か
七
％
ほ
ど
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
は
大
正
蔵

本
や
そ
の
校
勘
記
に
報
告
さ
れ
る
中
国
伝
存
の
刊
本
や
麗
本
再
雕
版
（
北
宋
系
）、
磧
砂

版
（
江
南
系
）、
福
州
開
元
禅
寺
版
（
江
南
系
）
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
上
記
リ
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ス
ト
に
含
め
て
は
い
な
い
が
、
日
本
伝
存
の
三
本
の
結
合
的
異
文
と
既
知
の
刊
本
と
の
異

同
の
分
布
を
み
る
と
、
前
者
は
あ
る
場
合
に
は
江
南
諸
蔵
の
刊
本
と
一
致
し
、
あ
る
場
合

に
は
麗
本
と
一
致
す
る
。

こ
の
状
況
を
写
本
系
統
学
的
な
観
点
か
ら
分
析
す
れ
ば
、
諸
本
の
相
互
関
係
に
つ
い
て

い
く
つ
か
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
日
本
伝
存
の
諸
本
が
い
ず
れ
か
の
系
統

の
刊
本
を
濫
本
と
し
た
可
能
性
や
、
北
宋
系
諸
蔵
と
江
南
系
諸
蔵
の
混
態
で
あ
る
可
能
性

を
想
定
し
う
る
が
、
こ
う
し
た
可
能
性
は
排
除
さ
れ
る
と
み
て
よ
い
。
麗
本
や
中
国
伝
存

の
刊
本
の
一
群
（
以
下
、
刊
本
系
）
が
結
合
的
異
文
を
示
す
箇
所
に
お
い
て
、
日
本
の
伝

本
（
以
下
、
写
本
系
）
が
別
の
異
文
を
示
し
、
し
か
も
そ
れ
が
玄
奘
門
下
の
引
用
な
ど
七

世
紀
ご
ろ
の
唐
代
の
典
拠
（
testim
onia）
と
一
致
す
る
事
例
が
複
数
確
認
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
逆
に
、
刊
本
系
本
文
の
結
合
的
異
文
は
七
世
紀
ご
ろ
の
唐
代
の
文
献
に
確
認
さ
れ

な
い
（
例
外
的
事
例
は
注
（
25
）
を
参
照
）。
こ
れ
は
、
写
本
系
本
文
が
刊
本
系
諸
本
の
成

立
す
る
以
前
の
形
態
を
つ
た
え
る
指
標
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
（
1a18-19,1b2,1c14-15,

2c2,3a4,3c22,4a11）、
刊
本
系
の
下
位
に
位
置
す
る
派
生
的
本
文
で
な
い
こ
と
を
推
定
す

る
根
拠
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
別
の
可
能
性
と
し
て
は
、
写
本
系
で
は
も

っ
と
も
古
い
興
聖
寺
本
の
書
写
さ
れ
た
平
安
朝
末
ま
で
に
日
本
で
独
自
に
成
立
し
た
校
訂

本
で
は
な
い
か
と
い
う
想
定
も
あ
り
え
よ
う
。『
正
理
門
論
』
に
は
敦
煌
資
料
な
ど
の
現

存
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず
客
観
的
な
裏
付
け
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
可
能
性
も

排
除
さ
れ
る
と
み
て
よ
い
。
次
節
で
紹
介
す
る
定
賓
疏
の
逸
文
か
ら
、
写
本
系
本
文
の
う

ち
少
な
く
と
も
二
例
に
つ
い
て
は
、
別
個
の
「
論
本
」
に
属
す
る
も
の
と
し
て
す
で
に
唐

代
に
お
い
て
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
写
本
系
三
本
に

は
刊
本
系
と
は
別
の
祖
本
（
archetype）
あ
る
い
は
低
位
祖
本
（
subarchetype）
の
存

在
す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

写
本
系
三
本
の
内
的
関
係
と
し
て
は
、
金
剛
寺
本
と
興
聖
寺
本
の
結
合
的
異
文
十
二
例

の
う
ち
九
例
は
固
有
の
一
致
で
あ
り
、
写
本
系
の
下
位
に
位
置
す
る
共
通
の
藍
本
の
存
在

が
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
藍
本
と
春
日
版
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
補
遺
「
諸
本
校

異
一
覧
」
に
収
録
し
た
三
本
の
分
離
的
異
文
は
筆
者
の
校
合
結
果
の
す
べ
て
で
は
な
い
が
、

総
数
六
九
例
は
全
体
の
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
を
占
め
る
。
春
日
版
の
異
文
に
は
金
剛
寺

本
と
興
聖
寺
本
に
共
通
の
異
文
が
転
記
さ
れ
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
（
4b13
[1]）。
こ
れ

ら
の
分
離
的
異
文
に
よ
っ
て
い
ず
れ
か
の
校
本
が
別
の
校
本
を
濫
本
と
す
る
可
能
性
も
排

除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
写
本
系
諸
本
の
結
合
的
異
文
と
分
離
的
異
文
は
、
今
後
期
待
さ

れ
る
写
本
調
査
と
対
校
作
業
に
お
い
て
各
本
と
の
親
縁
性
を
推
定
す
る
手
掛
か
り
に
な
る

だ
ろ
う
。

以
下
の
考
察
で
は
、
写
本
系
三
本
の
結
合
的
異
文
の
う
ち
、
刊
本
系
と
の
本
質
的
な
相

違
を
し
め
す
事
例
を
あ
げ
、
そ
の
精
査
に
よ
っ
て
写
本
系
伝
承
の
歴
史
的
な
意
義
を
論
じ

た
い
。一

第
一
の
事
例

玄
奘
訳
の
「
創
訳
」
説
と
改
定
版

(一
）
二
系
統
の
比
較

ま
ず
最
初
に
言
及
す
べ
き
事
例
は
、『
正
理
門
論
』
の
第
一
偈
（
1a8-9;[浄
]
6a17-18）

の
異
文
で
あ
る
。
特
に
第
二
句
と
第
三
句
に
相
違
が
み
ら
れ
、
諸
本
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。宗

等
多
言
說
能
立

是
中
唯
隨
自
意
樂

爲
所
成
立
說
名
宗

非
彼
相
違
義
能
遣

[麗
、
宮
、
三
、
磧
、
浄
]
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宗
等
多
言
說
能
立

是
中
唯
取
隨
自
意

樂
爲
所
立
説
名
宗

非
彼
相
違
義
能
遣

[剛
、
興
、
春
]

両
訳
が
相
違
す
る
箇
所
に
示
し
た
下
線
部
分
に
つ
い
て
、
刊
本
系
本
文
は
一
致
し
て

「
唯
」「
所
成
立
」
に
作
る
の
に
対
し
、
写
本
系
は
「
唯
取
」「
所
立
」
に
作
る
。
漢
訳
や

梵
文
断
片
か
ら
再
建
（
還
元
）
さ
れ
る
梵
文
（
＊
paks.ādivacanāny
āha
sādhanam.
tatra
tu

svayam
/
sādhyatvenepsitah.paks.o
viruddhārthānirākr.tah.//）
か
ら
い
え
ば(15)、
両
訳
の

相
違
は
梵
文
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
漢
訳
に
意
味
上
の
大
き
な
差
異
も
み
と
め
ら

れ
な
い
。

(二
）
定
賓
疏
の
記
述

｢理
門
論
疏
六
巻
」
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
定
賓
（
八
世
紀
前
半
頃(16)）
が
漢
訳
の
相
違

に
つ
い
て
興
味
深
い
証
言
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
定
賓
疏
の
佚
文
は
奈
良
・
平
安
初
期
の

善
珠
（
七
二
三
〜
七
九
七
）
の
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』（
大
正
蔵
二
二
七
〇
番
、
以
下
『
明
灯

抄
』）
巻
二
本
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

然
『
理
門
論
』
頌
文
二
本
。
有
論
本
云
「
是
中
唯
隨
自
意
樂

爲
所
成
立
説
名
宗
」、

有
論
本
云
「
是
中
唯
取
隨
自
意

樂
爲
所
立
説
名
宗
」。
賓
師
云
。
有
論
本
云
「
是

中
唯
隨
自
意
」
等
者
、
此
是
創
譯
。
乍
不
審
之
錯
破
其
句
。
三
藏
重
詳
改
正
、
云

「
是
中
唯
取
」
等
。
是
正
義
也
。（
T
68,251c2-7）

定
賓
は
こ
こ
で
第
一
の
本
文
の
場
合
に
「
錯
破
其
句
」
の
問
題
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
そ
の
問
題
は
「
破
句
」
に
関
わ
る
と
想
定
さ
れ
る
が(17)、
具
体
的
な
内
容
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
刊
本
系
で
い
う
第
二
句
末
の
「
楽
」
字
の
位
置
に
関
係
し

て
お
り
、「
楽
為
所
成
立
」
を
一
句
と
し
て
読
む
べ
き
と
こ
ろ
に
第
二
句
末
で
形
式
上
の

句
切
れ
の
起
こ
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。「
破
句
」
を
犯
し
て

い
る
の
は
刊
本
系
の
本
文
で
あ
り
、
そ
れ
は
義
浄
訳
の
本
文
に
も
一
致
す
る
。

一
方
、「
正
し
い
意
味
」（
正
義
）
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
第
二
の
本
文
は
、
写
本
系
の
本

文
に
一
致
す
る
。
第
一
の
本
文
と
の
比
較
で
言
え
ば
、
偈
文
の
第
三
句
に
お
い
て
「
楽
為

所
立
」（
＊
sādhyatvenes.t.ah.）
が
四
言
句
と
し
て
機
能
す
る
。
実
際
に
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の

自
注
（
vr.tti）
の
散
文
部
分
（
長
行
）
に
お
い
て
「
楽
為
所
立
」（
1a16）
の
四
字
が
引
用

さ
れ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
が
「
楽
為
所
立
」
に
定
義
文
の
一
句
と
し
て

の
役
割
を
与
え
、「
不
楽
為
能
成
立
性
」（
1a16-17）
と
い
う
働
き
を
意
図
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。『
理
門
論
述
記
』（
大
正
蔵
一
八
三
九
番
）
を
著
し
た
玄
奘
門
下
の
神
泰

に
よ
れ
ば
、「
楽
為
」
の
二
字
は
疑
似
的
証
因
・
喩
例
を
排
除
し
（
簡
似
因
喩
）、「
所
立
」

の
二
字
は
論
証
手
段
（
能
立
）
で
あ
る
証
因
・
喩
例
を
除
外
す
る
役
割
を
に
な
う
（
簡
真

因
喩(18)）。
自
注
部
分
の
「
楽
為
所
立
」（
1a16）
に
諸
本
の
異
同
は
な
い
が
、「
唯
」
も
し
く

は
「
唯
取
」
の
文
言
の
方
は
、
諸
本
の
二
つ
の
系
統
で
再
び
分
裂
す
る
。
刊
本
系
で
は

「
所
言
唯
」（
1a15）、
写
本
系
で
は
「
言
唯
取
」
で
あ
り
、
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
各
系
統

の
前
提
と
す
る
偈
文
と
の
矛
盾
は
な
い
。
義
浄
訳
（
6b14）
は
刊
本
系
本
文
を
示
す
。
定

賓
の
創
訳
説
に
し
た
が
え
ば
、「
楽
為
所
立
」
へ
の
修
正
に
応
じ
て
「
唯
」
は
「
唯
取
」

へ
と
変
更
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

定
賓
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
変
更
に
よ
っ
て
成
立
し
た
第
二
の
本
文
は
、
玄
奘
が
か
つ

て
の
錯
誤
を
慎
重
に
考
慮
し
て
く
わ
え
た
「
改
正
」
の
結
果
で
あ
る
と
い
わ
れ
る(19)。
た
し

か
に
、「
破
句
」
を
回
避
し
つ
つ
定
義
上
の
役
割
と
い
う
観
点
か
ら
「
楽
」
字
が
「
為
所

立
」
と
同
一
の
字
句
の
中
に
あ
る
方
が
望
ま
し
い
の
で
あ
れ
ば(20)、
文
言
の
上
で
も
偈
文
と

自
注
の
整
合
性
は
保
た
れ
る
こ
と
に
な
る(21)。
一
方
、
刊
本
系
の
本
文
を
み
る
と
、「
楽
」

字
の
位
置
は
第
三
句
の
「
為
所
立
」
よ
り
も
第
二
句
の
「
随
自
意
」
に
近
接
す
る
こ
と
か
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ら
、「
随
自
意
楽
」
と
い
う
四
言
句
の
形
成
を
示
唆
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
窺

基
（
大
乗
基
、
六
三
二
〜
六
八
二
）
は
「
楽
」
字
の
役
割
に
つ
い
て
『
正
理
門
論
』
に
し
た

が
っ
た
解
釈
の
説
明
に
つ
づ
き
別
の
解
釈
を
提
示
し
、「
楽
」
字
を
前
後
そ
れ
ぞ
れ
の
字

句
と
連
関
さ
せ
る
二
種
の
解
釈
の
可
能
性
（
楽
者
貫
通
上
下
）
を
紹
介
す
る(22)。
デ
ィ
グ
ナ

ー
ガ
自
身
も
、
後
期
の
著
作
『
集
量
論
』
第
三
章
「
他
者
の
た
め
の
推
理
」（
parārthā-

num
āna
為
他
比
量
）
の
第
二
偈
に
お
い
て
主
張
の
定
義
を
改
訂
し
、
個
々
の
文
言
の
内
的

連
関
に
も
変
更
を
く
わ
え
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
svayam
is.t.ah.（
立
論
者
自
ら
が
意
図
し

た
も
の
、
＊
随
自
意
楽
）
は
一
句
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
主
張
内
容
に
対
し
て
「
論
書
（
の

定
説
）
に
依
拠
し
な
い
暫
定
的
な
承
認
事
項
の
提
示
」（
āstrānapeks.am
abhyupaga-

m
am.
dar
ayati）
と
い
う
条
件
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
り(23)、
窺
基
の
第
二
解
釈
に
近
似
す

る
も
の
と
も
理
解
さ
れ
る
。
窺
基
が
も
し
『
集
量
論
』
の
理
論
的
変
更
を
意
識
し
て
い
た

と
す
れ
ば
、
そ
の
第
二
解
釈
に
よ
っ
て
後
期
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
意
図
と
『
正
理
門
論
』
と

の
会
通
を
は
か
る
意
図
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

善
珠
と
定
賓
の
記
述
か
ら
導
か
れ
る
知
見
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
二
点
に
な
ろ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
定
賓
が
玄
奘
訳
に
二
種
の
本
文
の
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
定
賓
が
現
在
知
ら
れ
る
よ
う
な
玄
奘
訳
と
義
浄
訳
の
二
種

の
漢
訳
の
独
立
性
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。
第
二
に
、
二
種
の
本
文
の
う
ち
最
初
の
破
句
の
も
の
を
「
創
訳(24)」（
最

初
の
訳
）
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
創
訳
」
が
「
初
版
」
に
相
当
す
る
と
み
る

と
、
破
句
の
問
題
を
解
決
し
た
第
二
の
本
文
は
「
改
定
版
」
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

刊
本
系
の
玄
奘
訳
お
よ
び
義
浄
訳
に
は
、
定
賓
の
指
摘
す
る
改
定
版
の
本
文
は
み
ら
れ
な

い
も
の
の
、
玄
奘
門
下
の
窺
基
な
ど
は
改
定
版
の
本
文
を
引
用
す
る
の
で(25)、
定
賓
の
使
用

例
が
異
例
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

本
文
批
判
に
対
す
る
定
賓
の
精
微
な
意
識
を
つ
た
え
る
別
の
事
例
が
平
安
朝
末
の
興
福

寺
僧
蔵
俊
（
一
一
〇
四
〜
一
一
八
〇
）
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る(26
)。『

正
理
門
論
』
の
後

半
部
を
形
成
す
る
「
擬
似
的
な
論
破
」（
jāti過
類
）
の
解
説
に
お
い
て
、
定
賓
は
ふ
た
た

び
二
種
の
「
論
本
」
に
言
及
す
る
。
問
題
と
な
る
本
文
は
、「
如
是
過
類
足
目
所
説
、
多

分
説
爲
似
能
破
性
」（
5c19）
と
「
如
是
過
類
似
能
破
性
、
多
分
依
彼
足
目
所
説
」
と
で

あ
る
。
前
者
は
刊
本
系
（
麗
、
宮
、
三
、
磧
、
浄
）、
後
者
は
写
本
系
（
剛
、
興
、
春
）
の
本

文
と
な
る
。
後
者
の
存
在
は
高
麗
蔵
や
江
南
諸
蔵
の
諸
本
に
は
知
ら
れ
な
い(27)。
写
本
系
本

文
は
、
玄
奘
門
下
の
普
光
に
帰
せ
ら
れ
る
『
対
面
三
蔵
記
』
の
佚
文
に
引
用
さ
れ
、
同
じ

く
玄
奘
門
下
の
浄
眼
の
『
入
正
理
論
後
疏
』
に
お
い
て
前
提
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で(28)、
玄
奘
門
下
で
通
用
し
て
い
た
本
文
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
定
賓
は
、
両
本
の
解

釈
上
の
差
異
に
つ
い
て
も
論
ず
る
が
、
両
本
の
文
言
は
多
少
異
な
っ
て
も
意
味
の
上
で
は

同
じ
で
あ
る
（
此
両
本
中
文
詞
雖
異
、
義
実
会
同
）
と
述
べ
る
。

本
節
で
紹
介
し
た
二
件
の
事
例
に
お
い
て
定
賓
の
問
題
と
し
て
い
た
の
は
、
写
本
上
の

写
誤
と
い
っ
た
写
経
生
に
由
来
す
る
偶
発
的
な
現
象
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
二
種
の
「
論

本
」
に
認
め
ら
れ
る
系
統
的
な
差
異
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
二
種
の

本
文
が
そ
れ
ぞ
れ
刊
本
系
と
写
本
系
に
同
じ
よ
う
に
分
裂
し
て
い
た
の
が
偶
然
の
一
致
で

あ
っ
た
と
は
想
像
し
が
た
い
。
写
本
系
本
文
を
引
用
す
る
文
献
の
種
類
か
ら
敷
衍
す
れ
ば
、

定
賓
の
い
う
「
改
正
」
版
の
系
統
の
方
が
玄
奘
門
下
で
通
用
し
て
い
た
論
本
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

二

第
二
の
事
例

｢不
」
字
の
有
無

第
二
の
事
例
で
は
写
本
系
と
刊
本
系
の
系
統
の
あ
い
だ
で
一
文
字
の
違
い
し
か
な
い
も
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の
の
、『
正
理
門
論
』
の
本
文
理
解
に
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
が
絡
ん
で
お
り
、
写

本
系
本
文
の
性
質
を
検
証
す
る
上
で
意
義
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
問
題
と
な
る
本
文
は
、

正
し
い
証
因
の
満
た
す
べ
き
三
条
件
の
う
ち
の
第
一
相
「
主
張
主
題
の
属
性

（
paks.adharm
a
宗
法
）
で
あ
る
こ
と
」
の
説
明
に
続
く
と
こ
ろ
で
あ
る(29
)。

そ
こ
で
は
、
い

わ
ゆ
る
主
題
所
属
性
を
み
た
さ
な
い
も
の
は
証
因
と
し
て
は
不
成
立
で
あ
る
と
い
う
意
味

に
お
い
て
疑
似
的
証
因
（
hetvābhāsa
似
因
）
と
さ
れ
、
四
種
の
不
成
立
因
（
asiddha
不

成
）
が
説
明
さ
れ
る(30
)。

以
下
で
は
特
に
「
立
論
及
敵
論
者
決
定
同
許
」（
1b11）
の
条
件(31
)、

す
な
わ
ち
、
証
因
の
第
一
相
「
主
題
所
属
性
」
は
立
論
者
と
対
論
者
の
双
方
が
決
定
し
て

承
認
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
違
反
す
る
場
合
と
し
て
不

成
立
因
の
第
一
「
論
者
双
方
に
と
っ
て
の
不
成
立
」（
ubhayāsiddha
両
俱
不
成
）
が
と
り

あ
げ
ら
れ
る
。

(一
）
二
系
統
の
比
較

ま
ず
は
、
日
本
に
伝
承
さ
れ
た
本
文
と
大
正
蔵
の
本
文
（
1b17-18;[浄
]
6c15-16）
を

比
較
し
て
、
そ
の
違
い
を
確
認
し
た
い
。

由
是
若
有
彼
此
不
同
許
、
定
非
宗
法
。
如
有
成
立
聲
是
無
常
、
眼
所
見
故
。〔
麗
、

宮
、
三
、
磧
、
浄(32)〕

由
是
若
有
彼
此
同
許
定
非
宗
法
、
如
有
成
立
聲
是
無
常
、
眼
所
見
故
。〔
剛
()？
、
興
、

春
、「
同
」
字
剛
本
作
「
因
」〕

二
本
の
相
違
は
、
表
面
上
は
「
不
」
字
の
有
無
で
あ
る
が
、
内
容
上
は
文
構
造
の
理
解

に
も
か
か
わ
る
差
異
で
あ
る
。
文
構
造
の
面
か
ら
い
え
ば
、
刊
本
系
は
「
若
有
彼
此
不
同

許
」
と
い
う
条
件
節
（
お
そ
ら
く
「
＊
定
宗
法
」
の
よ
う
な
内
容
を
補
う
）
と
「
定
非
宗
法
」

と
い
う
帰
結
節
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
金
剛
寺
本
の
「
同
」
字
を
「
因
」
字
の
誤
写

と
み
な
せ
ば
、
写
本
系
は
同
本
で
あ
り
、「
若
有
彼
此
同
許
定
非
宗
法
」
を
一
つ
の
条
件

節
と
し
て
読
む
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
場
合
は
何
ら
か
の
帰
結
節
が
省
略
さ
れ
て
い
る

と
み
な
さ
れ
る
。
次
節
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
神
泰
疏
は
帰
結
節
と
し
て
「
其
因
即
不

成
」
を
補
っ
て
い
る
。
一
方
、
刊
本
系
本
文
に
は
こ
の
よ
う
な
帰
結
節
不
在
の
問
題
は
な

い
。『集

量
論
』
に
並
行
箇
所
が
あ
り
、
そ
の
記
述
は
概
ね
『
正
理
門
論
』
を
基
礎
に
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両
者
は
文
言
レ
ベ
ル
で
完
全
に
一
致
す
る
並
行
文
で
は
な
い
が
、

一
見
す
る
と
『
集
量
論
』
の
表
現
は
刊
本
系
本
文
に
近
似
し
て
い
る
。『
集
量
論
』
に
お

い
て
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
は
、「
こ
こ
（
他
者
の
た
め
の
推
理
）
で
は
、
意
味
上
﹇
論
者
の
﹈
双

方
に
と
っ
て
反
対
（
主
題
所
属
性
の
不
決
定
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
証
因
で
あ
る
と
は
認
め

ら
れ
な
い
」（
PSV
[K
]:’dirshugskyisgnyiga
la
zlog
pa
nigtan
tshigsnyid
du
m
i’dod

de）
と
述
べ
る(33)。『
集
量
論
』
の
文
構
造
は
条
件
の
処
格
を
と
も
な
っ
た
単
文
で
あ
り
、

『
正
理
門
論
』
と
比
較
す
る
と
、
刊
本
系
本
文
の
帰
結
節
「
定
非
宗
法
」
と
『
集
量
論
』

の
gtan
tshigsnyid
du
m
i’dod
(＊
heturnes.yate;PST.
B
119b1:nes.yate
hetuh.)と
が

対
応
す
る
と
み
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
対
応
に
は
疑
問
の
余
地
も
あ
る
。『
正
理
門
論
』
に
お
け
る
証

因
の
説
明
の
は
じ
め
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
証
因
の
第
一
相
に
関
し
て
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ

は
「
正
し
い
証
因
、
も
し
く
は
疑
似
的
証
因
は
、
概
し
て
、
主
張
主
題
の
属
性
で
あ
る
」

（
1b4:因
與
似
因
多
是
宗
法
）
と
表
現
し
て
お
り(34
)、

そ
れ
は
間
接
的
に
は
「
主
張
主
題
の
属

性
で
な
い
も
の
は
証
因
と
し
て
成
立
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
場

合
、「
証
因
」
と
「
主
題
所
属
性
」
と
い
う
二
つ
の
概
念
は
無
条
件
に
同
義
で
は
な
く
、

「
立
敵
共
許
」
の
条
件
を
媒
介
し
て
は
じ
め
て
論
理
的
に
等
価
と
な
る
と
い
う
の
が
第
一
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の
不
成
立
因
の
説
明
に
お
け
る
趣
旨
で
あ
る
。
刊
本
系
の
帰
結
節
「
定
非
宗
法
」
が
『
集

量
論
』
の
＊
hetur
nes.yate
に
対
す
る
忠
実
な
翻
訳
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。

し
か
も
刊
本
系
本
文
の
漢
訳
を
そ
の
ま
ま
理
解
し
た
と
き
の
「
主
題
所
属
性
を
両
者
が
認

め
な
け
れ
ば
、
決
し
て
主
題
所
属
性
で
は
な
い
」
と
い
う
意
味
内
容
に
は
同
語
反
復
の
恐

れ
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
論
理
上
の
問
題
点
は
写
本
系
本
文
に
は
み
ら
れ
ず
、
後
者
に
デ

ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
趣
旨
か
ら
の
逸
脱
は
み
ら
れ
な
い
。

(二
）
神
泰
の
引
用
す
る
本
文

｢両
俱
不
成
」
を
扱
う
該
当
箇
所
は
、
唐
代
の
正
理
門
論
疏
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
前
提
と
す
る
本
文
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
泰
は
『
理
門
論
述
記
』
の
な
か
で

以
下
の
よ
う
に
注
釈
す
る
（
太
字
は
『
正
理
門
論
』
の
本
文
に
一
致
す
る
箇
所
、
傍
線
は
筆
者

に
よ
る
強
調
）。

論①
「
由
是
」
至
「
見
故
」
者
、
由
是
若
彼
此
立
敵
俱
不
許
有
此
因
義
、
其
因
卽
不
成
。

欲
反
顯
要
須
共
許
有
此
因
義
、
其
因
卽
成
也
。
由
有
此
意
故
、
遂
明
四
不
成
過
。
此

卽
兩
俱
不
成
。
謂
如
立
「
聲
是
無
常
、
眼②
所
見
故
」。
此
眼②

所
見
、
彼
此
俱
不
許
聲

宗
上
法
。
故
言
「
彼
此
同
許
非
宗
法
」
也
。
餘
文
可
解③
(35
)。

(T
44,81a20-25）

末
尾
の
下
線
部
「
故
言
『
彼
此
同
許
非
宗
法
』
也
」
に
お
け
る
「
故
言
」
と
い
う
表
現

を
重
視
す
れ
ば
、
神
泰
は
「﹇
若
有
﹈
彼
此
同
許
﹇
定
﹈
非
宗
法
」
の
方
の
本
文
を
前
提

と
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
写
本
系
に
一
致
し
て
お
り
、
写
本
系
本
文
の
玄
奘

門
下
に
お
け
る
正
統
性
を
示
す
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、「
若
」
節
の
帰

結
節
に
は
「
其
因
即
不
成
」
が
補
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
神
泰
疏
に
は
、
刊
本
系
本
文
の

「
若
有
彼
此
不
同
許
、
定
非
宗
法
」
に
類
似
す
る
「
若
彼
此
立
敵
俱
不
許
有
此
因
義
」
と

い
う
表
現
と
、「
彼
此
俱
不
許
聲
宗
上
法
」
も
現
れ
る
。
い
ず
れ
に
も
共
通
す
る
「
俱
不

許
」
と
い
う
表
現
は
、
一
見
、
刊
本
系
の
「
不
同
許
」
を
前
提
と
す
る
か
の
よ
う
に
も
み

え
る
が
、
神
泰
が
趣
旨
説
明
を
し
て
い
る
と
も
み
な
し
う
る
。

三

第
三
の
事
例

六
字
の
相
違

第
三
の
事
例
で
は
、
写
本
系
と
刊
本
系
本
文
の
顕
著
な
相
違
を
考
察
す
る
。
文
脈
は
、

「
正
し
い
証
因
の
三
条
件
」
を
説
明
し
た
後
で
、
第
一
相
「
主
題
所
属
性
」
を
満
た
さ
な

い
証
因
が
実
際
に
論
証
式
に
用
い
ら
れ
る
事
例
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
反
論
を
予

想
し
て
、
そ
の
是
非
を
論
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
、
証
因
に
「
不
都
合
の
帰
結
」

（
prasan.ga）
と
い
う
帰
謬
法
の
表
現
を
含
む
論
証
式
が
問
題
と
さ
れ
る
。
背
景
に
は
、

音
声
の
恒
常
性
を
立
論
す
る
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
（
M
īm
ām.sā
声
論
派
）
と
、
音
声
の

無
常
を
論
証
す
る
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
（
V
aies.ika
勝
論
派
）
の
著
名
な
論
争
が
あ

り
、
こ
こ
で
帰
謬
法
に
よ
っ
て
反
駁
を
お
こ
な
う
の
は
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
で
あ
る
。

デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
に
と
っ
て
は
、
帰
謬
法
の
表
現
を
理
由
部
分
に
も
ち
い
る
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー

シ
カ
学
派
の
論
証
式
は
有
効
な
も
の
で
は
な
く
、「
反
駁
、
指
斥
」（
＊
parihāra）
の
一
種

と
み
な
さ
れ
る
。

(一
）
二
系
統
の
比
較

以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
、
以
下
に
二
本
（
1c14-16,[浄
]
7a12-14）
を
比
較
す
る
。

此
說
彼
過
由
宗①
因
門
、
以
有
所
立
說
應
言
故
。
以
先
立
常
無②
形
礙
故
、
後
但
立
宗
斥

彼
因
過
。〔
麗
、
宮
、
三
、
磧
、
浄(36
)〕

（ 52 ）



此
說
彼
過
由
因①

宗
門
、
以
有
所
立
說
應
言
故
。
以
先
立
常
無②

質
礙
故
、
後
約
因
宗
以

斥
彼
過
。〔
剛
、
興
、
春
〕

本
文
批
判
上
の
争
点
と
な
る
の
は
下
線
部
で
、
刊
本
系
の
「
後
但
立
宗
斥
彼
因
過
」
と

写
本
系
の
「
後
約
因
宗
以
斥
彼
過
」
と
の
二
種
の
本
文
が
対
立
し
て
い
る
。
刊
本
系
の

「
後
但
立
宗
斥
彼
因
過
」
な
ら
ば
、
内
容
は
「
後
主
張
は
た
だ
主
張
の
み
を
立
て
て
、
前

主
張
の
証
因
に
過
失
が
あ
る
と
反
駁
し
て
い
る
」
と
理
解
さ
れ
る(37
)。

写
本
系
の
「
後
約
因

宗
以
斥
彼
過
」
な
ら
ば
、「
後
主
張
は
証
因
と
主
張
と
に
関
し
て
前
主
張
に
過
失
が
あ
る

と
反
駁
し
て
い
る
（
に
す
ぎ
な
い
）」
と
い
う
理
解
に
な
り
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
が
対
論
者

（
後
主
張
）
の
論
証
式
を
第
一
の
「
因
門
」
と
第
二
の
「
宗
門
」
に
よ
る
帰
謬
法
を
含
む

反
駁
に
す
ぎ
な
い
と
総
括
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

二
種
の
本
文
の
妥
当
性
の
判
断
に
は
本
文
解
釈
が
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る(38)。
第
一
の

「
因
門
」
と
は
、
立
論
者
（
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
）
の
「
音
声
は
形
態
を
も
た
な
い
か
ら
」

（
1c16:無
形
礙
故
）
と
い
う
証
因
に
関
し
て
、
対
論
者
（
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
）
が
「
形

態
を
も
た
な
い
運
動
な
ど
も
恒
常
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
不
都
合
が
生
じ
る
か
ら
﹇
音

声
は
恒
常
で
は
な
い
﹈」（
1c13:業
等
應
常
故
）
と
反
論
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
「
宗

門
」
と
は
、
立
論
者
の
「
音
声
は
恒
常
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
に
関
し
て
、
対
論
者
が

「
音
声
が
恒
常
で
あ
れ
ば
恒
常
的
に
知
覚
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
不
都
合

が
生
じ
る
か
ら
﹇
音
声
は
恒
常
で
は
な
い
﹈」（
1c13-14:常
応
可
得
故
）
と
反
論
す
る
も
の

で
あ
る
。
対
論
者
は
、
立
論
者
の
証
因
と
主
張
か
ら
導
か
れ
る
二
種
の
帰
謬
に
よ
っ
て
そ

の
論
証
の
誤
謬
を
間
接
的
に
論
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
説
明
は
刊
本
系
本

文
で
は
な
く
、
写
本
系
の
「
後
約
因
宗
以
斥
彼
過
」
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

上
記
の
議
論
に
は
『
集
量
論
』
に
対
応
箇
所
が
あ
る
。
刊
本
系
の
「
以
先
立
常
無
形
礙

故
、
後
但
立
宗
斥
彼
因
過
」
は
、
一
見
す
る
と
、『
集
量
論
』
の
「
前
者
で
は
﹇
立
論
者

の
﹈
形
態
を
も
た
な
い
か
ら
恒
常
で
あ
る
と
い
う
﹇
論
証
式
を
﹈
暫
定
的
に
認
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
反
駁
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
（
後
者
）
で
は
主
張
の
み
を
通
じ
て
で
あ

る
」（
PSV
[K
]:sngar
nilus
can
m
a
yin
pa’iphyir
rtag
pa
nyid
khas
blangs
nas
lan

brjod
pa
yin
la
|’dirnidam
bca’ba
tsam
gyisyin
no
||）
に
対
応
す
る(39
)。「

後
但
立
宗
斥
彼

因
過
」
部
分
と
の
対
応
関
係
で
い
え
ば
、「
後
」
が
「
こ
ち
ら
で
は
」（
’dir）
に
、「
但
立

宗
」
が
「
主
張
の
み
を
通
じ
て
」（
bca’ba
tsam
gyis）
に
、「
斥
」
が
前
半
部
分
の
「
反

駁
」（
lan）
に
対
応
す
る
。
写
本
系
本
文
に
は
「
主
張
の
み
を
通
じ
て
」（
bca’ba
tsam

gyis）
に
あ
た
る
表
現
が
み
ら
れ
な
い
。
刊
本
系
の
方
が
『
集
量
論
』
を
反
映
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
印
象
が
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、『
集
量
論
』
の
表
現
を
仔
細
に
比

較
す
る
と
『
集
量
論
』
に
も
と
づ
く
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
説
の
理
解
か
ら
や
や
乖
離
す
る
恐
れ

も
あ
り
、「
立
宗
」
と
「
斥
彼
因
」（
因
門
）
と
の
組
合
わ
せ
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
紙

幅
の
都
合
で
解
釈
の
詳
細
に
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、『
集
量
論
』
の
’dir
(こ
ち
ら
で
は
、

後
者
で
は
）
は
対
論
者
の
反
駁
で
つ
か
わ
れ
る
第
二
の
理
由
を
さ
し
て
お
り
、
こ
れ
は

「
主
張
」
の
過
失
を
指
摘
す
る
「
宗
門
」
で
あ
っ
て
「
因
門
」
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち

『
集
量
論
』
の
解
釈
は
刊
本
系
本
文
に
基
づ
く
説
明
と
は
異
な
っ
て
い
る
。『
正
理
門
論
』

の
原
文
が
『
集
量
論
』
と
同
一
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
原
文
に
忠
実
な
漢
訳
で
あ
る
と
は

い
え
な
い
だ
ろ
う
。

(二
）
写
本
系
本
文
の
正
統
性

玄
奘
門
下
に
よ
る
正
理
門
論
注
は
ほ
と
ん
ど
が
散
佚
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
未
完
な

が
ら
も
残
存
す
る
『
理
門
論
述
記
』
に
お
け
る
神
泰
の
引
用
は
写
本
系
本
文
を
支
持
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
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論①

此
說
至
彼
彼②

因
過
者
、
述
曰
、
此
論
主
通
難
。
此
是
勝
論
、
說
彼
聲
論
過
、
由
約

因
爲
門
及
宗
爲
門
、
以
立
論
者
先
有
所
立
、
復
敵
論
者
、
說
應
言
難
也
。
業③
等
應
常
、

說
應
言
故
。
故
知④
是
說
彼
過
言
也
。
以
先
聲
論
師
對
勝
論
立
「
聲
是
常
宗
。
無
形
質

故
因
。
猶
如
虚
空
同
喩
」。
後
時
勝
論
約
因
宗
門
以
斥
彼
過
。
若
汝
言
「
無
形
質
爲
因

故
」、
徳
句
中
聲
是
常
者
、
第
三
業
句
等
無⑤
形
質
亦
應
是
常
也
。
又
汝
先
立
宗
、
云

「
聲
是
其
常
」、
今
又
約
彼
宗
門
以
斥⑥
彼
過
、
云
「
聲
若
是
常
者
、
常
應
爲
耳
識
得
」。

今
既
共
不
常
聲
不
常
爲
耳
識
得
故
。
故
知
聲
非
是
常(40)。（
T
44,83a28-83b9）

神
泰
の
注
釈
の
中
に
刊
本
系
の
「
後
但
立
宗
斥
彼
因
過
」
の
軌
跡
を
追
う
こ
と
は
む
ず

か
し
い
。
太
字
部
分
の
「
後
」「
約
因
宗
」「
以
斥
彼
過
」
に
よ
っ
て
神
泰
の
前
提
と
す
る

『
正
理
門
論
』
の
本
文
を
再
構
成
す
れ
ば
、
写
本
系
の
「
後
約
因
宗
以
斥
彼
過
」
で
あ
っ

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
神
泰
の
理
解
に
よ
れ
ば
、「
以
先
立
常
無
質
礙
故
」（
写
本
系
）

の
「
前
」
は
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
を
さ
し
、
続
く
「
後
」
が
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派

を
さ
す
の
で
、『
集
量
論
』
で
の
sngar
(＊
pūrvasm
in)、
’dir
(＊
atra)
に
期
待
さ
れ
る

解
釈
と
は
異
な
っ
て
い
る
。『
集
量
論
』
の
解
釈
は
神
泰
に
未
知
で
あ
っ
た
か
、『
正
理
門

論
』
が
『
集
量
論
』
と
は
別
の
原
文
で
あ
っ
た
可
能
性
も
疑
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
別

の
可
能
性
と
し
て
、『
正
理
門
論
』
と
『
集
量
論
』
の
原
文
が
同
一
で
あ
っ
た
と
推
定
し

て
、
定
賓
が
「
創
訳
」
か
ら
「
正
義
」
へ
の
改
正
に
つ
い
て
述
べ
た
第
一
の
事
例
の
よ
う

に
、
一
見
『
集
量
論
』
の
表
現
に
近
似
す
る
刊
本
系
本
文
が
は
じ
め
に
成
立
し
、
そ
の
後
、

訳
者
に
よ
る
内
容
の
吟
味
を
経
由
し
て
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
理
解
と
矛
盾
し
な
い
写
本
系

本
文
に
変
更
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
定
も
成
立
す
る
だ
ろ
う(41)。

四

第
四
の
事
例

｢遮
遣
」
か
「
不
遮
」
か

本
節
で
考
察
す
る
事
例
は
、
正
理
門
論
の
第
十
四
偈
（
3a27-28;[浄
]
8b22-23）
の
文

言
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
議
論
は
、
喩
例
支
に
お
け
る
主
張
主
題
と
の
相
違
性
に
も
と
づ

く
喩
例
（
vaidharm
yadr.s.t.ānta
異
法
喩
）
の
定
式
化
を
あ
つ
か
う
文
脈
で
あ
る
。
デ
ィ
グ

ナ
ー
ガ
は
、
定
式
化
に
際
し
て
は
論
証
さ
れ
る
べ
き
属
性
（
所
立
）
と
証
因
と
が
「
不
可

離
の
関
係
に
あ
る
こ
と
」（「
不
相
離
性
」
3a9,3a21）
を
示
さ
な
け
れ
ば
正
し
い
論
証
支
と

し
て
の
有
効
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
説
明
す
る
。
当
該
の
第
十
四
偈
は
漢
文
資
料
に
引
用

が
み
ら
れ
な
い
の
で
、
玄
奘
門
下
の
前
提
と
し
た
本
文
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が(42)、

『
集
量
論
』
第
四
章
「
喩
例
及
び
擬
似
的
喩
例
」
の
偈
頌
と
同
文
で
あ
る
と
み
ら
れ
、
両

者
の
比
較
に
よ
っ
て
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(一
）
二
系
統
の
比
較

若
因
唯
所
立

或
差
別
相
類

譬
喩
應
無
窮

及
遮
遣
異
品
〔
麗
、
宮
、
三
、
磧
、

浄(43
)〕

若
因
唯
所
立

或
差
別
相
類

譬
喩
應
無
窮

及
不
遮
異
品
〔
剛
、
興
、
春
〕

二
本
の
相
違
は
基
本
的
に
「
不
」
字
の
有
無
に
あ
り
、
刊
本
系
本
文
は
「
遮
遣
異
品
」

（
異
類
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
写
本
系
本
文
は
「
不
遮
異
品
」（
異

類
か
ら
排
除
さ
れ
な
い
こ
と
）
と
な
っ
て
い
る
。「
不
」
字
の
可
否
の
判
断
に
は
、
デ
ィ
グ

ナ
ー
ガ
の
趣
旨
の
理
解
が
前
提
と
な
る
が
、
問
題
と
な
る
概
念
は
正
し
い
証
因
の
第
三
相

「
論
証
さ
れ
る
べ
き
属
性
が
異
類
に
決
し
て
存
在
し
な
い
こ
と
」（
異
品
遍
無
）
に
か
か
わ
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る
。
写
本
系
本
文
で
は
否
定
辞
「
不
」
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
第
三
相
に
違
反
す
る
過
失

を
指
摘
す
る
表
現
と
な
り
、
刊
本
系
は
第
三
相
の
遵
守
を
説
く
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
桂

氏
や
ト
ゥ
ッ
チ
氏
の
翻
訳
は
『
集
量
論
』
の
並
行
箇
所
を
考
慮
し
て
「
異
類
か
ら
の
排
除

が
み
ら
れ
な
く
な
る
」
と
否
定
辞
を
読
み
込
み
、
写
本
系
本
文
の
理
解
を
示
し
て
お
ら
れ

る
。

(二
）『
集
量
論
』
の
並
行
文

上
記
「
不
」
字
の
有
無
に
か
か
わ
る
本
文
批
判
の
問
題
は
、『
正
理
門
論
』
と
同
文
と

想
定
さ
れ
る
『
集
量
論
』
の
蔵
訳
に
も
類
似
し
た
形
の
対
立
が
み
ら
れ
る
。『
集
量
論
』

の
偈
頌
本
文
は
注
釈
者
ジ
ネ
ン
ド
ラ
ブ
ッ
デ
ィ
（
Jinendrabuddhi、
七
〇
〇
〜
七
七
〇
頃
）

の
『
集
量
論
複
注
』（
Pram
ān.asam
uccayat.īkā）
の
梵
文
写
本
に
基
づ
い
て
桂
氏
に
よ
っ

て
復
原
さ
れ
て
い
る
。
諸
本
相
互
の
関
係
が
交
錯
し
て
い
る
た
め
、
以
下
に
そ
の
還
梵
と

蔵
訳
二
本
（
K
版
と
V
版
）
を
列
挙
す
る(44)。

sahetoh.
sādhyam
ātrasya
tadvies.asya
vā
m
itau
/
nidar
anānavasthā

syād
vyāvr.tti
ca
vipaks.atah.//
(PS
4.11ab)

gtan
tshigs
bcas
pa’am
bsgrub
bya
tsam
||de
khyad
par
gyidpe
yin
na
||

dpe
nithug
pa
m
ed
pa
dang
||m
im
thun
phyogslasldog
m
ed
’gyur||(PS

[K
])

ldog
pa
rnam
parbrjod
pa
na
||bsgrub
bya
sgrub
pa’igtan
tshigssam
||de

yikhyad
paryin
yang
rung
||m
tshungsston
thug
pa
m
ed
par’gyur||(PS

[V
])

『集
量
論
』
の
還
梵
テ
ク
ス
ト
の
問
題
、
ジ
ネ
ン
ド
ラ
ブ
ッ
デ
ィ
の
複
注
が
前
提
と
す

る
本
文
の
問
題
な
ど
、
す
で
に
桂
氏
に
よ
っ
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る(45
)。

先
述
の
よ
う

に
、
偈
文
の
第
二
句
に
つ
い
て
二
種
の
蔵
訳
は
否
定
辞
の
有
無
に
関
し
て
対
立
し
て
お
り
、

一
般
に
信
頼
性
の
高
い
と
さ
れ
る
カ
ナ
カ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
（
K
anakavarm
an）
訳
ldog

m
ed
(＊
vyāvr.ttir
na
か
＊
avyāvr.ttih.)
に
は
否
定
辞
が
認
め
ら
れ
る
が
、
ヴ
ァ
ス
ダ
ラ
ラ

ク
シ
タ
（
V
asudhararaks.ita）
訳
ldog
pa
(＊
vyāvr.ttih.)
に
は
否
定
辞
が
認
め
ら
れ
な

い
。
北
川
氏
と
同
様
、
桂
氏
は
『
正
理
門
論
』
と
『
集
量
論
』
の
両
方
に
お
い
て
否
定
辞

を
読
み
込
ん
だ
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
と
述
べ
る
が
、
還
梵
は
ジ
ネ
ン
ド
ラ
ブ
ッ
デ
ィ
の

注
釈
「
異
類
か
ら
の
排
除
が
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」（
vyāvr.ttir
vipaks.ato
vācyā）
を

重
視
し
、
否
定
辞
の
な
い
本
文
（
す
な
わ
ち
vyāvr.ttih.）
に
よ
っ
て
復
原
さ
れ
る(46)。
桂
氏

の
還
梵
テ
ク
ス
ト
は
さ
ら
に
ジ
ネ
ン
ド
ラ
ブ
ッ
デ
ィ
自
身
に
よ
る
引
用
に
も
依
拠
し
て
お

り(47)、
こ
れ
に
よ
っ
て
ジ
ネ
ン
ド
ラ
ブ
ッ
デ
ィ
の
前
提
と
す
る
『
集
量
論
』
本
文
が
否
定
辞

の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
定
さ
れ
る
。
復
原
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
は
『
正
理
門
論
』

の
刊
本
系
本
文
の
正
当
性
を
支
持
す
る
と
い
え
よ
う
。

デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
は
ま
た
『
集
量
論
』
の
自
注
部
分
で
偈
頌
に
対
す
る
説
明
を
お
こ
な
っ

て
お
り
、「
不
」
字
の
有
無
に
つ
い
て
二
重
の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

自
注
部
分
に
は
「
そ
れ
ゆ
え
虚
空
な
ど
﹇
の
異
類
﹈
か
ら
所
作
性
﹇
と
い
う
証
因
﹈
の
排

除
が
明
示
さ
れ
る
べ
き
（
＊
upadar
yā）
で
あ
る
が
、﹇
明
示
さ
れ
て
は
い
﹈
な
い
（
＊
na

cāsti）」（
PSV
[K
]）
と
い
っ
た
表
現
が
み
ら
れ
る(48)。
こ
の
自
注
を
先
の
漢
訳
本
文
の
二

種
の
系
統
に
関
連
づ
け
れ
ば
、「
排
除
が
﹇
明
示
さ
れ
る
べ
き
で
﹈
あ
る
」
と
い
う
前
半

部
分
は
刊
本
系
本
文
「
遮
遣
」
と
、「
排
除
が
﹇
明
示
さ
れ
て
い
﹈
な
い
」
と
い
う
後
半

部
分
は
写
本
系
本
文
「
不
遮
」
に
合
致
す
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る(49)。
カ
ナ
カ
ヴ
ァ
ル
マ

ン
訳
と
一
致
す
る
『
正
理
門
論
』
の
写
本
系
本
文
が
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
意
図
を
反
映
し
て

い
な
い
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
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結

語

小
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
玄
奘
訳
『
正
理
門
論
』
の
本
文
批
判
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
新
資
料
を
用
い
、
大
正
蔵
に
代
表
さ
れ
る
刊
本
系
本
文
と
日
本
古
写
経
な
ど
に
み

ら
れ
る
写
本
系
本
文
の
顕
著
な
相
違
を
と
り
あ
げ
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
代
表
作
で
あ
る

『
集
量
論
』
や
唐
代
の
正
理
門
論
疏
の
佚
文
と
の
比
較
を
お
こ
な
っ
た
。
新
資
料
と
し
て

は
、
金
剛
寺
本
と
興
聖
寺
本
の
二
種
の
古
写
本
、
お
よ
び
興
福
寺
開
版
に
な
る
春
日
版
の

三
本
に
焦
点
を
あ
て
、
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
本
文
、
す
な
わ
ち
、
結
合
的
異
文
を
示
す
九

例
の
な
か
か
ら
四
件
の
事
例
を
精
査
し
、
一
件
の
類
似
例
（
第
一
節
を
参
照
）
に
ふ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
異
文
に
は
一
文
字
レ
ベ
ル
の
差
異
の
も
の
も
あ
っ
た
が
、
写
本
の
伝
承
上
の
問

題
に
は
帰
せ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
一
例
を
除
き
、
解
釈
上
の
本
質
的
な
差
異
を
呈
す

る
も
の
で
あ
る
。

第
一
節
で
考
察
し
た
二
例
を
含
め
、
四
件
の
事
例
（
第
二
節
、
第
三
節
を
参
照
）
に
お
い

て
は
、
写
本
系
本
文
が
玄
奘
門
下
の
注
疏
に
お
け
る
引
用
と
一
致
す
る
事
実
を
確
認
し
た
。

こ
れ
ら
以
外
で
あ
っ
て
も
、
本
文
理
解
に
そ
れ
ほ
ど
顕
著
な
差
異
を
も
た
ら
さ
な
い
写
本

系
の
異
文
が
玄
奘
門
下
の
引
用
と
一
致
す
る
事
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
写
本
系
諸
本

は
こ
れ
ま
で
認
知
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
玄
奘
訳
の
新
た
な
系
統
を
保
存
す
る
資
料
で

あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
写
本
系
本
文
と
は
、
玄
奘
門
下
で
正
統

性
を
み
と
め
ら
れ
た
本
文
の
系
統
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
写
本
系
本

文
は
た
と
え
ば
慧
沼
（
六
四
八
〜
七
一
四
）
の
引
用
に
一
致
す
る
事
例
も
み
ら
れ
る
。
慧

沼
は
義
浄
の
訳
場
に
証
義
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で(50)、
玄
奘
訳
の
利
用
の

実
際
を
熟
知
し
、
義
浄
訳
の
成
立
を
何
ら
か
の
形
で
見
聞
し
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

小
論
で
は
ま
た
、
刊
本
系
と
写
本
系
本
文
に
も
と
づ
く
解
釈
上
の
違
い
を
考
察
す
る
た

め
に
、
後
期
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
『
集
量
論
』
に
み
ら
れ
る
並
行
文
と
の
比
較
を
お
こ
な
っ

た
。『
集
量
論
』
は
蔵
訳
で
し
か
現
存
せ
ず
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
本
文
の
復
原
が
進
行

中
で
あ
る(51
)。『
集
量
論
』
の
本
文
伝
承
の
問
題
を
ふ
く
む
も
の
の
、『
正
理
門
論
』
の
刊
本

系
本
文
が
『
集
量
論
』
の
還
梵
に
一
致
し
て
お
り
原
典
に
忠
実
な
翻
訳
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
た
の
は
、
第
四
の
事
例
の
み
で
あ
っ
た
（
第
四
節
を
参
照
）。
そ
れ
以
外
で
は
、
刊
本
系

本
文
が
表
現
上
は
『
集
量
論
』
の
並
行
文
に
近
似
あ
る
い
は
忠
実
で
あ
る
と
い
う
印
象
を

与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
理
論
面
で
は
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
記
述
を
正
確
に
反
映
す
る
か

ど
う
か
疑
わ
れ
る
事
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
（
第
二
節
お
よ
び
第
三
節
を
参
照
）。
そ
の

場
合
、
初
見
で
は
刊
本
系
本
文
は
『
集
量
論
』
の
文
言
の
翻
訳
で
あ
っ
て
も
よ
い
と
み
な

し
う
る
が
、
文
言
は
異
な
っ
て
も
、
写
本
系
本
文
の
方
が
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
意
図
を
よ
り

適
切
に
反
映
し
て
い
る
と
判
断
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
側
面
に
つ
い
て
い
え

ば
、
義
浄
訳
の
存
在
に
言
及
し
な
い
定
賓
疏
の
記
述
は
、
第
一
の
事
例
に
お
い
て
言
及
し

た
八
世
紀
唐
代
の
証
言
で
は
あ
る
も
の
の
、
定
賓
が
刊
本
系
本
文
を
「
創
訳
」
で
あ
る
と

評
し
た
記
述
を
あ
る
程
度
な
が
ら
追
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
定
賓
は
玄
奘
門
下
で
は
な
く
、
特
に
史
的
証
言
の
信
憑
性
に
は
細
心
の
注
意
を
払
う

べ
き
で
あ
る
が(52)、
現
在
で
は
散
佚
し
た
玄
奘
門
下
の
正
理
門
論
疏
を
参
照
し
て
い
た
と
み

ら
れ
る
の
で
、
そ
の
記
述
に
は
一
定
の
蓋
然
性
を
み
と
め
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

呂
澂
氏
ら
が
述
べ
た
よ
う
に
、
も
し
現
存
す
る
義
浄
訳
が
後
代
の
編
集
に
よ
る
産
物
で

あ
っ
て
玄
奘
訳
と
未
完
の
釈
論
と
の
会
本
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
そ
の
編
集
は
経
蔵

な
ど
で
利
用
可
能
で
あ
っ
た
「
創
訳
」
の
方
を
底
本
と
し
た
か
、
あ
る
い
は
二
本
あ
っ
て

も
「
創
訳
」
を
底
本
と
し
て
選
択
し
た
と
い
う
事
態
も
想
像
さ
れ
る
。
高
麗
本
、
江
南
諸

蔵
の
諸
本
に
確
認
さ
れ
る
の
が
「
創
訳
」
の
方
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
義
浄
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訳
の
成
立
が
刊
本
系
本
文
に
正
統
性
を
付
与
す
る
契
機
に
な
っ
た
と
仮
定
す
る
こ
と
も
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
中
国
伝
存
の
刊
刻
大
蔵
経
に
保
存
さ
れ
る
玄
奘
訳
を
除
き
、
先
述

の
定
賓
は
玄
奘
訳
の
い
わ
ば
初
版
本
の
存
在
を
し
る
稀
有
な
証
人
と
い
え
る
。
今
後
、
未

調
査
の
玄
奘
訳
の
古
写
本
中
に
「
創
訳
」
版
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
春

日
版
が
慈
恩
大
師
を
始
祖
と
す
る
法
相
宗
の
系
統
の
興
福
寺
で
開
版
さ
れ
た
こ
と
と
、
同

版
が
玄
奘
門
下
で
正
統
性
を
付
与
さ
れ
て
い
た
改
正
版
の
系
統
で
あ
っ
た
こ
と
と
に
な
ん

ら
か
の
関
連
性
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
致
は
ま
た
、
写
本
系
本
文
が
中
国
伝
存

の
刊
刻
大
蔵
経
に
保
存
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
な
に
か
関
連
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
玄

奘
の
「
創
訳
」
や
義
浄
訳
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
検
証
に
は
、
小
論
で
扱
わ
な
か
っ

た
義
浄
訳
の
伝
承
の
実
態
調
査
な
ど
も
ふ
く
め
、
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。
こ
れ
ら
の
解

明
の
た
め
に
も
、
古
写
本
と
し
て
残
る
玄
奘
訳
の
索
求
は
継
続
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
必
要

が
あ
り
、
義
浄
訳
に
つ
い
て
も
今
後
の
調
査
と
研
究
が
俟
た
れ
て
い
る
。

一
次
文
献
の
主
な
略
号

興

玄
奘
訳
『
因
明
正
理
門
論
本
』、
興
聖
寺
一
切
経
、
通
番
号

二
八
六
六

剛

玄
奘
訳
『
因
明
正
理
門
論
本
』、
金
剛
寺
一
切
経
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
図
書

館
所
蔵
の
デ
ジ
タ
ル
版
0724-001
番

三

玄
奘
訳
『
因
明
正
理
門
論
本
』
大
正
蔵
一
六
二
八
番
、
校
勘
記
の
宋
・
元
・
明
本

春

玄
奘
訳
『
因
明
正
理
門
論
本
』、
東
洋
文
庫
所
蔵
春
日
版
、
旧
岩
崎
文
庫
貴
重
書
、

貴
二
・
Ｃ
・
ｂ
・
1

正
理
門
論

玄
奘
訳
『
因
明
正
理
門
論
本
』
あ
る
い
は
N
yāyam
ukha
(D
ignāga)

浄

義
浄
訳
『
因
明
正
理
門
論
』
大
正
蔵
一
六
二
九
番
、
第
三
二
巻

磧

玄
奘
訳
『
因
明
正
理
門
論
本
』、
延
聖
院
大
蔵
局
編
『
宋
版
磧
砂
大
蔵
経
』（
新
文
豊

出
版
）
所
収
、
六
二
三
番
、
第
一
七
冊

大

玄
奘
訳
『
因
明
正
理
門
論
本
』
大
正
蔵
一
六
二
八
番
、
第
三
二
巻

大
正
蔵

高
楠
順
次
郎
・
渡
辺
海
旭
（
都
監
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』、
大
正
一
切
経
刊
行

会
、
一
九
二
四
〜
一
九
三
二
（
大
正
蔵
か
ら
の
引
用
に
は
原
則
と
し
て
Ｔ
の
略
号
を

と
も
な
う
巻
数
の
あ
と
に
頁
・
段
・
行
数
を
記
載
）。
本
文
お
よ
び
頁
数
等
は
電
子

版
「
SA
T
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

(http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SA
T
/index.htm
l)
に
よ
る
。

中
華
大
蔵
経

『中
華
大
蔵
経
（
漢
文
部
分
）』
中
華
書
局
、
一
九
八
七

卍
続
蔵

蔵
経
書
院
影
印
版
『
新
編
卍
続
蔵
経
』、
新
文
豊
出
版
（
卍
続
蔵
か
ら
の
引
用

に
は
原
則
と
し
て
Ｘ
の
略
号
を
と
も
な
う
巻
数
の
あ
と
に
頁
・
段
・
行
数
を
記
載
）。

本
文
お
よ
び
頁
数
等
は
電
子
版
「
中
華
電
子
仏
典
協
会
（
CBET
A
）」（
http://tri-

pitaka.cbeta.org/）
に
よ
る
。

宮

玄
奘
訳
『
因
明
正
理
門
論
本
』、
福
州
開
元
禅
寺
版
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
第
二
七

一
六
帖
、
電
子
版
「
宮
内
庁
書
陵
部
収
蔵
漢
籍
集
覧
袞
書
誌
書
影
・
全
文
影
像
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」（
http://db.sido.keio.ac.jp/kanseki/T
_bib_fram
e.php?id=00707

5-2716）

麗

玄
奘
訳
『
因
明
正
理
門
論
本
』、
高
麗
大
蔵
経
（
東
国
大
学
訳
経
院
、
一
九
七
五
）

所
収
、
六
〇
六
番
、
第
一
七
巻

D
sD
e
dge
edition:sD
e
dge
T
ibetan
T
ripit.aka,Bstan
h.gyur-preserved
atthe

Faculty
ofLetters,
U
niversity
ofT
okyo,ed.by
J.T
akasaki,Z.Y
am
aguchi

and
Y
.Ejim
a,T
okyo:Sekaiseiten
kankō
kyōkai,1977ff.
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K
itagaw
a
1965
T
ibetan
translations
ofthe
Pram
ān.asam
uccaya
and
its
V
r.tti,

ed.H
.K
itagaw
a,in:北
川
（
1965）

P
Peking
edition:T
he
T
ibetan
T
ripitaka.Peking
E
dition.R
eprinted
under

the
Supervision
of
the
O
tani
U
niversity,
K
yoto,
ed.by
D
.T
.Suzuki,

T
okyo-K
yoto:T
ibetan
T
ripitaka
Research
Institute,1955-1961.

PS
Pram
ān.asam
uccaya
(D
ignāga).

PST.
Pram
ān.asam
uccayat.īkā
(Jinendrabuddhi).

PST.
B
M
anuscriptB
ofthe
PST.;see
Jinendrabuddhi’sV
iālām
alavatīPra-

m
ān.asam
uccayat.īkā,Chapter
1,ed.E.Steinkellner,H
.K
rasser,and
H
.

Lasic,Beijing-V
ienna
2005,part
II:“M
anuscript
D
escription”
by
A
nne

M
acD
onald.

PST.
(T
)
T
ibetan
translation
ofPST.
by
(dPan.lo)
Blo
grosbrtan
pa:D
erge

edition,T
ohoku
no.4268,T
shad
m
a,Y
e
1-314a7;Peking
edition,O
tanino.

5766,vol.139,Re
1a1-355a8.

PSV
Pram
ān.asam
uccayavr.tti(D
ignāga).

PSV
(K
)
T
ibetan
translation
ofPSV
by
K
anakavarm
an
and
M
arthung
D
ad

pa’ishes
rab:Peking
edition,O
tanino.5702,vol.130,Ce
93b4-177a7.

PSV
(V
)
T
ibetan
translation
ofPSV
by
V
asudhararaks.ita
and
Zha
m
a
Seng

ge
rgyalm
tshan:D
erge
edition,T
ohoku
no.4024,T
shad
m
a,vol.1,Ce

14b1-85b7;Peking
edition,O
tanino.5701,vol.130,Ce
13a6-93b4.

【付
記
】

写
本
お
よ
び
版
本
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
図
書
館
、
東
洋
文
庫

ラ
イ
ブ
ラ
リ
よ
り
ご
便
宜
を
戴
い
た
。
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
落
合
俊
典
先
生
に
は

興
聖
寺
本
の
閲
覧
の
た
め
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。『
集
量
論
』
三
章
及
び
四
章
に
つ
い

て
は
、
広
島
大
学
お
よ
び
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
桂
紹
隆
先
生
と
國
學
院
大
学
助
教
渡
辺
俊
和

先
生
よ
り
未
出
版
の
校
訂
本
お
よ
び
ご
翻
訳
研
究
の
参
照
の
お
許
し
を
賜
っ
た
。
草
稿
の
口

頭
発
表
時
に
は
、
台
湾
国
立
政
治
大
学
教
授
林
鎮
國
先
生
、
桂
紹
隆
先
生
、
筑
波
大
学
教
授

小
野
基
先
生
、
花
園
大
学
教
授
師
茂
樹
先
生
、
復
旦
大
学
講
師
湯
銘
鈞
先
生
ほ
か
ご
出
席
の

諸
先
生
方
よ
り
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
京
都
大
学
教
授
船
山
徹
先
生
に
は
構
想
の
段
階
よ
り
ご

教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、「《
因
明
正
理

門
論
》
密
集
講
座
」（
台
湾
国
立
政
治
大
学
、
二
〇
一
七
年
五
月
一
一
日
）、「
第
五
回
因
明
科

研
研
究
会
」（
東
京
学
芸
大
学
、
二
〇
一
八
年
三
月
二
三
日
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
時
の
配
布

原
稿
に
も
と
づ
く
。
本
稿
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
術
研
究
助
成
基
金
（
FW
F)
P27863-G24、

JSPS
科
研
費
（
B)
18H
00609
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注(1
)
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
著
作
に
つ
い
て
は
M
asaakiH
attori,D
ignāga,O
n
Perception,

being
thePratyaks.apariccheda
ofD
ignāga’sPram
ān.asam
uccaya
from
theSanskrit

fragm
ents
and
the
T
ibetan
versions
(Cam
bridge,
M
ass.
1968,
Introduction,

“D
ignāga
and
H
is
W
orks”、
以
下
H
attori1968),V
incentEltschinger,D
ignāga
(in:

J.A
.Silk,et
al.(eds.),Brill’s
E
ncyclopedia
ofBuddhism
,vol.II:Lives,Leiden/

Boston
2019,179-185）
を
参
照
。
音
訳
「
陳
那
」
に
つ
い
て
は
何
歓
歓
「『
陳
那
』
の
名
称

に
関
す
る
考
察
」（『
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要
』
二
一
、
二
〇
一
七
、
一
六
三
〜
一

八
二
）
を
参
照
。

(2
)
玄
奘
の
訳
業
の
年
譜
に
つ
い
て
は
、
楊
廷
福
『
玄
奘
年
譜
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
八
、

以
下
、
楊
一
九
八
八
）
二
四
一
頁
、
桑
山
正
進
・
袴
谷
憲
昭
『
人
物

中
国
の
仏
教

玄
奘
』

（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
新
訂
版
）
二
五
四
〜
二
五
五
頁
な
ど
を
参
照
。
義
浄
訳
に
つ
い
て

は
、
王
邦
維
校
注
『
南
海
帰
寄
内
法
伝
校
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
）
三
〇
頁
な
ど
を
参

照
。
玄
奘
訳
の
成
立
年
に
諸
異
説
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
宇
井
伯
寿
『
印
度
哲
学
研
究
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第
五
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
、
初
版
は
甲
子
社
書
房
、
一
九
二
九
）
五
〇
八
〜
五
一
〇
頁
、

羅
炤
「
玄
奘
訳
《
因
明
正
理
門
論
本
》
年
代
考
」（『
世
界
宗
教
研
究
』
二
、
一
九
八
一
、
二
九

〜
三
六
）、
後
藤
康
夫
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
因
明
論
義
展
開
の
起
点
と
し
て
の
『
因
明
入
正

理
論
』
に
つ
い
て
袞
附
：
興
聖
寺
本
翻
刻
袞
」（『
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
』
一
八
・
八
、
二
〇
一
九
、
九
六
〜
一
二
五
、
特
に
一
一
〇
頁
注
一
二
、

以
下
、
後
藤
二
〇
一
九
）
な
ど
を
参
照
。
羅
氏
は
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』（
大
正
蔵
二
〇

五
三
番
）
に
依
拠
し
て
永
徽
六
年
（
七
五
五
）
説
を
採
用
す
る
。
ま
た
米
田
雄
介
氏
は
玄
奘
が

永
徽
六
年
に
再
度
翻
訳
を
し
た
可
能
性
に
ふ
れ
、『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
八
の
「
又
訳

理
門
論
」（
T
50,262b9-10）
を
根
拠
に
「
改
め
て
翻
経
を
行
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来

る
」
と
述
べ
る
。
同
氏
「
聖
語
蔵
経
巻
と
玄
奘
三
蔵
」（『
正
倉
院
紀
要
』
二
三
、
二
〇
〇
一
、

一
〜
一
九
）
一
三
頁
を
参
照
。
善
珠
は
貞
観
二
二
年
説
に
言
及
す
る
が
、
そ
れ
は
経
録
な
ど
に

確
認
さ
れ
ず
、
ど
の
よ
う
な
伝
承
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
か
興
味
深
い
。『
因
明
論
書
明
灯
抄
』

（
大
正
蔵
二
二
七
〇
番
）
第
一
本
「
勅
於
西
京
弘
福
寺
翻
譯
。
二
十
二
年
戊
申
之
歳
六
月
十
五

日
譯
『
因
明
入
正
理
論
』
及
『
因
明
正
理
門
論
』」（
T
68,201b25-28）。

(3
)
宇
井
「
因
明
正
理
門
論
解
説
」（
1965:505-694）
五
一
〇
頁
を
参
照
。

(4
)
船
山
徹
「「
漢
訳
」
と
「
中
国
撰
述
」
の
間
袞
漢
文
仏
典
に
特
有
な
形
態
を
め
ぐ
っ
て
袞
」

（『
仏
教
史
学
研
究
』
四
五
・
一
、
二
〇
〇
二
、
一
〜
二
八
）
二
七
頁
注
一
九
お
よ
び
そ
の
参
考

文
献
を
参
照
。
拙
稿
「『
因
明
正
理
門
論
』
の
梵
文
断
片
を
め
ぐ
っ
て
」（『
イ
ン
ド
論
理
学
研

究
』
一
〇
、
二
〇
一
七
、
九
三
〜
一
四
〇
、
以
下
、
室
屋
二
〇
一
七
）
九
四
頁
注
五
も
参
照
。

な
お
、
ポ
タ
ラ
宮
に
現
存
す
る
と
い
う
『
正
理
門
論
』
の
梵
文
原
典
に
つ
い
て
は
、
拙
論
（
二

〇
一
七
）
一
一
二
〜
一
一
三
頁
注
六
八
を
参
照
。

(5
)
呂
澂
・
釈
印
滄
「
因
明
正
理
門
論
本
証
文
」（
支
那
内
学
院
『
内
学
』
四
、
一
九
二
八
、

再
録
『
仏
教
邏
輯
之
発
展
』、
台
北
、
大
乗
文
化
出
版
社
、
一
九
七
八
、
後
者
は
筆
者
未
見
）

二
頁
を
参
照
。
呂
澂
氏
の
先
駆
的
業
績
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
John
M
akeham
(ed.),

T
ransform
ing
consciousness:Y
ogācāra
T
houghtin
M
odern
China
(O
xford
2014)

所
収
の
以
下
の
論
考
を
参
照
。
D
an
Lusthaus,Lü
Cheng,Epistem
ology,and
Genuine

Buddhism
,317-342
(chapter
10);Chen-K
uo
Lin,T
he
U
ncom
prom
ising
Q
uestfor

Genuine
Buddhism
:
Lü
Cheng’s
Critique
of
O
riginal
Enlightenm
ent,
343-374

(chapter
11).

(6
)
同
様
の
後
代
編
集
説
を
と
る
も
の
に
、
虞
愚
「
因
明
正
理
門
論
」（
中
国
仏
教
協
会
編

『
中
国
仏
教

第
三
輯
』
知
識
出
版
社
、
一
九
九
一
）
二
八
〇
〜
二
八
三
頁
、
沈
剣
英
『
因
明

正
理
門
論
譯
解
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
）
六
〜
七
頁
な
ど
を
参
照
。
義
浄
訳
成
立
以
前
の

経
録
の
う
ち
、
例
え
ば
、
道
宣
撰
『
大
唐
内
典
録
』（
大
正
蔵
二
一
四
九
番
、
六
六
四
年
成
書
）

巻
六
・
歴
代
大
乗
蔵
経
翻
本
単
重
伝
訳
有
無
録
で
は
「
因
明
正
理
門
論

十
二
紙
」（
T
55,

296a5）、
巻
八
・
歴
代
衆
経
見
入
蔵
録
で
は
「
因
明
理
門
論
」（
T
55,311b15）
と
あ
り

「
本
」
字
は
み
ら
れ
な
い
。「
本
」
字
の
出
現
は
、
智
昇
撰
『
開
元
釈
教
録
』（
大
正
蔵
二
一
五

四
番
、
七
三
〇
年
編
纂
）
巻
十
九
・
入
蔵
録
上

の
「
因
明
正
理
門
論
本
一
卷

三
藏
玄
奘
譯

一
十
五
紙
」（
T
55,556c10）
以
降
の
経
緑
に
確
認
さ
れ
る
。

(7
)
宇
井
（
1965:547）
を
参
照
。

(8
)
『正
理
門
論
』
の
国
訳
を
出
版
し
た
小
野
玄
妙
氏
も
同
様
の
立
場
を
と
る
。
同
氏
「
因
明

正
理
門
論
本
解
題
」（『
国
訳
一
切
経

論
集
部
一
』
大
東
出
版
社
、
一
九
三
三
）
一
二
〜
一
三

頁
お
よ
び
同
書
「
因
明
正
理
門
論
本
」
二
三
頁
を
参
照
。

(9
)
義
浄
訳
の
「
釈
論
縁
起
」（
T
32,6a19-6b9）
は
、『
正
理
門
論
』
の
著
作
事
由
・
端
緒

（
＊
sam
bandha
由
緒
）、
教
説
対
象
（
＊
abhidheya
所
詮
）、
著
作
の
目
的
（
＊
prayojana

所
為
）
を
簡
略
に
説
明
し
、
そ
れ
に
続
い
て
、
論
書
の
冒
頭
に
こ
の
よ
う
な
要
素
を
陳
述
す
べ

き
で
は
な
い
と
す
る
対
論
者
と
の
議
論
を
紹
介
し
て
お
り
、
六
〜
七
世
紀
の
イ
ン
ド
思
想
を
伝

え
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
以
降
の
イ
ン
ド
論
理
学
派
を

は
じ
め
論
書
一
般
に
不
可
欠
の
主
題
と
な
る
こ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
船
山
徹
「
八
世
紀
ナ
ー

ラ
ン
ダ
ー
出
身
注
釈
家
覚
え
書
き
袞
仏
教
知
識
論
の
系
譜
袞
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
六
〇
、

一
九
九
五
、
四
九
〜
六
〇
）、
T
oru
Funayam
a,“A
rcat.a,
āntaraks.ita,Jinendrabuddhi,

and
K
am
ala
īla
on
the
A
im
of
a
T
reatise
(
āstra)”
(W
iener
Zeitschrift
für
die

K
undeSüdasiens39,1995,181-201)
を
参
照
。
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
『
集
量
論
』
に
お
け
る

同
様
の
記
述
に
つ
い
て
は
H
attori(1968:73-74,nn.1.1,1.2)、
服
部
正
明
「
仏
教
論
理
学

派
の
宗
教
性
」（
前
田
専
学
編
『
イ
ン
ド
中
世
思
想
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
九
一
、
一
五
三
〜
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一
六
九
頁
）、
片
岡
啓
「
Pram
ān.asam
uccayat.īkā
ad
1.1
和
訳
」（『
南
ア
ジ
ア
古
典
学
』

二
、
二
〇
〇
七
、
一
〜
七
九
頁
、
特
に
一
八
〜
二
一
頁
）、
小
野
基
「
真
理
論
袞
プ
ラ
マ
ー
ナ

と
は
何
か
袞
」（
桂
紹
隆
他
編
『
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教

第
九
巻

認
識
論
と
論
理
学
』
春
秋

社
、
二
〇
一
二
、
一
五
五
〜
一
八
八
、
特
に
一
六
一
〜
一
六
四
頁
）
な
ど
を
参
照
。

(10
)
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
の
デ
ジ
タ
ル
版
0724-001
番
。
書
誌
情
報
は

『
金
剛
寺
一
切
経
の
総
合
的
研
究
と
金
剛
寺
聖
教
の
基
礎
的
研
究

研
究
成
果
報
告
書
《
第
二

分
冊
》』（
平
成
一
五
〜
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
報
告
書
、
二
〇
〇
七
）
二
三

四
頁
に
よ
れ
ば
、
内
題
：
因
明
正
理
門
論
本
、
外
題
：
因
明
正
理
門
論
本
、
尾
題
：
因
明
正
理

門
論
本
、
装
丁
：
巻
子
、
表
紙
あ
り
、
紐
あ
り
、
軸
な
し
、
紙
質
：
紙
本
墨
書
、
時
代
：
鎌
倉

中
期
、
紙
数
一
四
、
行
数
二
九
、
字
数
一
七
、
紙
高
二
四
・
九
糎
、
紙
幅
五
三
・
六
糎
、
界
高

一
九
・
七
糎
、
界
幅
一
・
八
糎
、
天
界
二
・
三
糎
、
地
界
二
・
九
糎
、
訓
点
な
し
、
印
記
な
し
、

奥
書
あ
り
「
一
校
了
」。

(11
)
書
誌
情
報
は
『
興
聖
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
』（
京
都
府
教
育
委
員
会
、
一
九
九
八
）
一

六
五
頁
に
よ
れ
ば
、
通
番
号

二
八
六
六
、
箱
番
号
二
六
四
、
千
字
文
「
清
」、
番
号
一
〇
、

首
題
「
因
明
正
理
門
論
本
一
巻

大
城(マ

マ
)龍

菩
薩
造
造(マ

マ
)三

蔵
玄
奘
詔
訳
」、
尾
題
「
因
明
正
理
論

一
巻
」、
法
量
二
五
・
〇
×
九
・
二
糎
、
全
長
七
二
五
・
二
糎
、
界
高
一
九
・
六
糎
、
界
幅

一
・
八
糎
、
紙
数
一
四
、
第
二
紙
二
九
、
時
代
「
平
安
」、
奥
書
あ
り
「
一
校
了
」。

(12
)
春
日
版
に
つ
い
て
は
「
附
録
」
の
解
題
を
参
照
。

(13
)
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
「
日
本
古
写
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
https://koshakyo-

database.icabs.ac.jp）
に
よ
れ
ば
、
玄
奘
訳
は
西
方
寺
、
妙
蓮
寺
に
も
所
蔵
さ
れ
る
（
二
〇

一
九
年
九
月
三
〇
日
閲
覧
）。
大
正
蔵
『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
第
一
巻
・
大
正
新
脩
大
蔵
経
勘

同
目
録
（
四
三
七
頁
）
は
醍
醐
三
宝
院
所
蔵
に
な
る
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
の
刊
本
に
言
及

す
る
が
、
現
在
の
所
在
は
未
確
認
。

(14
)
本
稿
で
用
い
る
写
本
系
統
学
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
漢
訳
『
方
便
心
論
』
の
金
剛

寺
本
と
興
聖
寺
本
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要
』
一
、
二
〇
一
六
、
一
三

〜
三
四
）
と
参
照
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(15
)
桂
紹
隆
「
因
明
正
理
門
論
研
究
﹇
一
﹈」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
七
、
一
九
七
七
、

一
〇
六
〜
一
二
六
、
以
下
、
桂
1977）
一
〇
九
頁
は
、
Jam
būvijaya
師
の
還
梵
案
と
プ
ラ

ジ
ュ
ニ
ャ
ー
カ
ラ
グ
プ
タ
（
Prajñākaragupta）
に
よ
る
一
部
引
用
を
紹
介
す
る
。
た
だ
し

本
稿
で
は
一
点
変
更
し
、
第
一
句
の
「
説
」
に
hiで
は
な
く
āha
を
あ
て
る
。
こ
の
変
更
案

は
、
二
〇
一
七
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
北
京
チ
ベ
ッ
ト
学
国
際
セ
ミ
ナ
ー
（
中
国
蔵
学

研
究
中
心
）
の
折
に
賜
っ
た
米
澤
嘉
康
先
生
の
ご
教
示
に
よ
る
。
米
澤
先
生
に
は
こ
こ
に
記
し

て
謝
意
を
表
す
。

(16
)
定
賓
の
年
代
は
師
茂
樹
「
相
部
律
宗
定
賓
の
行
状
・
思
想
と
そ
の
日
本
へ
の
影
響
」（『
戒

律
文
化
』
二
、
二
〇
〇
三
、
九
五
〜
一
一
二
）
九
七
頁
を
参
照
。
定
賓
疏
は
散
逸
し
て
い
る
が
、

京
都
市
右
京
区
の
五
位
山
法
金
剛
院
に
所
蔵
さ
れ
る
章
疏
類
の
目
録
『
大
小
乗
経
律
論
疏
記
目

録
』（
平
安
時
代
の
書
写
）
に
よ
れ
ば
、
三
四
〇
紙
を
な
す
大
部
の
注
釈
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
法
金
剛
院
蔵
「
大
小
乗
経
律
論
疏
記
目
録
」
巻
二
下
「
因
明
疏
合
一
百
六
部
百
二
十

四
巻
」（
牧
田
諦
亮
監
修
・
落
合
俊
典
編
『
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
第
六
巻

中
国
・
日
本

経
典
章
疏
目
録
』
大
東
出
版
社
、
一
九
九
八
）
三
七
四
頁
下
段
・
第
六
三
六
行
「
理
門
論
疏
六

卷

賓

三
百
卌
」。
同
書
中
に
解
題
を
寄
せ
た
梶
浦
晋
氏
に
よ
れ
ば
、
当
該
の
章
疏
目
録
は

法
隆
寺
に
ゆ
か
り
の
写
本
を
記
録
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

(17
)
｢破
其
句
」
は
本
来
す
べ
き
で
な
い
所
で
句
切
り
を
す
る
「
破
句
」
の
意
に
解
し
た
。「
破

句
」
と
は
『
漢
語
大
詞
典
』
第
七
巻
一
〇
二
八
頁
「
破
句
」
の
項
に
よ
れ
ば
「
指
在
不
該
断
句

的
地
方
読
断
或
点
断
」
の
意
。
同
詞
典
は
『
五
灯
会
元
』
巻
十
に
出
る
瑞
鹿
遇
安
禅
師
（
九
二

四
〜
九
九
五
）
が
「
破
句
」
に
よ
っ
て
悟
り
を
得
た
と
い
う
故
事
（
原
典
は
筆
者
未
見
）
を
引

く
。
同
様
の
記
述
は
『
万
松
老
人
評
唱
天
童
覚
和
尚
頌
古
従
容
庵
録
』（
大
正
蔵
二
〇
〇
四
番
)

T
48,284c14-17
な
ど
に
も
伝
え
ら
れ
る
。

(18
)
『理
門
論
述
記
』
T
44,78a25-26
を
参
照
。

(19
)
別
の
文
脈
（
後
注
52
を
参
照
）
で
あ
る
が
、
慧
沼
は
『
因
明
義
断
』（
大
正
蔵
一
八
四
一

番
）
に
お
い
て
、
呂
才
や
文
軌
ら
が
玄
奘
訳
の
「
差
別
性
故
」
を
「
差
別
為
性
」
に
改
変
し
よ

う
と
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
本
文
の
理
解
が
正
し
く
な
る
な
ら
ば
「
翻
訳
の
輩
」
が
改
正
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
る
と
述
べ
、
そ
れ
以
外
の
者
が
誤
っ
た
解
釈
に
た
っ
て
本
文
を
安
易
に
改
変
す

る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
す
る
。『
因
明
義
断
』
T
44,145b26-28「
若
是
翻
譯
之
輩
、
可
許
義
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正
以
改
之
、
彼
解
疏
尚
破
之
、
改
論
那
宜
遂
許
之
。」（『
明
灯
抄
』
巻
二
本
T
68,250a17-19

に
引
用
さ
れ
る
）。
後
藤
（
二
〇
一
九
・
一
〇
四
）
も
参
照
。

(20
)
『正
理
門
論
』
の
別
の
箇
所
で
は
、
偈
文
の
各
句
を
横
断
す
る
事
例
（
例
え
ば
4a1-2
の

分
別
相
似
の
定
義
）
が
見
ら
れ
る
の
で
、
横
断
の
問
題
が
目
下
の
事
案
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
重

要
で
あ
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
。

(21
)
『正
理
門
論
』
の
偈
頌
と
自
注
部
分
の
文
言
の
整
合
性
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
4b20
(猶

予
相
似
の
定
義
）
が
例
外
・
反
例
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
も
刊
本
系
は
分
裂
し
て
お

り
、
写
本
系
は
江
南
諸
蔵
に
一
致
す
る
。

(22
)
『因
明
入
正
理
論
疏
』（
大
正
一
八
四
〇
番
）
巻
上
T
44,100c21-27
を
参
照
。「
附
録
」

の
注
（
6
）
も
参
照
。

(23
)
梵
文
断
片
に
つ
い
て
は
桂
（
1977:112,n.3）
を
参
照
。『
正
理
門
論
』
と
『
集
量
論
』

に
お
け
る
主
張
の
定
義
の
変
遷
に
つ
い
て
は
小
野
基
「
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
に
お
け
る
主
張
命

題
の
定
義
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
四
・
二
、
一
九
八
六
、
八
五
〇
〜
八
四
七
、

特
に
八
四
九
頁
）
を
参
照
。

(24
)
定
賓
の
用
い
る
「
創
訳
」
は
文
脈
上
、
既
存
の
翻
訳
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で

「
最
初
の
訳
」
と
理
解
し
、『
続
高
僧
伝
』（
大
正
蔵
二
〇
六
〇
番
、
T
50,455a16「
創
開
翻

譯
」）
な
ど
か
ら
理
解
さ
れ
る
「
翻
訳
を
開
始
す
る
」
の
意
を
と
ら
な
か
っ
た
。
後
者
の
「
創

訳
」
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
楊
（
一
九
八
八
・
二
一
九
）『
大
菩
薩
蔵
経
』
の
項
に
み
ら
れ
る
。

(25
)
窺
基
に
よ
る
第
一
偈
の
引
用
は
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
巻
上
T
44,94c5-7
(此
中
唯
取

隨
自
意

樂
爲
所
立
説
名
宗

非
彼
相
違
義
能
遣
）
お
よ
び
T
44,100b20-21
(是
中
唯
隨
自

意
樂

爲
所
成
立
説
名
宗

非
彼
相
違
義
能
遣
）
を
参
照
。
た
だ
し
後
者
で
は
大
正
蔵
の
本
文

は
「
此
」
を
「
是
」
に
作
り
、「
取
」
字
を
欠
く
「
是
中
唯
隨
自
意
樂
爲
所
成
立
」
に
作
る
が
、

中
村
元
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、『
因
明
大
疏
』
の
寛
文
本
、
雲
英
本
、『
瑞
源
記
』

は
「
是
中
唯
取
隨
自
意
樂
」
と
「
唯
取
」
に
作
り
、
写
本
系
本
文
に
一
致
す
る
。
中
村
元
訳

「
因
明
入
正
理
論
疏
」（『
国
訳
一
切
経

論
疏
部
二
三
』
大
東
出
版
社
、
一
九
五
八
）
七
一
頁

注
一
八
を
参
照
。
慧
沼
の
『
因
明
義
断
』
T
44,144c16-17
で
は
、
底
本
の
「
唯
取
」
に
対
し

て
「
甲
本
」
は
「
取
」
字
を
欠
く
。『
理
門
論
述
記
』
に
は
「
言
唯
取
等
」（
T
44,78a13）
と

い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
の
で
、「
唯
取
」
を
前
提
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
蔵

要
』（
第
一
輯
第
二
十
三
種
、
一
九
三
〇
、
支
那
内
学
院
校
刊
）
所
収
の
玄
奘
訳
は
「
所
言
唯
」

（
一
右
）
に
作
る
。

(26
)
こ
の
定
賓
疏
巻
六
か
ら
の
佚
文
は
、『
因
明
大
疏
抄
』（
大
正
蔵
二
二
七
一
番
）
巻
二
四

（
T
68,607a19-23
=
776b27-c1）
を
参
照
。

(27
)
宇
井
（
1965:689）
に
注
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
写
本
系
本
文
が
江
戸
時
代
の
刊
本
（
宝
永

元
年
﹇
一
七
〇
四
﹈
京
都
土
川
宇
平
刊
）
に
あ
ら
わ
れ
る
。
宇
井
氏
は
「
寛
永
元
甲
申
（
一
七

〇
四
）
歳
」
の
刊
行
と
す
る
が
、「
寶
永
」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。
土
川
宇
平
版
の
底
本
は
不
詳
。

(28
)
普
光
の
佚
文
は
『
因
明
大
疏
抄
』
巻
二
四
（
T
68,607a11-15）
を
参
照
。
浄
眼
疏
の
記

述
は
語
注
を
含
む
中
に
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
本
文
は
武
邑
尚
邦
氏
の
『
因
明
学

起
源
と
変
遷
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
六
、
以
下
、
武
邑
一
九
八
六
）
三
一
四
頁
四
〜
一
〇
行
に

お
け
る
ペ
リ
オ
写
本
の
翻
刻
を
、
校
訂
は
沈
剣
英
『
敦
煌
因
明
文
献
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版

社
、
二
〇
〇
八
）
二
九
三
頁
二
〇
〜
二
五
行
を
参
照
。『
明
灯
抄
』（
T
68,432c21-26）
に
は

同
文
が
典
拠
は
示
さ
れ
ず
に
引
か
れ
る
。
一
方
、
元
興
寺
明
詮
は
『
因
明
大
疏
裏
書
』（
大
正

蔵
二
二
七
四
番
）
に
お
い
て
刊
本
系
本
文
を
引
用
す
る
（
T
69,167b1-2）。

(29
)
北
川
秀
則
『
イ
ン
ド
古
典
論
理
学
の
研
究
袞
陳
那
（
D
ignāga）
の
体
系
袞
』（
鈴
木
学

術
財
団
、
一
九
六
五
、
以
下
、
北
川
1965）
九
六
頁
、
桂
（
1977:119,sec.2）
の
解
説
を
参

照
。

(30
)
四
種
の
不
成
立
因
と
は
『
正
理
門
論
』
の
表
現
に
し
た
が
え
ば
「
彼
此
同
許
定
非
宗
法
」

（
1b17）、「
敵
論
不
同
許
」（
1b18-19）、「
猶
豫
」（
1b19）、「
有
法
不
成
」（
1b21）
の
場
合

で
あ
り
、
玄
奘
訳
『
因
明
入
正
理
論
』（
大
正
蔵
一
六
三
〇
番
）
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
両
俱
不
成
」

（
11c13）、「
随
一
不
成
」（
11c14）、「
猶
予
不
成
」（
11c15）、「
所
依
不
成
」（
11c16）
に
対

応
す
る
。

(31
)
『正
理
門
論
』
1b11:「
此
中
『
宗
法
』
唯
取
立
論
及
敵
論
者
決
定
同
許
」。
梵
文
断
片
は

paks.adharm
ovādiprativādinicitogr.hyate
で
あ
る
。
訳
注
は
桂
（
1977:122,sec.2.2）

ほ
か
、
Giuseppe
T
ucci,T
he
N
yāyam
ukha
ofD
ignāga:T
he
O
ldestBuddhistT
ext

on
Logic
after
Chinese
and
T
ibetan
M
aterials
(H
eidelberg
1930),p.13
(以
下
、
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T
ucci1930),T
ang
M
ingjun,A
Study
ofGom
yō’s
“Exposition
ofH
etuvidyā”:T
ext,

T
ranslation
and
Com
m
ents
(1)
(Gregor
Paul,ed.,Logic
in
BuddhistScholastic-

ism
:From
Philosophical,Philological,H
istoricaland
Com
parative
Perspectives,

Lum
bini2015,255-350),pp.291-295
を
参
照
。

(32
)
本
文
は
、
呂
・
印
滄
（
1928:5,sec.12
[32]）、
T
ucci(1930:14)、
宇
井
（
1965:

565）、
桂
（
1977:124-125,sec.2.3）
を
参
照
。

(33
)
『集
量
論
』
の
対
応
箇
所
は
、
PSV
(K
)
P127b7-8
ad
PS
3.10cd-11ab
(K
itagaw
a

1965:481,9-11);PSV
(V
)D
43a3,P45b8-46a1(K
itagaw
a1965:481,9-11)
を
参
照
。

和
訳
は
北
川
（
1965:153）
を
参
照
。『
正
理
門
論
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
呂
（
1928:24,

sec.32）、
T
ucci(1930:14-15,n.27)、
桂
（
1977:124,n.1）
を
参
照
。

(34
)
『集
量
論
』
の
関
連
箇
所
と
梵
文
断
片
に
つ
い
て
は
、
宇
井
（
1965:561）、
桂
（
1977:

119,n.1）
及
び
岡
崎
康
浩
『
ウ
ッ
ド
ヨ
ー
タ
カ
ラ
の
論
理
学
袞
仏
教
論
理
学
と
の
相
克
と
そ

の
到
達
点
袞
』（
平
楽
寺
書
店
、
二
〇
〇
五
）
二
七
一
頁
注
三
八
七
を
参
照
。

(35
)
『因
明
入
正
理
門
論
述
記
』（
卍
続
蔵
847
番
)
X
53,668b18-22
も
参
照
。﹇
校
勘
記
﹈

①
「
論
」〔
大
〕、「
論
」
脱
〔
続
〕。
②
「
眼
」
校
者
修
正
、「
聞
」〔
大
、
続
〕。
③
「
解
」

〔
大
・
甲
本
注
「
解
カ
」〕、「
餘
」〔
大
、
続
〕。
慧
沼
『
因
明
義
断
』
の
引
用
も
参
照
。
T
44,

146a8-10:「
又
『
理
門
論
』
云
。『
是
故
此
中
唯
取
彼
此
俱
定
許
義
、
則
爲
善
説
。
由
是
若
有

彼
此
＊
不
同
許
定
非
宗
法
』」（
＊
「
不
」
字
脱
甲
本
）。
大
正
蔵
の
底
本
は
「
勘
同
目
録
」（
四

七
五
頁
中
〜
下
段
、
一
八
四
一
番
）
に
よ
れ
ば
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
に
筆
写
さ
れ
た
興

福
寺
所
蔵
の
写
本
で
あ
り
、
甲
本
と
し
て
正
徳
二
年
（
一
七
〇
二
）
に
筆
写
さ
れ
た
東
大
寺
写

本
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
三
世
紀
初
頭
の
興
福
寺
写
本
の
方
が
刊
本
系
に
一
致
し
、
一
八
世

紀
初
頭
の
甲
本
が
写
本
系
本
文
に
一
致
す
る
の
は
興
味
深
い
。

(36
)
[校
異
﹈
①
「
宗
因
門
」〔
麗
〕、「
因
宗
門
」〔
剛
、
興
、
春
、
宮
、
三
、
磧
、
浄
〕。
②

「
無
形
礙
」〔
麗
、
宮
、
三
、
磧
、
浄
〕、「
無
質
礙
」〔
剛
、
興
、
春
〕。
本
文
は
、
呂
・
印
滄

（
1928:6,sec.19
[39]）、
T
ucci(1930:20,n.39)、
宇
井
（
1965:577）、
桂
紹
隆
「
因
明

正
理
門
論
研
究
﹇
二
﹈（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
八
、
一
九
七
八
、
一
一
〇
〜
一
三
〇
、

以
下
、
桂
1978）
一
一
七
頁
を
参
照
。「
因
宗
門
」
に
つ
い
て
呂
・
印
滄
（
1928）
は
「
因
宗

門
、
集
量
云
因
及
宗
之
門
gtan-tshigs-dan
(read
dang)
dam
-bcah-bahisgo、
謂
合
因
與

宗
而
說
、
其
詞
若
因
、
其
實
則
宗
也
」
と
注
記
す
る
。

(37
)
北
川
（
1965:162,n.268）
は
「『
但
立
宗
斥
彼
因
過
』
の
一
句
は
筆
者
に
は
明
ら
か
で

は
な
い
の
で
﹇
引
用
者
注
：
集
量
論
の
﹈
和
訳
は
こ
の
点
に
は
と
ら
わ
れ
な
か
っ
た
」
と
指
摘

す
る
。

(38
)
以
下
の
解
説
は
桂
（
1978:117-118）
に
も
と
づ
く
。

(39
)
『集
量
論
』
の
蔵
訳
は
PSV
(K
)
P129a3-4
(K
itagaw
a
1965:485,8-11;n.a.PSV

[V
]
)を
参
照
。
訳
注
は
呂
（
1928:26,sec.39
[19]）、
北
川
（
1965:161-162）
を
参
照
。

(40
)
『因
明
入
正
理
門
論
述
記
』
X
53,670c21-671a7
も
参
照
。﹇
校
勘
記
﹈
①
「
論
」〔
大
〕、

「
論
」
脱
〔
続
〕。
②
「
彼
因
」〔
大
・
甲
本
注
「
彼
因
カ
」）、「
彼
」〔
大
、
続
〕。
③
「
業
」

〔
大
・
甲
本
注
「
業
カ
」〕、「
示
」〔
大
、
続
〕。
④
「
知
」〔
続
〕、「
智
」〔
大
〕。
⑤
「
無
」
校

者
修
正
、「
亦
」〔
大
・
続
〕。
⑥
「
斥
彼
」〔
大
・
甲
本
〕、「
彼
斥
」〔
大
・
続
〕。

(41
)
浅
見
で
は
、
刊
本
系
の
「
後
但
立
宗
斥
彼
因
過
」
の
本
文
が
も
し
も
「
斥
彼
因
過
、
後
但

立
宗
」（
四
言
句
の
順
序
を
逆
に
す
る
）
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
『
集
量
論
』
の
本
文
に
や
や
接

近
す
る
。

(42
)
明
代
の
王
肯
堂
集
釈
『
因
明
入
正
理
論
集
解
』（
卍
続
蔵
八
五
七
番
、
X
53,922b22）
は

刊
本
系
本
文
に
よ
っ
て
引
用
す
る
。

(43
)
本
文
は
、
呂
・
印
滄
（
1928:13,sec.71
[90]）、
T
ucci(1930:47,n.84)、
宇
井

（
1965:625）、
桂
紹
隆
「
因
明
正
理
門
論
研
究
﹇
四
﹈」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
一
、

一
九
八
一
、
六
二
〜
八
二
）
七
九
頁
第
5.7
節
を
参
照
。

(44
)
還
梵
は
K
atsura
Shoryu,“A
Reporton
the
Study
ofSanskritM
anuscriptofthe

Pram
ān.asam
uccayat.īkā
Chapter
4:
Recovering
the
Exam
ple
Section
of
the

N
yāyam
ukha”(『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
四
・
三
、
二
〇
一
六
、
一
二
三
七
〜
一
二
四
五
、

以
下
、
K
atsura
2016)
一
二
三
九
頁
、
PS
4.10cd-11ab
を
参
照
。
蔵
訳
は
PS
(K
)

P151b5-6
(K
itagaw
a
1965:525,8-11);PS
(V
)
D
62b3-4,P66a8-b1
(K
itagaw
a
1965:

525,8-11)
を
参
照
。
PS
(K
)
の
和
訳
は
北
川
（
1965:273）
を
参
照
。
呂
（
1928:37,sec.

90
[71]）
の
解
釈
は
PS
(V
)
に
準
拠
す
る
。
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(45
)
K
atsura
(2016:1239-1240)
を
参
照
。

(46
)
こ
こ
に
引
用
し
た
『
集
量
論
複
注
』
は
偈
頌
の
解
説
中
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
、
偈
頌
に
対

す
る
注
釈
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
PST.
B
181a3
ad
PS
4.11ab;PST.
(T
)
D
225a6-7,

P255b3
を
参
照
。

(47
)
当
該
箇
所
は
『
集
量
論
論
複
注
』
第
四
章
末
尾
に
あ
た
る
（
PST.B
191a6-7;PST.[T
]

D
237b2,P268b4-5）。

(48
)
『集
量
論
』
自
注
部
分
の
還
梵
＊
upadar
yā
(nye
bar
bstan
par
bya
ba)
は
PST.
B

181a6
(PST.
[T
]
D
225b3,P255b7)
に
、
＊
na
cāsti(yod
pa
yang
m
a
yin)
は
PST.
B

181a6-7
(PST.
[T
]
D
225b4,P255b7)
に
み
ら
れ
る
同
一
表
現
に
依
拠
す
る
。
蔵
訳
は
、

PSV
(K
)
P151b7-8
ad
PS
4.11
(K
itagaw
a
1965:525,15-526,2);PSV
(V
)
D
62b5,

P66b2-3
(K
itagaw
a
1965:525,18-526,2)
を
参
照
。
和
訳
は
北
川
（
1965:274）
を
参
照
。

呂
（
1928:37,sec.91
[70]）
は
当
該
箇
所
の
訳
を
含
ま
な
い
。

(49
)
別
の
可
能
性
と
し
て
、
否
定
辞
の
有
無
を
示
す
『
集
量
論
』
の
二
種
の
蔵
訳
の
問
題
は
梵

文
写
本
の
伝
承
に
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
＊
ca
vyāvr.ttir
vipaks.a-

tah.(PS
[V
]、
PST.、
刊
本
系
）、
あ
る
い
は
＊
cāvyāvr.ttir
vipaks.atah.(PS
[K
]、
写
本

系
）
と
い
っ
た
相
違
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。

(50
)
賛
寧
等
撰
『
宋
高
僧
伝
』（
大
正
蔵
二
〇
六
一
番
）
巻
四
・
慧
沼
伝
（
T
50,728c12）、

川
口
高
風
「
中
国
律
宗
と
義
浄
の
交
渉
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
三
・
一
、
一
九
七
四
、

三
二
二
〜
三
二
五
）
な
ど
を
参
照
。

(51
)
関
連
文
献
は
室
屋
（
二
〇
一
七
・
九
三
〜
九
四
）
を
参
照
。『
集
量
論
』
第
二
章
に
つ
い

て
は
、
H
orst
Lasic,D
ignāga
and
the
S.as.t.itantra:Philologicalobservations
on
a

text
criticized
in
the
Pram
ān.asam
uccaya,
in:
H
orst
Lasic,
X
uezhu
Li
(eds.),

Sanskrit
m
anuscripts
in
China
II,
Proceedings
of
a
panel
at
the
2012
Beijing

Sem
inar
on
T
ibetan
Studies,A
ugust1
to
5,Beijing
2016
(2017),155-172;H
orst

Lasic,“D
ignāga
on
a
Fam
ousSān.khya
D
efinition
ofInference”(W
ienerZeitschrift

für
die
K
unde
Südasiens55-56,2015-2018,51-65)
を
参
照
。

(52
)
玄
奘
訳
『
因
明
入
正
理
論
』
に
お
け
る
「
差
別
為
性
」（
T
32,11b3-4）
に
関
し
て
よ
く

知
ら
れ
た
論
争
に
つ
い
て
も
、
定
賓
が
興
味
深
い
見
解
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
定
賓
疏
の
佚
文

に
伝
え
ら
れ
る
。「
差
別
性
故
」
を
正
文
と
す
る
慈
恩
ら
と
、「
差
別
為
性
」
と
い
う
本
文
に
修

正
し
よ
う
と
す
る
呂
才
と
文
軌
と
の
間
に
そ
の
可
否
を
め
ぐ
る
論
争
が
あ
り
、
慈
恩
一
門
は
文

軌
ら
を
激
し
く
批
判
す
る
。
こ
の
二
種
の
漢
訳
の
相
違
に
つ
い
て
、
定
賓
は
文
軌
ら
の
改
変
が

慈
恩
ら
の
参
照
す
る
梵
本
と
は
別
の
梵
本
に
み
ら
れ
る
異
文
に
基
づ
い
て
い
る
と
説
明
す
る
が

（
今
詳
梵
本
、
蓋
有
両
異
）、
定
賓
の
言
及
す
る
二
種
の
梵
本
に
つ
い
て
の
詳
細
は
知
ら
れ
て
い

な
い
。『
明
灯
抄
』
巻
二
本
（
T
68,250a2）、『
因
明
大
疏
抄
』
巻
八
（
T
68,473b27-28）
を

参
照
。「
今
詳
梵
本
、
蓋
有
両
異
」
と
い
う
表
現
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
今
は
善
珠
の
「
若
依

賓
意
、
有
二
梵
本
」
に
し
た
が
っ
た
。『
明
灯
抄
』
巻
二
本
（
T
68,250b5）、『
因
明
大
疏
抄
』

巻
八
（
T
68,473c16）
を
参
照
。「
差
別
性
故
」
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
は
、
武
邑
（
一
九

八
六
・
二
二
二
〜
二
二
六
）、
後
藤
（
二
〇
一
九
・
九
五
〜
一
二
五
）
な
ど
に
詳
し
い
。
関
連

す
る
二
次
文
献
も
紹
介
さ
れ
る
後
藤
氏
は
「
今
詳
梵
本
、
蓋
有
両
異
」
に
つ
い
て
「
玄
奘
の
訳

し
直
し
」
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
（
一
一
二
頁
注
二
四
）。

（ 63 ）



附
録

(公
財
）
東
洋
文
庫
蔵
春
日
版
『
因
明
正
理
門
論
本
』
の
解
題
と
翻
刻

は
じ
め
に

小
論
で
紹
介
し
た
春
日
版
『
因
明
正
理
門
論
本
』
と
は
、
日
本
唯
識
法
相
宗
の
奈
良
興

福
寺
に
お
い
て
、
平
安
朝
よ
り
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
開
板
さ
れ
た
一
般
に
「
春
日
版
」

（
あ
る
い
は
「
春
日
板
」）
と
称
さ
れ
る
古
刊
本
の
一
つ
で
あ
る
。
大
屋
徳
城
氏
に
よ
れ
ば(1)、

春
日
版
の
開
板
に
は
、
春
日
明
神
の
法
楽
に
供
え
そ
の
神
威
を
増
す
こ
と
で
、
や
が
て
は

「
唯
識
中
道
の
慧
命
」
の
継
続
を
う
な
が
し
、「
法
相
の
流
通
」
を
助
け
よ
う
と
す
る
目
的

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
春
日
版
の
「
春
日
」
と
は
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
っ
た
春
日
社
の

こ
と
で
あ
り
、
春
日
明
神
は
「
興
福
寺
の
法
相
擁
護
の
神
明
」
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い

た
。
春
日
版
に
は
因
明
の
著
作
も
含
ま
れ
て
お
り
、
興
福
寺
の
大
乗
院
大
僧
正
の
実
尊

（
一
一
八
〇
〜
一
二
三
六(2)）
が
「
夏
中
談
義
料
に
施
入
」
し
た
と
い
う
寛
喜
二
年
（
一
二
三

〇
）
三
月
二
日
付
の
記
録
に
示
さ
れ
る
よ
う
に(3
)、

正
理
門
論
も
ま
た
春
日
明
神
の
法
楽
の

た
め
に
奉
納
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

小
論
で
参
照
し
た
春
日
版
は
、
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
の
刊
記
を
も
つ
鎌
倉
時
代
の

刊
本
で
あ
る
。
現
在
は
、
東
洋
文
庫
に
「
旧
岩
崎
文
庫
貴
重
書
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
る
。

来
歴
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
、
巻
子
本
の
表
紙
に
記
さ
れ
た
「
実
英
」
の
墨
書
、
経
箱

の
蓋
裏
に
あ
る
「
稲
田
福
堂
図
書
」
の
印
記
、
表
紙
見
返
の
「
雲

文
庫
」
の
朱
印
、
外

装
紙
の
「
和
田
維
四
郎
氏
所
蔵
」
の
墨
書
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
実
英
が
著
名

な
東
大
寺
清
涼
院
の
実
英
で
あ
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
明
治
期
に
民
間
に
流
通
し

た
後
は
、
稲
田
政
吉
、
和
田
維
四
郎
、
岩
崎
久
弥
の
諸
氏
の
旧
蔵
に
な
っ
た
も
の
と
み
ら

れ
る
。
大
屋
徳
城
『
寧
楽
刊
経
史
』（
内
外
出
版
、
一
九
二
三
、
九
一
頁
）
に
は
本
春
日
版

が
「
雲
村
文
庫
旧
蔵
、
見
在
岩
崎
文
庫
」
と
し
て
刊
記
と
と
も
に
言
及
さ
れ
る
。
和
田
氏

所
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
高
橋
美
章
編
『
雲
村
文
庫
目
録
』（
甲

第
四
輯
一
三
頁
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

一

書
誌
情
報

以
下
の
書
誌
情
報
は
、
主
に
、
亀
井
孝
他
編
『
岩
崎
文
庫
貴
重
書
書
誌
解
題
Ⅰ
』（
東

洋
文
庫
、
一
九
九
〇
、「
解
題
」
三
七
頁
、
図
録
三
八
頁
）、『
岩
崎
文
庫
和
漢
書
目
録
』（
東
洋

文
庫
、
一
九
三
四
、「
古
刊
本
、
鎌
倉
期
」
一
〇
頁
以
下
）
に
基
づ
い
て
お
り
、
一
部
、
筆
者

の
実
見
調
査
に
基
づ
い
て
変
更
を
加
え
て
い
る
。

所
蔵
：（
公
財
）
東
洋
文
庫
、
旧
岩
崎
文
庫
貴
重
書
、
貴
二
・
Ｃ
・
ｂ
・
1

刊
行
：
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
刊
、
奈
良
興
福
寺
、
弘
睿
開
板

経
箱
：
桐
箱
（
横
七
・
四
糎
、
縦
二
八
・
六
糎
、
高
六
・
六
糎
）、
身
側
面
「
因
明
正
理
門

論
（
春
日
版
）」

蓋
表
「
春
日
版
因
明
正
理
門
論
」、
蓋
裏
朱
印
「
稲
田
／
福
堂
／
圖
書
」

外
装
：
和
紙
、
墨
書
「
因
明
正
理
論
一
巻

和
田
維
四
郎
氏
所
蔵
」

装
丁
：
巻
子
一
軸
、
軸
な
し
、
紐
な
し
、
裏
面
に
補
修
箇
所
多
数

表
紙
：
改
装
、
生
漉
斐
紙
（
紙
高
二
六
・
二
糎
、
紙
幅
一
八
・
八
糎
）

外
題
：
打
付
書
「
囙
明
正
理
門
論
」

内
題
：「
因
明
正
理
門
論
本
一
卷
」

尾
題
：「
因
明
正
理
門
論
本
一
卷
」

料
紙
等
：
楮
紙
、
本
文
二
〇
紙
、
末
尾
（
空
白
）
二
紙
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寸
法
：（
一
紙
）
紙
高
二
六
・
四
糎
、
紙
幅
四
〇
・
二
糎
（
第
一
紙
）

(本
文
）
字
高
二
〇
・
二
糎
、
天
界
二
・
二
糎
、
地
界
三
・
六
糎
、
字
幅
一
・

四
糎
（
第
一
紙
）

版
式
：
無
辺
無
界
、
毎
紙
二
〇
乃
至
二
一
行
、
毎
行
一
七
字
（
五
字
偈
二
〇
字
、
七
字
偈

一
四
字
）

巻
末
刊
語
：「
沙
門
弘
睿
蒙
満
寺
衆
命
造
正
理
論
摸
矣
／
貞
應
壬
午
中
夏
下
旬
彫
刻
功

畢
／
願
継
應
理
宗
法
命

久
増
春
日
霊
威
光
／
遠
生
有
情
類
慧
解

皆

共
必
得
龍
華
益
」

訓
点
等
：
朱
区
切
点
、
朱
漢
文
註
書
入
、
墨
校
異
、
片
仮
名
書
入

伝
領
識
語
：「
實
英
」（
表
紙
、
左
下
）

印
記
：「
福
堂
」（
朱
印
、
第
一
紙
、
右
下
）、「
雲

文
庫
」（
朱
印
、
表
紙
見
返
、
左
下
）

二

書
入
れ
に
つ
い
て

春
日
版
に
は
朱
点
（
毎
四
言
句
を
原
則
と
し
、
時
に
三
、
五
、
六
言
句(4)）、
行
間
に
朱
筆
で

の
漢
文
の
傍
注
と
、「
イ
」
字
で
示
さ
れ
る
墨
筆
で
の
校
異
、
片
仮
名
の
書
入
れ
が
み
ら

れ
る
。
行
間
の
注
解
の
ほ
と
ん
ど
は
、
元
興
寺
明
詮
（
七
八
九
〜
八
六
八
）
の
『
因
明
大

疏
噵
』（
大
正
蔵
二
二
七
三
番
）
の
細
注
に
同
定
さ
れ
、
異
文
の
多
く
は
大
正
蔵
校
勘
記
の

「
甲
本
」（
龍
谷
大
学
所
蔵
の
写
本
）
に
一
致
す
る
。
一
部
に
大
正
蔵
か
ら
は
知
ら
れ
な
い
文

献
も
参
照
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
書
入
れ
を
行
な
っ
た
注
者
自
身
に
よ
る
も
の
で

あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
前
述
の
東
洋
文
庫
の
目
録
に
よ
れ
ば
、
朱
筆
の
漢
文
注

書
入
れ
は
南
北
朝
期
、
墨
筆
に
よ
る
校
異
と
片
仮
名
の
書
入
れ
は
室
町
中
期
と
い
わ
れ
る
。

三

翻

刻

(一
）
凡

例

一
、
本
翻
刻
は
（
公
財
）
東
洋
文
庫
所
蔵
の
春
日
版
『
因
明
正
理
門
論
本
』
を
底
本
と
す

る
。

一
、
翻
刻
文
は
底
本
の
行
取
り
に
従
い
、
上
段
に
は
行
番
号
、
下
段
に
は
本
文
を
か
か
げ

る
。

一
、
翻
刻
に
際
し
て
字
配
り
、
文
字
の
配
置
な
ど
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
底

本
に
従
う
。

一
、
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
正
字
体
を
用
い
る
が
、
底
本
の
字
体
が
正
字
体
と
異
な
る
場

合
は
通
行
の
字
体
に
改
め
る
。
複
数
の
字
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
（
例
え
ば
、

無
と
无
、
爾
と
尒
、
亦
と
亜
）、
底
本
の
字
体
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
。

一
、
底
本
に
蟲
損
に
よ
る
文
字
の
欠
損
の
あ
る
場
合
は
、
判
読
不
能
な
も
の
は
「
□
」
で

示
し
、
判
読
可
能
な
場
合
は
該
当
文
字
を
□
で
囲
む
。「
○
」
は
挿
入
符
、「
／
」
は
改

行
、「｛
｝」
は
削
除
を
表
す
。

一
、
諸
本
の
校
合
に
よ
り
誤
刻
、
衍
字
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
で
も
、
こ
れ
を
改
め
ず
翻
刻

す
る
。

一
、
朱
点
は
中
黒
「
・
」
で
示
す
。

一
、
底
本
の
行
間
、
欄
外
の
注
記
は
尾
注
に
示
す
。
典
拠
の
同
定
さ
れ
る
場
合
は
本
文
と

と
も
に
示
す
。
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(二
）
本

文

(第
一
紙
)

1

因
明
正
理
門
論
本
一
卷

大
域
龍
菩
薩
造

沙
門(5)玄
弉
奉

詔
譯

2

爲
欲
簡
持
･能
立
能
破
･義
中
眞
實
･故
造
斯
論
･

3

宗
等
多
言
說
能
立

是
中
唯
取
隨
自
意

4

樂(6)爲
所
立
說
名
宗

非
彼
相
違
義
能
遣

5

宗
等
多
言
･說
能
立
者
･由
宗
因
喩
多
言
･辯
說
他

6

未
了
義
･故
此
多
言
･於
論
式
等
･說
名
能
立
･又
以

7

一
言
･說
能
立
者
･爲
顯
捴
成
･一
能
立
性
･由
此
應

8

知
･隨
有
所
闕
･名
能
立
過
･言
是
中
者
･起
論
端
義
･

9

或
簡
持
義
･是
宗
等
中
･故
名
是
中
･言
唯
取
者
･是

10

簡
別
義
･隨
自
意
顯
･不
顧
論
宗
･隨
自
意
立
･樂
爲

11

所
立
･謂
不
樂
爲
･能(7)成
立
性
･若
異
此(8
)者

･說
所
成

12

立
･似
因
似
喩
･應
亜
名
宗
･爲
顯
離
餘
･立
宗
過
失
･

13

故
言
非
彼
相
違
義
遣
･若
非
違
義
･言
聲
所
遣
･如

14

立
一
切
･言
皆
是
妄
･或
先
所
立
･宗
義
相
違
･如
鵂

15

鶹
子
･立
聲
爲
常
･又
若
於
中
･由
不
共
故
･无
有
比

16

量
･爲
極
成
言
･相
違
義
遣
･如
說
懷
兎
･非
月
有
故
･

17

又
於
有
法
･即
彼
所
立
･爲
此
極
成
･現
量
比
量
･相

18

違
義
遣
･如
有
成
立
･聲
非
所
聞
･瓶
是
常
等
･諸
有

(第
二
紙
)

19

說
言
･宗
因
相
違
･名
宗
違(9
)者

･此
非
宗
過
･以
於
此

20

中
･立
聲
爲
常
･一
切
皆
是
･无
常
故
者
･是
喩
方
便
･

21

惡
立
異
法
･由
合
喩
顯
･非
一
切
故
･此
因
非
有
･以

22

聲
攝
在
･一
切
中
故
･或
是
所
立
･一
分
義
故
･此
義

23

不
成
･名
因
過
失
･喩
亦
有
過
･由
異
法
喩
･先
顯
宗

24

無
･後
說
因
無
･應
如
是
言
･無
常
一
切
･是
謂
非
非
･

25

一
切
故
義
･然
此
倒
說
･一
切
無
常
･是
故
此
中
･喩

26

亦
有
過
･

27

如
是
已
說
･宗
及
似
宗
･因
與
似
因
･多
是
宗
法
･此

28

差
別
相
･今
當
顯
示
･

29

宗
法(10)於
同
品

謂
有
非
有
俱

於
異
品
各
三

有
非
有
及
二

30

豈
不
惣(11)以
･樂
所
成
立
･合
說
爲
宗
･云
何
此
中
･乃

31

言
宗
者
･唯
取
有
法
･此
无
有
失
･以
其
惣(12)聲
･於
別(13
)

32

亜
轉
･如
言
燒
衣
･或
有
宗
聲
･唯
詮
於
法
･此
中
宗(14)

33

法(15
)･唯

取
立
論
･及
敵
論
者
･決
定
同
許(16
)･於

同
品
中
･

34

有
非
有
等
･亜
復
如
是
･何
以
故
･今
此
唯
依
･證
了

35

因
故
･但
由
智(17)力
･了
所
說
義
･非
⃞如
生
因
･由
能
起

36

用
･若
尒
既
取
智(18)･爲
了
因
･是
言(19
)便

失
･能
成
立
義
･

37

此
亜
不
然
･令
彼
憶
念
･本
極
成
故
･是
故
此
中
･唯

38

取
彼
此
･俱
定
許
義
･即
爲
善
說
･由
是
若
有
･彼
此

(第
三
紙
)

39

同
許
･定
非
宗
法
･如
有
成
立
･聲
是
无
常
･眼
所
見

40

故
･又
若
敵
論
･不
同
許
者
･如
對
顯
論
･所
作
性
故
･
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41

又
若
猶
豫
･如
依
烟
等
･起
疑
惑
時
･成
立
大
種
･和

42

合
火
有
･以
現
烟
故
･或
於
是
處
･有
法
不
成
･如
成

43

立
我
･其
體
周
遍
･於
一
切
處
･生
⃞樂
等
故
･如
是
所

44

說
･一
切
品
類
･所
有
言
詞
･皆
非
能
立
･於
其
同
品
･

45

有
非
有
等
･亦
隨
所
應
･當
如
是
說
･於
當
所
說
･因

46

與
相
違
･及
不
定
中
･唯
有
共
許
･決
定
言
詞
･說
名

47

能
立
⃞・
或
名
能
破
･非
互
不
成
･猶
豫
言
詞
･復
待
成

48

故
･夫
立
宗
法
･理
應
更
以
･餘
法
爲
因
･成
立
此
法
･

49

若
即
成
立
･有
法
爲
有
･或
立
爲
無
･如
有
成
立
･最

50

勝
爲
有
･現
見
別
物
･有
惣
類
故
･或
立
爲
无
･不
可

51

得
故
･其
義
云
何
･此
中
但
立
･別
物
定
有
･一
因
爲

52

宗
･不
立
最
勝
･故
无
此
失
･若
立
爲
无
･亦
假
安
立
･

53

不
可
得
法
･是
故
亦
无
･有
有
法
過
･若
以
有
法
･立

54

餘
有
法
･或
立
其
法
･如
以
烟
立
火
･或
以
火
立
觸
･

55

其
義
云
何
･今
於
此
中
･非
以
成
立
･火
觸
爲
宗
･但

56

爲
成
立
･此
相
應
物
･若
不
尒
者
･依
烟
立
火
･⃞依
火

57

立
觸
･應
成
宗(20)義
･一
分
爲
因
･又
於
此
中
･非
欲
成

58

立
･火
觸
有
性
･共
知
有
故
･又
於
此
中
･觀
所
成
故
･

(第
四
紙
)

59

立
法
有
法
･非
徳(21)有
徳(22
)故

无
有
過
･重
說
頌
言
･

60

有
法
非
成
於
有
法

及
法(23)此
非
成
有
法

61

但
由
法
故
成
其
法

如
是
成
立
於
有
法

62

若
有
成
立
･聲
非
是
常
･業
等
應
常
故
･常
應
可
得

63

故
･如
是
云
何
･名
爲
宗
法
･此
說
彼
過
･由
因
宗
門
･

64

以
有
所
立
･說
應
言
故
･以
先
立
常
･無
質
礙
故
･後

65

約
因
宗
･以
斥
彼
過
･若
如
是
立
･聲
是
无
常
･所
作

66

非
常
故
･常
非
所
作
故
･此
復
云
何
･是
喩
方
便
･同

67

法
異
法
･如
其
次
第
･宣
說
其
因
･宗
定
隨
逐
･及
宗

68

无
處
･定
无
因
故
･以
於
此
中
･由
合
顯
示
･所
作
性

69

因
･如
是
此
聲
･定
是
所
作
･非
非
所
作
･此
所
作
性
･

70

定
是
宗
法
･重
說
頌
言
･

71

說
因
宗
所
隨

宗
無
因
不
有

依
第
五
顯
喩

由
合
故
知
因

72

由
此
已
釋
･反
破
方
便
･以
所
作
性
･於
无
常
見
故
･

73

於
常
不
見
故
･如
是
成
立
･聲
非
是
常
･應
非
作
故
･

74

是
故
□順
成
･反
破
方
便
･非
別
解
因
･如
破
數
論
･我

75

已
廣
辯
･故
應
且
止
･廣
諍
傍
論
･

76

如
是
宗
法
･三
種
差
別
･謂
同
品
有
･非
有
及
俱
･先

77

除
及
字
･此
中
若(24)品
･与
所
立
法
･隣
近
均
等
･說
名

78

同
品
以
一
切
義
･皆
名
品
故
･若
所
立
无
･說
名
異

79

品
･非
與
同
品
･相
違
或
異
･若
相
違
者
･應
唯
簡
別
･

(第
五
紙
)

80

若
別
異
者
･應
無
有
因
･由
此
道
理
･所
作
性
故
･能

81

成
无
常
･及
无
我
等
･不
相
違
故
･若
法
能
成
･相
違

82

所
立
･是
相
違
過
･即
名
似
因
･如
无
違
法
･相
違
亦

83

尒
･所
成
法
无
･定
无
有
故
･非
如
瓶
等
･因
成
猶
豫
･

84

於
彼
展
轉
･无
中
有
故
･以
所
作
性
･現
見
離
瓶
･於
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85

衣
等
有
･非
離
无
常
･於
无
我
等
･此
因
有
故
･云
何

86

別
法
･於
別
處
轉
･由
彼
相
似
･不
說
異
名
･言
即
是

87

此
･故
无
有
失
･若
不
說
異
･云(25)何
此
因
･說
名
宗
法
･

88

此
中
但
說
･定
是
宗
法
･不
欲
說
言
･唯
是
宗
法
･若

89

尒
同
品(26)･應
亜
名
宗
･不
然
別
處
･說
所
成
故
･因
必

90

無
異
･方
成
比
量
･故
不
相
似
･又
此
一
一
･各
有
三

91

種
･謂
於
一
切
･同
品
有
中
･於
其
異
品
･或
有
非
有
･

92

及
有
非
有
･於
其
同
品
･非
有
及
俱
･各
有
如
是
･三

93

種
差
別
･若
无
常
宗
･全
无
異
品
･對
不
立
有
･虚
空

94

等
論
･云
何
得
說
･彼
處
此
無
･若
彼
无
有
･於
彼
不

95

轉
･全
無
有
疑
･故
无
此
過
･如
是
合
成
･九
種
宗
法
･

96

隨
其
次
第
･略
辨
其
相
･謂
立
聲
常
･所
量
性
故
･或

97

立
無
常
･所
作
性
故
･或
立
勤
勇
無
間
所
發
･无
常

98

性
故
･或
立
爲
常
･所
作
性
故
･或
立
爲
常
･所
聞
性

99

故
･或
立
爲
常
･勤
勇
無
間
所
發
性
故
･或
非
勤
勇

(第
六
紙
)

100

無
間
所
發
･无
常
性
故
･或
立
无
常
･勤
勇
無
間
所

101

發
性
故
･或
立
爲
常
･无
觸
對
故
･如
是
九
種
･二
頌

102

所
攝
･

103

常
無
常
勤
勇

恒
住
堅
牢
性

非
勤
遷
不
變

由
所
量
等
九

104

所
量
作
無
常

作
性
聞
勇
發

無
常
勇
無
觸

依
常
性
等
九

105

如
是
分
別
･說
名
爲
因
･相
違
不
定
･故
本
頌
言
･

106

於
同
有
及
二

在
異
無
是
因

翻
此
名
相
違

所
餘
皆
不
定

107

此
中
唯
有
･二
種
名
因
･謂
於
同
品
･一
切
遍
有
･異

108

品
遍
無
･及
於
同
品
･通
有
非
有
･異
品
遍
无
･於
初

109

後
三
･各
取
中
一
･復
唯
二
種
･說
名
相
違
･能
倒
立

110

故
･謂
於
異
品
･有
及
二
種
･於
其
同
品
･一
切
遍
無

111

第
二
三
中
･取
初
後
二
･所
餘
五
種
･因
及
相
違
･皆

112

不
決
定
･是
疑
因
義
･又
於
一
切
･因
等
相
中
･皆
說

113

所
說
･一
數
同
類
･勿
說
二
相
･更
互
相
違
･共
集
一

114

處
･猶
爲
因
等
･或
於
一
相
･同
作
事
故
･成
不
遍
因
･

115

理
應
四
種
･名
不
定
因
･二
俱
有
故
･所
聞
云
何
･由

116

不
共
故
･以
若
不(27
)共

･所
成
立
法
･所
有
差(28)別
･遍
攝

117

一
切
･皆
是
疑
因
･唯
彼(29
)有

性
･彼
所
攝
故
･一
向(30)離

118

故
･諸
有
皆
共
･無
簡
別
因
･此(31
)唯

於
彼
･俱(32)不
相
違
･

119

是
疑
因
性
･若
於
其
中
･俱
分
是
有
･亦
是
定
因
･簡

(第
七
紙
)

120

別
餘
故
･是
名
差
別
･若
對
許
有
･聲
性
是
常
･此
應

121

成
因
･若
於
尒
時
･無
有
顯
示
･所
作
性
等
･是
无
常

122

因
･容
有
此
義
･然
俱
可
得
･一
義
相
違
･不
容
有
故
･

123

是
猶
豫
因
･又
於
此
中
･現
教
力
勝
･故
應
依
此
･思

124

求
決
定
･攝
上
頌
言
･

125

若
法
是
不
共

共
決
定
相
違

遍
一
切
於
彼

皆
是
疑
因
性

126

邪
證
法
有
法

自
性
或
差
別

此
成
相
違
因

若
无
所
違
害

127

觀
宗
法
審
察

若
所
樂
違
害

成
躊(33
)躇
顚
倒

異
此
无
似
因

128

如
是
已
辯
･因
及
似
因
･喩
今
當
說
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129

說
因
宗
所
隨

宗
无
因
不
有

此
二
名
譬
喩

餘
皆
此
相
似

130

喩
有
二
種
･同
法
異
法
･同
法
者
･謂
立
聲
无
･常
勤

131

勇
无
間
所
發
性
故
･以
諸
勤
勇
无
間
所
發
･皆
見

132

无
常
･猶
如
瓶
等
･異
法
者
･謂
諸
有
常
住
･見
非
勤

133

勇
無
間
所
發
･如
虚
空
等
･前
是
遮
詮
･後
唯
止
濫
･

134

由
合
及
離
･比
度
義
故
･由
是
雖
對
･不
立
實
有
･太

135

虚
空
等
･而
得
顯
示
･无
有
宗
處
･无
因
義
成
･復
以

136

何
縁
･第
一
說
因
･宗
所
隨
逐
･第
二
說
宗
无
･因
不

137

有
･不
說
因
无
･宗
不
有
邪
･由
如
是
說
･能
顯
示
因
･

138

同
品
定
有
･異
品
遍
无
･非
顚
倒
說
･又
說
頌
言
･

139

應
以
非
作
證
其
常

或
以
无
常
成
所
作

140

若
尒
應
成
非
所
說

不
遍
非
樂
等
合
離

(第
八
紙
)

141

如
是
已
說
･二
法
合
離
･順
反
兩
喩
･餘
此
相
似
･是

142

似
喩
義
･何
謂
此
餘
･謂
於
是
處
･所
立
能
立
･及
不

143

同
品
･雖
有
合
離
･而
顚
倒
說
･或
於
是
處
･不
作
合

144

離
･唯
現
所
立
･能
立
俱
有
･異
品
俱
无
･如
是
二
法
･

145

或
有
隨
一
･不
成
不
遣
･或
有
二
俱
･不
成
不
遣
･如

146

⃞立
聲
常
･无
觸
對
故
･同
法
喩
言
･諸
无
觸
對
･見
彼

147

皆
常
･如
業
･如
極
微
･如
瓶
等
･異
法
喩
言
･謂
諸
无

148

常
･見
有
觸
對
･如
極
微
･如
業
･如
虚
空
等
･由
此
已

149

說
･同
法
喩
中
･有
法
不
成
･謂
對
不
許
･常
虚
空
等
･

150

爲
要
具
二
･譬
喩
言
詞
･方
成
能
立
･爲
如
其
因
･俱(34
)

151

隨
說
一
･若
就
正
理
･應
具
說
二
･由
是
具
足
･顯
示

152

所
立
･不
離
其
因
･以
具
顯
示
･同
品
定
有
･異
品
遍

153

无
･能
正
對
治
･相
違
不
定
･若
有
於
此
･一
分
已
成
･

154

隨
說
一
分
･亦
成
能
立
･若
如
其
聲
･兩
義
同
許
･俱

155

不
須
說
･或
由
義
准
･一
能
顯
二
･

156

又
比
量
中
･唯
見
此
理(35
)･若

所
比
處(36)･此
相(37)定
遍
･於

157

餘(38
)同

類
･念
此
定
有
･於
彼(39
)無

處
･念
此(40
)遍

无
･是
故

158

由
此(41
)･生

決
定
解
故
本
頌
言
･

159

如
自
決
定
已

悕(42
)他
決
定
生

說
宗
法
相
應

所
立
餘
遠
離

160

爲
於
所
比
･顯
宗
法
性
･故
說
因
言
･爲
顯
於
此
･不

(第
九
紙
)

161

相
離
性
･故
說
喩
言
･爲
顯
所
比
･故
說
宗
言
･於
所

162

比
中
･⃞除
此
更
无
･其
餘
支
分
･由
是
遮
遣
･餘
審
察

163

等
･及
与
合
結
･若
尒
喩
言
･應
非
異
分
･顯
因
義
故
･

164

事
雖
實
尒
･然
此
因
言
･唯
爲
顯
了
･是
宗
法
性
･非

165

爲
顯
了
･同
品
異
品
･有
性
無
性
･故
須
別
說
･同
異

166

喩
言
･若
唯
因
言
･所
詮
表
義
･說
名
爲
因
･斯
有
何

167

失
･復
有
何
徳
･別
說
喩
分
･是
名
爲
徳
･應
如
世
間

168

所
說
方
便
･与
其
因
義
･都
不
相
應
･若
尒
何
失
･此

169

說
但
應
･類
所
立
義
･无
有
功
能
･非
能
立
義
･由
彼

170

但
說
･所
作
性
故
･所
類
同
法
･不
說
能
立
･所
成
立

171

義
･又
因
喩
別
･此
有
所
立
･同
法
異
法
･終
不
能
顯
･

172

因
与
所
立
･不
相
離
性
･是
故
但
有
･類
所
立
義
･然
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173

⃞无
功
能
･何
故
无
能
･以
同
喩
中
･不
必
宗
法
･宗
義

174

相
類
･此
復
餘
譬(43
)･所

成
立
故
･應
成
无
窮
･又
不
必

175

定
･有
諸
品
類
･非
異
品
中
･不
顯
无
性
･有
所
簡
別
･

176

能
爲
譬
喩
･故
說
頌
言
･

177

若
因
唯
所
立

或
差
別
相
類

譬
喩
應
無
窮

及
不
遮
異
品

178

世
間
但
顯
･宗
因
異
品
･同
處
有
性
･爲
異
法
喩
･非

179

宗
無
處
･因
不
有
性
･故
定
无
能
･若
唯
宗
法
･是
因

180

性
者
･其
有
不
定
･應
亦
成
因
･云
何
具
有
･所
立
能

(第
十
紙
)

181

立
･及
異
品
法
･二
種
譬
喩
･而
有
此
失
･若
於
尒
時
･

182

所
立
異
品
･非
一
種
類
･便
有
此
失
･如
初
後
三
･各

183

㝡
後
喩
･故
定
三
相
･唯
爲
顯
因
･由
是
道
理
･雖
一

184

切
分
･皆
能
爲
因
･顯
了
所
立
･然
唯
一
分
･且
說
爲

185

因
･如
是
略
說
･宗
等
及
似
･即
此
多
言
･說
名
能
立
･

186

及
似
能
立
･隨
其
所
應
･爲
開
悟
他
･說
此
能
立
･及

187

似
能
立
･

188

為
自
開
悟
･唯
有
現
量
･及
与
比
量
･彼
聲
喩
等
･攝

189

在
此
中
･故
唯
二
量
･由
此
能
了
･自
共
相
故
･非
離

190

此
二
･別
有
所
量
･爲
了
知
彼
･更
立
餘
量
･故
本
頌

191

言
･

192

現
量
除
分
別

餘
所
說
因
生

193

此
中
現
量
･除
分
別
者
･謂
若
有
智
･於
色
等
境
･遠

194

離
一
切
･種
類
名
言
･假
立
无
異
･諸
門
分
別
･由
不

195

共
縁
･現
現
別
轉
･故
名
現
量
･故
說
頌
曰

196

有
法(44
)非

一
相

根(45
)非

一
切
行

唯
内(46
)證

離
言

是
色
根
境
界

197

意
地
亦
有
･離
諸
分
別
･唯
證
行
轉
･又
於
貪
等
･諸

198

自
證
分
･皆
是
現
量
･諸
修
定
者
･離
教
分
別
･皆
是

199

現
量
･又
於
此
中
･无
別
量
果
･以
即
此
體
･似
義
生

200

故
･似
有
用
故
･假
說
爲
量
･若
於
貪
等
･諸
自
證
分
･

201

亦
是
現
量
･何
故
此
中
･除
分
別
智
･不
遮
此
中
･自

(第
十
一
紙
)

202

證
現
量
･無
分
別
故
･但
於
此
中
･了
餘
境
分
･不
名

203

現
量
･由
此
即
說
･憶
念
比
度
･悕
求
疑
智
･惑
亂
智

204

等
･於
鹿
愛
等
･皆
非
現
量
･隨
先
所
受(47
)･分

別
轉
故
･

205

如
是
一
切
･世
俗
有
中
･瓶
等
數
等
･擧
等
有
性
･瓶

206

⃞性
等
智
･皆
似
現
量
･於
實
有
中
･作
餘
行
相
･假
合

207

餘
義
･分
別
轉
故
･

208

已
說
現
量
･當
說
比
量
･餘
所
說
因
生
者
･謂
智
是

209

前
智
餘
･從
如
所
說
･能
立
因
生
･是
縁
彼
義
･此
有

210

二
種
･謂
於
所
比
･審
觀
察
智
･從
現
量
生
･或
比
量

211

生
･及
憶
此
因
･与
所
立
宗
･不
相
離
念
･由
是
成
前
･

212

擧
所
說
力
･念
因
同
品
･定
有
等
故
･是
近
及
遠
･比

213

度
因
故
･俱
名
比
量
･此
依
作
具
･作
者
而
說
･如
是

214

應
知
･悟
他
比
量
･亦
不
離
此
･得
成
能
立
･故
說
頌

215

言
･

216

一
事
有
多
法

相
非
一
切
行

唯
由
簡
別
餘

表
定
能
隨
逐
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217

如
是
能
相
者

亦
有
衆
多
法

唯
不
越(48
)所

相

能
表
示
非
餘

218

何
故
此
中
･與
前
現
量
･別
異
娃
立
･爲
現
二
門
･此

219

處
亦
應
･於
其
比
果
･說
爲
比
量
･彼
處
亦
應
･於
其

220

現
因
･說
爲
現
量
･俱
不
遮
止
･

221

已
說
能
立
･及
似
能
立
･當
說
⃞能
破
･及
似
能
破

(第
十
二
紙
)

222

能
破
闕
等
言

似
破
謂
諸
類

223

此
中
能
破
･闕
等
言
者
･謂
前
所
說
･闕
等
言
詞
･諸

224

分
過
失
･彼
一
一
言
･皆
名
能
破
･由
彼
一
一
･能
顯

225

前
宗
･非
善
說
故
･

226

所
言
似
破
･謂
諸
類
者
･諸
同
法
等
･相
似
過
類
･名

227

似
能
破
･由
彼
多
分
･於
善
比
量
･爲
迷
惑
他
･而
施

228

設
故
･不
能
顯
示
･前
宗
不
善
･由
彼
非
理
･而
破
斥

229

故
･及
能
破
處
･而
施
設
故
･是
彼
類
故
･說
名
過
類
･

230

若
於
非
理
･立
比
量
中
･如
是
施
設
･或
不
了
知
･比

231

量
過
失
或
即
爲
顯
･彼
過
失
門
･不
名
過
類
･

232

示
現
異
品
故

由
同
法
異
立

同
法
相
似
餘

由
異
法
分
別

233

差
別
名
分
別

應
一
成
无
異

顯
所
立
餘
因

名
可
得
相
似

234

難
義
別
疑
因

故
說
名
猶
豫

說
異
品
義
故

非
愛
名
義
准

235

此
中
示
現
異
品
故
･由
同
法
異
･立
同
法
相
似
者
･

236

顚
倒
成
立
･故
名
異
立
･此
依
作
具
･作
者
而
說
･同

237

法
即
是
相
似
故
･名
同
法
相
似
･一
切
攝
立
中
･相

238

似
過
類
故
･言
相
似
者
･是
不
男
聲
･能
破
相
應
故
･

239

或
隨
結
頌
故
･云
何
同
法
･相
似
能
破
･於
所
作
中
･

240

說
能
作
故
･傳
生
起
故
･作
如
是
說
･後
隨
所
應
･亜

241

如
是
說
･今
於
此
中
･由
同
法
喩
･顚
倒
成
立
･是
故

242

說
名
･同
法
相
似
･如
有
成
立
･聲
是
无
常
･勤
勇
无

(第
十
三
紙
)

243

間
･所
發
性
故
･此
以
虚
空
･爲
異
法
喩
･有
顯
虚
空
･

244

爲
同
法
喩
･无
質
㝵
故
･立
聲
爲
常
･如
是
即
此
･所

245

說
因
中
･瓶
應
爲
同
法
･而
異
品
虚
空
･說
爲
同
法
･

246

由
是
說
爲
･同
法
相
似
･

247

餘
由
異
法(49
)者

･謂
異
法
相
似
･是
前
同
法
･相
似
之

248

餘
･示
現
異
品
･由
異
法
喩
･顚
倒
而
立
･二
種
喩
中
･

249

如
前
安
立
･瓶
爲
異
法
･是
故
說
爲
･異
法
相
似
･分

250

別
差
別
名
分
別
者
･前
說
示
現
等
故
･今
說
分
別
･

251

差
別
故
･應
知
分
別
･同
法
差
別
･謂
如
前
說
･瓶
爲

252

同
法
･於
彼
同
法
･有
可
燒
等
･差
別
義
故
･是
則
瓶

253

應
･无
常
非
聲
･聲
應
是
常
･不
可
燒
等
･有
差
別
故
･

254

由
此
分
別
･顚
倒
所
立
･是
故
說
名
･分
別
相
似
･所

255

言
應
一
･成
无
異
者
･示
現
同
法
･前
已
說
故
･由
此

256

与
彼
應
成
一
故
･彼
者
是
誰
･以
更
不
聞
･異
方
便

257

故
･相
隣
近
故
･應
知
是
宗
･成
无
異
者
･成
无
異
過
･

258

即
由
此
言
･義
可
知
故
･不
說
其
名
･是
誰
与
誰
･共

259

成
无
異
･不
別
說
故
･即
此
一
切
･与
彼
一
切
･如
有

260

說
言
･若
見
瓶
等
･有
同
法
故
･即
令(50
)餘

法
･亜
无
別
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261

異
･一
切
瓶
法
･聲
應
皆
有
･是
則
一
切
･更
互
法
同
･

262

應
成
一
性
･此
中
抑(51
)成

･无
別
異
過
･亜
爲
顯
示
･瓶

(第
十
四
紙
)

263

聲
差
別
･不
甚
異
前
･分
別
相
似
･故
應
別
說
･若
以

264

勤
勇
无
間
所
發
･成
立
无
常
･欲
顯
俱
是
･非
畢
竟

265

性
･則
成
宗
因
･无
別
異
過
･阿
此
令
成
･无
別
異
性
･

266

是
故
說
名
･无
異
相
似
･有
說
此
因
･如
能
成
立
･所

267

成
立
法
･亜
能
成
立
･此
相
違
法
･由
无
別
異
･是
故

268

說
名
･无
異
相
似
･

269

顯
所
立
･餘(52
)因

名
可
･得
相
似
者
･謂
若
顯
示
･所
立

270

宗
法
･餘
因
可
得
･是
則
說
名
･可
得
相
似
･謂
有
說

271

言
･如
前
成
立
･聲
是
无
常
･此
非
正
因
･於
電
光
等
･

272

由
現
見
等
･餘
因
可
得
･无
常
成
故
･以
若
離
此
･而

273

得
有
彼
･此
非
彼
因
･有
餘
於
此
･別
作
方
便
･謂
此

274

非
彼
･無
常
正
因
･由
不
遍
故
･如
說
藂
林
･皆
有
思

275

慮
･有
睡
眠
故
･

276

難
義
別
疑
因
･名
猶
豫
相
似
者
･過
類
相
應
･故
女
聲

277

說
･此
中
分
別
･宗
義
別
異
･因
成
不
定
･是
故
說

278

名
･猶
豫
相
似
･或
復
分
別
･因
義
別
異
･故
名
猶
豫
･

279

相
似
過
類
･謂
有
說
言
･如
前
成
立
･聲
是
无
常
･勤

280

勇
无
間
所
發
性
故
･現
見
勤
勇
無
間
所
發
･或
顯

281

或
生
･故
成
猶
豫
･今
所
成
立
･爲
顯
爲
生
･是
故
不

282

應
･以
如
是
因
證
無
常
義

(第
十
五
紙
)

283

說
異
品
義
故
･非
愛
名
義
准
者
･謂
有
說
言
･若
⃞以

284

勤
勇
無
間
所
發
･說
无
常
者
･義
准
則
應
･若
非
勤

285

勇
無
間
所
發
･諸
電
光
等
･皆
應
是
常
･如
是
名
爲
･

286

義
准
相
似
･

287

應
知
此
中
･略
去
後
句
･是
故
但
名
･猶
豫
義
准
･復

288

由
何
義
･此
同
法
等
･相
似
過
類
･異
因
明
師
･所
說

289

次
第
･似
破
同
故
･

290

由
此
同
法
等
｛
・
｝
多
疑
故
似
破
｛
・
｝

291

多
言
爲
顯
･或
有
異
難
･及
爲
顯
似
･不
成
因
過
･此

292

中
前
四
･與
我
所
說
･譬
喩
方
便
･都
不
相
應
･且
隨

293

世
間
･譬
喩
方
便
･雖
不
顯
因
･是
決
定
性
･然
攝
其

294

體
･故
作
是
說
･由
用
不
定
･同
法
等
因
･成
立
自
宗
･

295

方
便
說
他
･亜
有
此
法
･由
是
便
成
･似
共
不
定
･或

296

復
成
似
･相
違
決
定
･若
言
唯
爲
･成
立
自
宗
･云
何

297

不
定
･得
名
能
破
･非
即
說
此
･以
爲
能
破
･難
不
定

298

言
･說
名
不
定
･於
能
詮
中
･說
所
詮
故
･无
有
此
過
･

299

餘
處
亜
應
･如
是
安
立
･若
所
立
量
･有
不
定
過
･或

300

復
決
定
･同
法
等
因
･有
所
成
立
･即
名
能
破
･是
等

301

難
故
･若
現
見
力
･比
量
不
能
･遮
遣
其
性
･如
有
成

302

立
･聲
非
所
聞
･猶
如
瓶
等
･以
現
見
聲
･是
所
聞
故
･

303

不
應
以
其
･是
所
聞
性
･遮
遣
無
常
非
唯
不
見
･能

(第
十
六
紙
)
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304

遮
遣
故
･若
不
尒
者
･亜
應
遣
常
･第
二
無
異
相
似
･

305

是
似
不
成
因
過
･彼
以
本
無
而
生
･増
益
所
立
･爲

306

作
宗
因
･成
一
過
故
･此
以
本
无
而
生
･極
成
因
法
･

307

證
滅
後
无
･若
即
立
彼
･可
成
能
破
･第
三
无
異
相

308

似
･成
立
違
害
･所
立
難
故
･成
似
破
･由
可
燒
等
･不

309

決
定
故
･若
是
決
定
･可
成
相
違
･可
得
相
似
･所
立

310

不
定
･故
成
其
似
･若
所
立
因
･於
常
亦
有
･可
成
能

311

破
･第
二
可
得
･雖
是
不
遍
･餘
類
無
故
･似
不
成
過
･

312

若
所
立
無
･可
名
能
破
･非
於
此
中
･欲
立
一
切
･皆

313

是
无
常
･猶
豫
相
似
･謂
以
勤
勇
无
間
所
發
･得
成

314

立
滅
壞
･若
以
生
起
･増
益
所
立
･作
不
定
過
･此
似

315

不
定
･若
於
所
立
･不
起
分
別
･但
簡
別
因
･生
起
爲

316

難
･此
似
不
成
･由
於
此
中
･不
欲
唯
生
･成
立
滅
壞
･

317

若
生
若
顯
･悉
皆
滅
壞
･非
不
定
故
･義
准
相
似
･謂

318

以
顚
倒
･不
定
爲
難
･故
似
不
定
･若
非
勤
勇
無
間

319

所
發
･立
常
无
常
･或
唯
勤
勇
無
間
所
發
･无
常
非

320

餘
･可
成
能
破
･

321

若
因
至
不
至

三
時
非
愛
言

至
非
至
無
因

是
名
似
因
闕

322

若
因
至
不
至
･三
時
非
愛
言
･至
非
至
无
因
者
･於

323

至
不
至
･作
非
愛
言
･若
能
立
因
･至
所
立
宗
･而
成

(第
十
七
紙
)

324

立
者
无
差
別
故
･應
非
所
立
･如
池
海
水
･相
合
无

325

異
･又
若
不
成
･應
非
相
至
･所
立
若
成
･此
是
誰
因
･

326

若
能
立
因
･不
至
所
立
･不
至
非
因
･无
差
別
故
･應

327

不
成
因
･是
名
爲
至
･非
至
相
似
･又
於
三
時
･作
非

328

愛
言
･若
能
立
因
･在
所
立
前
･未
有
所
立
･此
是
誰

329

因
･若
言
在
後
･所
立
已
成
･復
何
須
因
･若
俱
時
者
･

330

因
與
有
因
･皆
不
成
就
･如
牛
兩
角
･如
是
名
爲
･无

331

因
相
似
･此
中
如
前
･次
第
異
者
･由
俱
說
名
･似
因

332

闕
故
･所
以
者
何
･非
理
誹
撥
･一
切
因
故
･此
中
何

333

理
･唯
不
至
同
故
･雖
因
相
相
應
･亦
不
名
因
･如
是

334

何
理
･唯
在
所
立
･前
不
得
因
名
･故
即
非
能
立
･又

335

於
此
中
･有
自
害
過
･遮
遣
同
故
･如
是
且
於
･言
因

336

及
慧
･所
成
立
中
･有
似
因
闕
･於
義
因
中
･有
似
不

337

成
非
理
誹
撥
･諸
法
因
故
･如
前
二
因
･於
義
所
立
･

338

俱
非
所
作
･能
作
性
故
･不
應
正
理
･若
以
正
理
･而

339

誹
撥
時
･可
名
能
破
･

340

說
前
無
因
故

應
无
有
所
立

名
无
說
相
似

生
無
生
亦
然

341

所
作
異
少
分

顯
所
立
不
成

名
所
作
相
似

多
如
似
宗
說

342

說
前
无
因
故
･應
无
有
所
立
･名
无
說
相
似
者
･謂

343

有
說
言
･如
前
所
立
･若
由
此
因
･證
无
常
性
･此
未

344

說
前
･都
无
所
有
･因
无
有
故
･應
非
无
常
･如
是
名

(第
十
八
紙
)

345

爲
･无
說
相
似
･

346

生
无
生
亦
然
者
･生
前
无
因
･故
无
所
立
･亦
即
說

347

名
･无
生
相
似
･言
亦
然
者
･類
例
聲
前
･因
无
有
故
･
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348

應
无
所
立
･今
於
此
中
･如
无
所
立
･應
知
亦
有
･所

349

立
相
違
･謂
有
說
言
･如
前
所
立
･若
如
是
聲
･未
生

350

已
前
･无
有
勤
勇
无
間
所
發
･應
非
无
常
･又
非
勤

351

勇
无
間
所
發
･故
應
是
常
･如
是
名
爲
･无
生
相
似
･

352

所
作
異
少
分
･顯
所
立
不
成
･名
所
作
相
似
者
･謂

353

所
成
立
･所
作
性
故
･猶
如
瓶
等
･聲
无
常
者
･若
瓶

354

有
異
･所
作
性
故
･可
是
无
常
･何
預
聲
事
･如
是
名

355

爲
･所
作
相
似
･

356

多
如
似
宗
說
者
･如
是
无
說
相
似
等
･多
分
如
似

357

所
立
說
･謂
如
不
成
因
過
･多
言
爲
顯
･或
如
似
餘
･

358

今
於
此
中
･无
說
相
似
･増
益
比
量
･謂
於
論
者
･所

359

說
言
詞
･立
无
常
性
･難
未
說
前
･因
无
有
故
･此
似

360

不
成
･或
似
因
闕
･謂
未
說
前
･益
能
立
故
･若
於
此

361

中
･顯
義
无
有
･又
立
量
時
･若
无
言
說
･可
成
能
破
･

362

无
生
相
似
･聲
未
生
前
･増
益
所
立
･難
因
无
故
･即

363

名
似
破
･若
成
立
時
･顯
此
是
无
･可
成
能
破
･若
未

364

生
前
･以
非
勤
勇
无
間
所
發
･難
令
是
常
･義
准
分

(第
十
九
紙
)

365

故
･亦
似
不
定
･所
作
相
似
･乃
有
三
種
･若
難
瓶
等
･

366

所
作
性
･於
聲
上
无
･此
似
不
成
･若
難
聲
所
作
性
･

367

於
瓶
等
无
･此
似
相
違
･若
難
即
此
･常
上
亦
无
･是

368

不
共
故
･便
似
不
定
･或
似
喩
過
･引
同
法
故
･何
以

369

故
･唯
取
惣
法
･建
立
比
量
･不
取
別
故
･若
取
別
義
･

370

決
定
異
故
･比
量
應
无
･

371

俱
許
而
求
因

名
生
過
相
似

此
於
喩
設
難

名
如
似
喩
說

372

俱
許
而
求
因
･名
生
過
相
似
者
･謂
有
難
言
･如
前

373

所
立
･瓶
等
无
常
･復
何
因
證
･此
於
喩
設
難
･名
如

374

似
喩
說
者
･謂
瓶
等
无
常
･俱
許
成
就
･而
言
不
成
･

375

似
喩
難
故
･如
似
喩
說
･

376

無
常
性
恒
隨

名
常
住
相
似

此
成
常
性
過

名
如
宗
過
說

377

謂
有
難
言
･如
前
所
立
･聲
是
無
常
･此
應
常
與
･無

378

常
性
合
･諸
法
自
性
･恒
不
捨
故
･亦
應
是
常
･此
即

379

名
爲
･常
住
相
似
･是
似
宗
過
･増
益
所
立
･无
常
性

380

故
･以
於
此
中
･都
无
有
別
･實
無
常
性
･依
此
常
轉
･

381

即
此
自
性
･本
無
今
有
･蹔
有
還
無
･故
名
无
常
･即

382

此
分
位
･由
自
性
縁
･名
无
常
性
･如
果
性
等
･

383

如
是
過
類
･似
能
破
性
･多
分
依
彼
･足
目
所
說
･最

384

極
成
故
･餘
論
所
說
･亦
應
如
是
･分
別
成
立
･即
此

(第
二
十
紙
)

385

過
類
･但
由
少
分
･方
便
異
故
･建
立
无
邊
･差
別
過

386

類
･是
故
不
說
･如
即
此
中
･諸
有
所
說
･増
益
損
減
･

387

有
顯
無
顯
･生
理
別
喩
･品
類
相
似
等
･由
此
方
隅
･

388

皆
應
諦
察
･及
應
遮
遣
･諸
有
不
善
･比
量
方
便
･作

389

如
是
說
･展
轉
流
⃞澷
･此
於
餘
論
･所
說
无
窮
･故
不

390

更
說
･又
於
負
處
･舊
因
明
師
･諸
有
所
說
･或
有
墮

391

在
･能
破
中
攝
･⃞或
有
極
麁
･或
有
非
理
･如
詭
語
類
･
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392

故
此
不
録
･餘
師
宗
⃞等
･所
有
句
義
･亦
應
如
是
･分

393

別
建
立
･如
是
遍
⃞計
所
執
･分
別
等
･皆
不
應
理
･違

394

所
說
相
･皆
名
无
智
･理
極
遠
故
･又
即
此
類
･過
失

395

言
詞
･我
自
朋
屬
･⃞論
式
等
中
･多
已
制
伏
･又
此
方

396

隅
･我
於
破
古
･因
明
論
中
･已
具
分
別
･故
應
且
止
･

397

爲
開
智
人
慧
毒
藥

愛
斯
妙
義
正
理
門

398

諸
有
外
量
所
迷
者

令
越
邪
途
契
眞
義

(一
行
余
白
)

399

因
明
正
理
門
論
本
一
卷

400

沙
門
弘
睿
蒙
満
寺
衆
命
造
正
理
論
摸
矣

401

貞
應
壬
午
中
夏
下
旬
彫
刻
功
畢

402

願
継
應
理
宗
法
命

久
増
春
日
霊
威
光

403

遠
生
有
情
類
慧
解

皆
共
必
得
龍
華
益

注(1
)
大
屋
徳
城
「
春
日
板
雕
造
攷
」（
大
屋
徳
城
著
作
選
集
二
『
日
本
佛
教
史
の
硏
究

一
』

国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
、
一
八
八
〜
二
一
〇
）
一
八
九
頁
。
初
出
は
『
史
林
』
二
・
二
、
一

九
一
七
。
ま
た
同
氏
「
春
日
板
雕
造
攷
」（『
佛
教
古
版
経
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
、

二
一
四
〜
二
七
一
）、
山
本
信
吉
『
古
典
籍
が
語
る

書
物
の
文
化
史
』（
八
木
書
店
、
二
〇
〇

四
）
二
一
一
〜
二
二
八
頁
な
ど
も
参
照
。

(2
)
実
尊
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
富
貴
原
章
信
『
日
本
中
世
唯
識
仏
教
史
』（
大
東
出
版
社
、

一
九
七
五
）
一
九
頁
を
参
照
。

(3
)
前
者
の
文
書
名
は
『
春
日
神
社
文
書

第
壹
』（
春
日
神
社
社
務
所
、
一
九
二
八
）
四
一

四
〜
四
一
五
頁
、
三
五
七
番
（
一
通
引
合
二
枚

堅
続
紙

）
を
参
照
。

(4
)
意
味
上
不
適
切
な
朱
点
も
稀
に
あ
る
。

(5
)
｢沙
門
」
字
右
下
に
「
三
蔵
法
師
イ
」
と
墨
書
あ
り
。

(6
)
｢楽
」
字
上
に
「
樂
字
／
二
度
／
可
談
也
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,154

b13
(一
隨
自
樂
、
二
樂
爲
）。

(7
)
｢能
」
字
右
下
に
「
眞
因
喩
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,154b8-9
(能
成
立

性
眞
因
喩

）。

(8
)
｢此
」
字
右
下
に
「
此
者
眞
宗
異
者
眞
因
喩
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,

154b9
(此
者
此
者
眞
宗
。

異
者
眞
因
喩
）。

(9
)
｢違
」
字
右
に
「
過
イ
」
と
墨
書
あ
り
。

(10
)
｢法
」
字
右
下
に
「
聖
也
」
と
朱
書
あ
り
。
典
拠
不
明
。

(11
)
｢惣
」
字
右
下
に
「
有
法
与
法
不
相
離
性
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,155a

10-11
(總
以
樂
有
法
與
法

不
相
離
性
）。

(12
)
｢惣
」
字
右
下
に
「
不
相
離
性
惣
聲
上
也
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,155a

11
(其
總
聲
不
相
離
宗
總

宗
名
也

）（「
宗
名
也
」
甲
本
作
「
聲
」）。

(13
)
｢別
」
字
右
下
に
「
有
法
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,155a12
(別
有
法
）。

(14
)
｢宗
」
字
右
下
に
「
有
法
宗
也
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,154b3
(此
中
宗

有
法
宗
也
）。

(15
)
｢宗
」
字
左
下
に
「
法
者
因
也
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,154b3
(法
法
者
因
也
）。

(16
)
｢許
」
字
右
下
に
「
因
喩
」
と
朱
書
あ
り
。「
決
定
」
に
対
す
る
傍
注
か
。『
因
明
大
疏
噵
』

T
69,154b4-5
(決
定
因
喩
）。

(17
)
｢智
」
字
右
下
に
「
了
因
智
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,154c3
(但
由
智
力

了
因
智

）。

(18
)
｢智
」
字
右
下
に
「
敵
證
智
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,154c5
(理
門
云
問

若
爾
既
取
智
敵
證
智

）。

(19
)
｢言
」
字
右
下
に
「
言
生
因
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,154c5-6
(是
言
便

言
生

因

）。

(20
)
｢宗
」
字
右
下
に
「
有
法
宗
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,155a16
(答
成
宗
義
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有
法
宗

）。

(21
)
｢徳
」
字
右
下
に
「
徳
句
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,155a17
(非
徳
徳
句
）。

(22
)
｢徳
」
字
右
下
に
「
実
句
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,155a17
(有
徳
實
句
）。

(23
)
｢法
」
字
右
下
に
「
二
度
讀
後
度
无
握
」
と
朱
書
あ
り
。
典
拠
不
明
。

(24
)
｢若
」
字
右
下
に
「
備
云
若
品
者
瓶
上
○
常
无
我
哀
不
相
離
性
名
品
也
」
と
朱
書
あ
り
。

挿
入
符
右
に
「
无
」
字
の
朱
筆
に
よ
る
補
筆
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,155b6
(此
中
若
品

備
云
。
若
品
者
、
瓶
上
無
常

無
我
等
不
相
離
性
名
品
也

）。

(25
)
｢云
」
字
右
下
に
「
不
說
二
所
作
異
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,155b18-19

(不
說
異
不
説
二

所
作
異
）。

(26
)
｢品
」
字
右
下
に
「
瓶
之
无
常
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,155b21
(同
品
瓶之

無常
）。

(27
)
｢不
」
字
右
下
に
「
不
共
所
聞
性
因
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,160b10
(謂

若
不
共
不
共
所

聞
性
因
）。

(28
)
｢差
」
字
右
下
に
「
常
无
常
哀
宗
差
別
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,160b10-

11
(一
切
差
別
所
有
一
切
差
別
者
。

常
無
常
等
宗
差
別

）。『
因
明
大
疏
裏
書
』
T
69,213c28
も
参
照
。

(29
)
｢彼
」
字
右
下
に
「
所
聞
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,160b12
(唯
彼
有
性
所聞

聲
）（「
聲
」
字
甲
本
作
「
性
」）。

(30
)
｢向
」
字
右
下
に
「
一
相
同
汲
」
と
朱
書
あ
り
。
典
拠
不
明
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,160

b12
(一
向
離
故
一
相
闕
故
）
参
照
。

(31
)
｢此
」
字
右
下
に
「
五
量
性
故
」
と
朱
書
あ
り
。
典
拠
不
明
。

(32
)
｢俱
」
字
右
下
に
「
同
異
二
品
」
と
朱
書
あ
り
。
典
拠
不
明
。

(33
)
｢躊
躇
」
字
右
に
「
チ
ウ
チ
ヨ
」
と
墨
書
あ
り
。

(34
)
｢俱
」
字
右
に
「
但
イ
」
の
墨
書
あ
り
。

(35
)
｢理
」
字
右
下
に
「
因
三
相
理
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,153b15
(見
此
理

因
三

相
理
）。

(36
)
｢處
」
字
右
下
に
「
宗
支
」
と
朱
書
あ
り
。
典
拠
不
明
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,153b16

(若
所
比
處
宗
處
）。

(37
)
｢相
」
字
右
下
に
「
遍
是
宗
法
性
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,153b16
(相
定

遍
遍
是
宗

法
性

）。

(38
)
｢餘
」
字
右
下
に
「
同
品
定
⃞有
性
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,153b16
(於
餘

同
同
品
定

有
性

）。

(39
)
｢彼
」
字
右
下
に
「
異
品
通(マ

マ
)無

性
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,153b16-17

(於
彼
無
異
品
遍

無
性
宗
）（「
宗
」
字
脱
甲
本
）

(40
)
｢此
」
字
右
に
「
因
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,153b17
(念
此
因
）。

(41
)
｢此
」
字
右
下
に
「
三
相
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,153b17
(由
此
三
相
）。

(42
)
｢悕
」
字
右
に
「
⃞ケ
」
と
墨
書
あ
り
。

(43
)
｢譬
」
字
右
に
「
喩
イ
」
と
墨
書
あ
り
。

(44
)
｢法
」
字
右
下
に
「
色
哀
有
法
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,165b2(有
法
色
等
有
法
）。

(45
)
｢根
」
字
右
下
に
「
眼
哀
五
根
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,165b2
(根
眼
等
五
根
）。

(46
)
｢内
」
字
右
下
に
「
眼
等
五
識
離
分
別
名
言
」
と
朱
書
あ
り
。『
因
明
大
疏
噵
』
T
69,165

b2
(准
内
證
離
分
別

名
言

）（「
證
」
字
甲
本
作
「
證
眼
等
五
識
」）。

(47
)
｢受
」
字
右
に
「
愛
イ
」
と
墨
書
あ
り
。

(48
)
｢越
」
字
右
に
「
趣
イ
」
の
墨
書
あ
り
。

(49
)
｢法
」
字
右
に
「
品
イ
」
と
墨
書
あ
り
。
こ
の
異
文
は
「
由
異
法
」
に
相
当
す
る
梵
語

＊
vaidharm
yen.a
に
は
適
さ
な
い
。

(50
)
｢令
」
字
右
に
「
合
イ
」
の
墨
書
あ
り
。

(51
)
｢抑
」
字
右
に
「
ヨ
ク
」
の
墨
書
あ
り
。

(52
)
｢餘
」
字
右
に
「
法
イ
」
の
墨
書
あ
り
。
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補

遺

玄
奘
訳
『
因
明
正
理
門
論
本
』
の
諸
本
校
異
一
覧

凡

例

一
、
以
下
の
校
異
一
覧
は
、
大
正
蔵
の
本
文
を
底
本
と
し
、
古
写
本
（
金
剛
寺
本
、
興
聖
寺
）、
古
版
本
（
春
日
版
）、
高
麗
蔵
再
雕
本
、
宋
磧
砂
蔵
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
福
州
開
元
禅
寺
版
（
以

下
、「
宮
本
」）
と
の
対
校
結
果
で
あ
る
。
た
だ
し
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
つ
い
て
は
大
正
蔵
の
校
勘
記
を
転
載
す
る
。

一
、
一
覧
中
の
空
欄
は
、
大
正
蔵
の
本
文
と
該
当
資
料
が
同
文
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

一
、
義
浄
訳
の
校
異
は
、
主
に
玄
奘
訳
を
基
準
に
し
た
異
文
を
挙
げ
、
冒
頭
の
い
わ
ゆ
る
釈
論
縁
起
、「
論
曰
」「
頌
曰
」
等
の
相
違
は
含
め
な
い
。

一
、
異
文
の
う
ち
、
特
に
日
本
古
写
経
の
場
合
は
、
明
ら
か
な
誤
字
等
は
記
載
し
な
い
。
異
体
字
も
一
部
含
め
る
。

一
、
下
線
は
、
諸
本
の
相
違
す
る
箇
所
を
示
す
。
記
号
「
！
」
は
当
該
資
料
が
大
正
蔵
と
同
文
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
記
号
「
×
」
は
当
該
資
料
が
欠
文
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。

一
、
｢宮
本
」
欄
の
う
ち
、
丸
括
弧
で
囲
ま
れ
た
本
文
は
、
宮
内
庁
本
に
実
際
に
確
認
さ
れ
る
情
報
を
示
す
。

一
、
記
号
「〈

〉」
は
当
該
資
料
の
欄
外
等
に
追
加
さ
れ
た
異
文
（
特
に
、
春
日
版
の
「
イ
」）、
あ
る
い
は
細
注
等
を
表
す
。

1a4

門
論
本

門
論
一
卷

門
論
本
一
卷

1a5

大
域
龍

大
城
龍

大
域
龍
樹

（
大
域
龍〈
樹
〉

（1）
）

大
域
龍
樹

1a6

大
唐
三
藏
法
師

玄
奘

大
唐
三
藏
法

師
義
淨

×

三
藏
玄
弉

沙
門〈
三
蔵
法
師

イ
〉玄
弉

大
唐
三
藏
玄
奘
大
唐
三
藏
玄
奘

（
大
唐
三
藏
義（

マ

淨マ
）

）（2）

大
唐
三
藏
玄
奘
大
唐
三
藏
玄
奘
唐
三
藏
玄
奘

1a6

奉　

詔
譯

奉　

制
譯

×

詔
譯

譯

譯

譯

譯

譯

1a8

唯
隨
自
意
樂

唯
取
隨
自
意

唯
取
隨
自
意

唯
取
隨
自
意

惟
隨
自
意
樂

＊
惟
隨
自
意
樂

惟
隨
自
意
樂

惟
隨
自
意
樂

惟
隨
自
意
樂

1a9

爲
所
成
立

樂
爲
所
立

樂
爲
所
立

樂
爲
所
立

1a11

他
未
了
義
故

他
未
了
義
爲

開
示
故

1a11

此
多
言
於

此
之
多
言
於

1a12

爲
顯
總
成

為
顯
惣
成

為
顯
惣
成

爲
顯
亜
成

為
顯
惣
成

爲
顯

成

（
爲
顯

成
）

大
正
蔵

大
正
蔵
本
文

義
浄
訳

金
剛
寺
本（
剛
）
興
聖
寺
本（
興
）
春
日
版（
春
）

高
麗
蔵（
麗
）

磧
砂
藏（
磧
）

宮
本（
宮
）

宋
本（
宋
）

元
本（
元
）

明
本（
明
）



（ 78 ）

1a14-15

故
名
是
中

故
名
此
中

1a15
所
言
唯
者

言
唯
取
者

言
唯
取
者

言
唯
取
者

1a15
隨
自
意

隨
自
義

1a18-19

（3）

相
違
義
能
遣

相
違
義
能
遣

（
宮
・
三
本
：

相
違
義
遣
）

相
違
義
遣

相
違
義

相
違
義
遣

相
違
義
遣

相
違
義
遣

相
違
義
遣

相
違
義
遣

相
違
義
遣

1a19

若
非
違
義
言

×

1a20

（4）

如

狐
子

如
鵂

子

如
鵂

子

如
鵂

子

1a21

又
若
於
中

又
若
於
宗

1a25

（5）

名
宗
違
者

名
宗
違〈
宗
過

イ
〉者

1a27

惡
立
異
法

惡
立
異
法

（
宮
・
三
本
：
要

立
異
法
）

要
立
異
法

要
立
異
法

要
立
異
法

要
立
異
法

要
立
異
法

1b2

（6）

非
一
切
義
故

非
一
切
故
義

非
一
切
故
義

非
一
切
故
義

非
一
切
故
義

非
一
切
故
義

非
一
切
故
義

非
一
切
故
義

非
一
切
故
義

非
一
切
故
義

1b8

樂
所
成
立

樂
成
立

1b17

此
不
同
許

此
因
許

此
同
許

此
同
許

1b21

如
成
立

如
立

1c2

無
此
失

無
失

1c8

一
分
爲
因

一
八
爲
因

一
八
爲
因

一
八
爲
因

1c10

故
無
有
過

無
有
過

1c14-15

（7）

由
宗
因
門

由
因
宗
門

由
因
宗
門

由
因
宗
門

由
因
宗
門

由
因
宗
門

由
因
宗
門

由
因
宗
門

由
因
宗
門

由
因
宗
門

1c16

無
形
礙
故

無
質
礙
故

無
質
礙
故

無
質
礙
故

1c16

但
立
宗
斥
彼
因

過

約
因
宗
以
斥
彼

過

約
立
宗
以
斥
彼

過

約
因
宗
以
斥
彼

過

1c19

無
處
定
無
因
故

無
因
故

1b22

其
體
周
遍

其
體
周
徧

（
其
體
周
徧
）

1c25

聲
非
是
常

聲
非
是
常
若
是

其
常

2a11

説
名
宗
法

説
名
字〈
宗
カ
〉

法

2a15

謂
於
一
切

於
一
切

大
正
蔵

大
正
蔵
本
文

義
浄
訳

金
剛
寺
本（
剛
）
興
聖
寺
本（
興
）
春
日
版（
春
）

高
麗
蔵（
麗
）

磧
砂
藏（
磧
）

宮
本（
宮
）

宋
本（
宋
）

元
本（
元
）

明
本（
明
）
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2a20

略
＊
辨
其
相

略
辯
其
相

略
辯
其
相

略
辯
其
相

略
辯
其
相

略
辯
其
相

略
辯
其
相

2a22
立
勤
勇
無
間

立
對
勇

2a22
或
立
爲
常

立
爲
常

2b1
作
性
聞
勇
發

作
性
聞
勇
發

（
宮
・
三
本
：

作
性
間
勇
發
）

作
性
間
勇
發

作
性
間
勇
發

作
性
間
勇
發

作
性
間
勇
發

作
性
間
勇
發

2b7

通
有
非
有

遍
有
非
有

遍
有
非
有

2b27

邪
證
法
有
法

耶
證
法
有
法

耶
證
法
有
法

2c2

如
是
已
＊
辨

如
是
已
辯

如
是
已
辯

如
是
已
辯

如
是
已
辯

如
是
已
辯

如
是
已
辯

如
是
已
辯

2c2

（8）

喩
及
似
喩
今
我

當
説
（9）

喩
及
似
喩
我

今
當
說（
宮
・

三
本
：
喩
今
當

說
）

喩
今
當
說

喩
今
當
說

喩
今
當
說

喩
及
似
喩
我
今

當
説

喩
今
當
說

喩
今
當
說

喩
今
當
說

喩
今
當
說

喩
今
當
說

2c6-7

皆
見
無
常

皆
皆
是
無
常

2c8-9

後
唯
止
濫

後
是
止
濫

後
是
止
濫

2c12

宗
不
有
耶

宗
不
有
邪

2c17

順
反
兩
喩

順
反
雨
喩

2c17-18

是
似
喩
義

是
似
喩
義

（
三
本
：
是
以

喩
義
）

是
以
喩
義

是
以
喩
義

是
以
喩
義

是
以
喩
義

是
以
喩
義

2c20

能
立
倶
有

倶
有

2c22-23

諸
無
觸
對

謂
諸
無
觸
對

謂
諸
無
觸
對

2c27

（10）

但
隨
説
一

倶〈
但
イ
〉隨
説

一

3a1

相
違
不
定

相
違
定

3a3

或
由
義
准

或
義
准

3a4

（11）

此
相
審
定

此
相
定
遍

此
相
定
遍

此
相
定
遍

3a7

他
決
定
生

怖
他
決
定
生

怖
他
決
定
生

怖
他
決
定
生

怖
他
決
定
生

怖
他
決
定
生

3a16

復
有
何
＊
徳

復
有
何
得

復
有
何
得

復
有
何
得

復
有
何
得

復
有
何
得

復
有
何
得

3a20

不
説
能
立

不
説
立
立

3a24

此
復
餘
譬

此
復
餘
譬〈
喩

イ
〉

3a25

非
異
品
中

非
異
品
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3a28
及
遮
遣
異
品

及
不
遮
異
品

及
不
遮
異
品

及
不
遮
異
品

3b16
假
立
無
異

假
立
無
異

（
宮
・
三
本
：

假
立
無
量
）

假
立
無
量

假
立
無
量

假
立
無
量

假
立
無
量

假
立
無
量

3b17

故
説
頌
言

故
說
頌
曰

3b21

（12）

諸
自
證
分

諸
自
證
分
皆
是

現
量

3b26

求
疑
智

怖
求
疑
智

3b27

於
麁
愛
等
（13）

於
鹿
愛
等

（
宮
・
三
本
：

於
麁
愛
等
）

於
遮
愛
等

於
鹿
愛
等

於
鹿
愛
等

於
鹿
愛
等

於
麁
受
等

於
麁
受
等

於
麁
受
等

於
麁
受
等

於
麁
受
等

3b27

隨
先
所
受

隨
先
所
受〈
愛

イ
〉

3b29

瓶
性
等
智

瓶
性
智

3c2-3

（14）

謂
智
是
前
智
餘

謂
是
前
智
餘

謂
是
前
智
餘

3c6

定
有
等
故

定
有
義
故

3c13

唯
不
越
所
相

唯
不
越〈
趣
イ
〉

所
相

3c13

能
表
示
非
餘

能
表
亦
非
餘

3c13

與
前
現
量

與
前
量

3c14

別
異
建
立

別
異
亜
立

別
異
亜
立

別
異
亜
立

3c16-17

因
説
爲
現〈
中

略
〉及
似
能
立

×

3c17

頌
曰

×

×

×

×

×

×

×

×

3c20

彼
一
一
言

彼
言

彼
言

3c20

由
彼
一
一
能
顯

由
破
顯

由
彼
能
顯

3c22

（15）

謂
同
法
等

諸
同
法
等

諸
同
法
等

諸
同
法
等

諸
同
法
等

諸
同
法
等

諸
同
法
等

諸
同
法
等

諸
同
法
等

諸
同
法
等

3c29

示
現
異
品
故

現
異
品
故

4a4

難
義
別
疑
因

難
義
別
從
因

難
義
別
從
因

難
義
別
從
因

難
義
別
從
因

難
義
別
從
因

4a11

（16）

轉
生
起
故

傳
生
起
故

唖
生
起
故

傳
生
起
故

傳
生
起
故

（
傳
生
起
故
）（17）

4a15

無
質
等
故

无
質

故

大
正
蔵

大
正
蔵
本
文

義
浄
訳

金
剛
寺
本（
剛
）
興
聖
寺
本（
興
）
春
日
版（
春
）

高
麗
蔵（
麗
）

磧
砂
藏（
磧
）

宮
本（
宮
）

宋
本（
宋
）

元
本（
元
）

明
本（
明
）
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4a19

餘
由
異
法

餘
由
異
法〈
品

イ
〉

4a19
者
謂
異
法
相
似

相
似

4a19-20
相
似
之
餘

似
之
餘

4a20

由
異
法
喩

異
法
喩

4a21

瓶
爲
異
法

說
爲
異
法

4a24

有
可
燒
等

可
燒
等

4a24-25

差
別
義
故

有
差
別
義
故

4a26

顛
倒
所
立

顛
倒
立

4a26-27

是
故
説
名

説
名

4b4

即
令
餘
法

即
合
餘
法

即
令〈
合
イ
〉餘

法

4b9

抑
此
令
成

娃
此
令
成

4b10

是
故
説
名

是
故
名

4b10-11

如
能
成
立

如
能
成
立
法

4b13

顯
所
立

顯
所
立
法

顯
所
立
法

顯
所
立〈
法
イ
〉

4b13

謂
若
顯
示

顯
示

4b16

由
現
見
等

由
現
等

4b18-19

如
説
叢
林

如
説
阿
林

如
説
阿
林

如
説
阿
林

如
説
阿
林

（
如
説
阿
林
）

4b20

因
故
説
名

因
故
説
名

因
名

因
名

因
名

因
名

因
名

因
名

因
名

因
名

4b20

猶
豫
者

猶
豫
相
似
者

猶
豫
相
似
者

猶
豫
相
似
者

猶
豫
相
似
者

猶
豫
相
似
者

猶
豫
相
似
者

猶
豫
相
似
者

猶
豫
相
似
者

4b23

謂
有
説
言

謂
有
説
應

4c4

多
疑
故
似
彼

多
疑
故
似
彼

（
宮
本
：
多
疑

故
彼
似
；
明
本

：
多
疑
故
似
破
）

！

多
疑
故
似
破

多
疑
故
似
破

多
疑
故
似
破

4c15

即
名
能
破

則
名
能
破

4c21

此
以
本
無

此
本
無

4c23

難
故
成
似

難
故
成
似
破

4c24

可
成
相
違

可
相
違

4c28

皆
是
無
常

皆
無
常
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4c28-29
無
間
所
發

無
間〈　
〉（18）

無
間
發

無
間
發

無
間
發

無
間
發

無
間
發

5a9
非
愛
言

非
言

5a21

亦
不
名
因

亦
名
因

5b3

説
前
因
無
故

説
前
因
無
故

（
明
本
：
説
前

無
因
故
）

說
前
因
无
故

說
前
因
无
故

說
前
无
因
故

説
前
無
因
故

説
前
無
因
故

説
前
無
因
故

説
前
無
因
故

説
前
無
因
故

5b3

無
説
相
似

無
相
似

5b16

何
豫
聲
事

何
哀
聲
事

何
哀
聲
事

何
預
聲
事

何
預
聲
事

（
何
預
聲
事
）

5b17

無
説
相
似
等

無
説
相
似
事

無
説
相
似
事

5b20

立
無
常
性

立
無
常
住

5b21

此
似
不
成
或

此
成
以

5b22

又
立
量
時

又
立
生
時

5b24

即
名
似
＊
破

即
名
似
破（
三

・
宮
：
即
名
似

彼
）

即
名
似
彼

即
名
似
彼

即
名
似
彼

即
名
似
彼

即
名
似
彼

即
名
似
彼

即
名
似
彼

5b25

顯
此
是
無

顯
此
無

5b27

所
作
相
似

所
作
似

5c1-2

唯
取
總
法

唯
取
惣
法

唯
取
惣
法

唯
取
惣
法

唯
取
惣
法

惟
取

法

惟
取

法

5c6

謂
有
難
言

謂
有
似
苦
言
難

言

5c16

暫
有
還
無

有
還
無

有
還
無

有
還
無

5c19

足
目
所
説
多
分

説
爲
似
能
破
性
足
目
所
説
多
分

説
爲
似
能
破
性

（
三
・
宮
：
足

自
所
説
多
分
説

爲
似
能
破
性
）

似
能
破
性
多
分

依
彼
足
目
所
說
似
能
破
性
多
分

依
彼
足
目
所
說
似
能
破
性
多
分

依
彼
足
目
所
說

足
自
所
説
多
分

説
爲
似
能
破
性

5c25

展
轉
流
漫

展
轉
流

展
轉
流

展
轉
流

展
轉
流

5c26

舊
因
明
師

舊
曰
明
師

5c27

或
有
墮
在

5c28

餘
師
宗
等

師
宗
等

5c29-6a1

所
執
分
等

所
執
分
別
等

所
執
分
別
等

所
執
分
別
等

6a2

又
此
類
過
失

又
復
此
類
過
失

！

！

又
即
此
類
過
失

又
即
此
類
過
失
又
即
此
類
過
失
又
即
此
類
過
失
又
即
此
類
過
失
又
即
此
類
過
失

發所

大
正
蔵

大
正
蔵
本
文

義
浄
訳

金
剛
寺
本（
剛
）
興
聖
寺
本（
興
）
春
日
版（
春
）

高
麗
蔵（
麗
）

磧
砂
藏（
磧
）

宮
本（
宮
）

宋
本（
宋
）

元
本（
元
）

明
本（
明
）
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(1
)
大
正
蔵
の
校
勘
記
に
記
載
な
し
。

(2
)
大
正
蔵
の
校
勘
記
に
記
載
な
し
。

(3
)
｢相
違
義
遣
」
の
引
用
は
『
理
門
論
述
記
』（
T
44,78c9-10）、『
入
正
理
論
義
纂
要
』（
T
44,169a21-22）、『
明
灯
抄
』（
T
68,247a15-16）
を
参
照
。

(4
)
｢如
鵂
鶹
子
」
は
、『
正
理
門
論
』
か
ら
の
引
用
で
は
な
く
同
一
文
脈
に
お
け
る
文
言
で
は
あ
る
が
、『
明
灯
抄
』（
T
68,307b18）
に
使
用
が
み
ら
れ
る
。

(5
)
春
日
版
の
異
文
は
『
明
灯
抄
』
の
「
宗
因
相
違
名
宗
過
者
」（
T
68,229a24）
に
類
似
の
注
が
み
ら
れ
る
。

(6
)
｢一
切
故
義
」
の
引
用
は
『
理
門
論
述
記
』（
T
44,80a14）、『
明
灯
抄
』（
T
68,230a14-15）、『
因
明
大
疏
抄
』（
T
68,458b1;458b9）、『
因
明
大
疏
融
貫
鈔
』（
T
69,60b4）
細
注
を
参
照
。

(7
)
｢約
因
宗
門
」
は
『
理
門
論
述
記
』（
T
44,83b4）
に
使
用
例
が
み
ら
れ
る
。

(8
)
｢喩
今
當
說
」
の
引
用
は
『
理
門
論
述
記
』（
T
44,89b26）、『
入
正
理
論
義
纂
要
』（
T
44,167b17）
を
参
照
。

(9
)
大
正
蔵
本
「
今
我
」
は
誤
記
。
宇
井
版
校
勘
記
も
「
玄
奘
訳
は
今
我
と
す
」
と
す
る
。

(10
)
｢但
」
字
の
引
用
は
『
因
明
入
正
理
論
疏
』（
T
44,112c17）、『
因
明
義
断
』（
T
44,144b13）、『
因
明
大
疏
抄
』（
T
68,509c1;509c4）
を
参
照
。
但
し
『
因
明
大
疏
抄
』
の
「
甲
本
」
は
「
俱
」

に
作
る
。『
明
灯
抄
』（
T
68,301c26）
も
参
照
。

(11
)
｢審
定
」
の
引
用
は
『
因
明
入
正
理
論
疏
』（
T
44,113b26-27）
を
参
照
。「
定
遍
」
の
引
用
は
『
因
明
入
正
理
論
疏
』（
T
44,97a26-27）（
但
し
前
掲
T
44,113b26-27
に
対
す
る
原
本
「
建
武

二
年
写
興
福
寺
蔵
本
」
の
異
文
は
「
定
遍
イ
」）、『
因
明
義
断
』（
T
44,145a5;146b10;148b17;155c24）、『
明
灯
抄
』（
T
68,259c14）、『
因
明
大
疏
抄
』（
T
68,481a1）、『
成
唯
識
論
述
記
集

成
編
』（
T
67,231b10）
を
参
照
。
直
接
の
引
用
で
は
な
い
が
、
智
周
撰
『
因
明
入
正
理
論
疏
抄
』（
X
53,875c8）
も
参
照
。

(12
)
｢皆
是
現
量
」
を
付
加
し
な
い
「
諸
自
證
分
」
の
引
用
は
『
因
明
入
正
理
論
疏
』（
T
44,139b17）、
慧
沼
述
『
因
明
入
正
理
論
続
疏
』（
卍
続
蔵
852
番
、
X
53,793a13-14）、『
因
明
大
疏
抄
』

（
T
68,760b18）
な
ど
を
参
照
。「
皆
是
現
量
」
を
付
加
す
る
事
例
と
し
て
は
、『
正
理
門
論
』
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
が
、
智
周
撰
『
因
明
入
正
理
論
疏
抄
』（
卍
続
蔵
八
五
五
番
、
X
53,

899c14-15）
を
参
照
。

(13
)
大
正
蔵
本
「
麁
」
は
麗
本
「
鹿
」
の
誤
記
。

(14
)
｢謂
智
是
前
智
餘
」
の
引
用
は
『
因
明
義
断
』（
T
44,144c29）、
慧
沼
撰
『
大
乗
法
苑
義
林
章
補
闕
』（
卍
続
蔵
八
八
二
番
、
X
55,159b1）
を
参
照
。「
謂
是
前
智
餘
」
の
引
用
は
『
明
灯
抄
』

（
T
68,424c6）
を
参
照
。

(15
)
｢諸
同
法
等
」
は
義
浄
訳
に
支
持
さ
れ
る
ほ
か
、
引
用
と
し
て
は
『
因
明
大
疏
抄
』（
T
68,606c28;777a12）
を
参
照
。

6a2

我
自
朋
屬

我
自
明
屬

我
自
明
屬

我
自
明
屬

我
自
明
屬

我
自
明
屬

6a2

我
於
＊
破
古

我
於
彼
古

我
於
彼
古

我
於
彼
古

我
於
彼
古

我
於
彼
古

6a5
啓
斯
妙
義

□
斯
妙
義

愛
斯
妙
義

愛
斯
妙
義

破
斯
妙
義

破
斯
妙
義

破
斯
妙
義

破
斯
妙
義

破
斯
妙
義

6a7
門
論
本

門
論
一
卷

門
論
一
卷

門
論
本
一
卷

門
論
本
一
卷

門
論
本
一
卷

門
論
本
一
卷

門
論
本
一
卷
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(16
)
｢傳
生
起
」
は
義
浄
訳
に
支
持
さ
れ
る
ほ
か
、
引
用
と
し
て
は
『
因
明
入
正
理
論
続
疏
』（
X
53,796a24）、
智
周
撰
『
因
明
入
正
理
論
疏
前
記
』（
卍
続
蔵
八
五
三
番
、
X
53,841c2）、『
明
灯
抄
』

（
T
68,432a14-15;432a18）
を
参
照
。

(17
)
大
正
蔵
の
校
勘
記
に
記
載
な
し
。

(18
)
大
正
蔵
本
文
は
細
注
に
し
な
い
。


